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序章  

 

本研究においては、アーネスト・ヘミングウェイ（ Er n es t  

He mi n gwa y,  1 89 9 -1 9 61）の極めて初期の作品から遺作に至るまでの作

品を横断的に分析し、その中で圧倒的な異質性を放つ「逸脱した身

体」を研究対象とする。特にジェンダー・セクシュアリティ研究の

観点から、主流から棄却されてきたテクストの再読や「アブジェク

ト」として描き出された「逸脱した身体」に焦点を当てて分析を展

開し、ヘミングウェイ・テクストにおける新たなクイア・セクシュ

アリティ解釈の広がりや逸脱した身体表象の棄却を介して意味が生

成されるプロセスについて分析を進める。  

ヘミングウェイの描く「逸脱した身体」はハードボイルドな作風

を体現するかのごとく、冷血なまでにグロテスクで残酷な姿をさら

し、またある時には「物」のように扱われ、様々な意味記号を反映

している。傷病や損壊、身体変容によって逸脱した身体は、いわゆ

る「従順ではない身体」として提示され、性的マイノリティや有色

人種の抑圧された状態を投影するなど、権力や権威からの疎外を表

現する手段として描かれており、去勢不安、異人種性、倒錯性など

と関連付けられる場合が多い。本研究において、逸脱した身体に着

眼する理由は単に周縁化された身体表象に日の目を当てることを目

的とするわけではなく、こうした逸脱した身体こそが、主要登場人

物の陰画として、その主体性の構築に寄与し、ヘミングウェイ・テ

クストの主題を形作っていると考えるからである。本研究において

は、一般的な論評から排除されてきた解釈やテクストの再評価を示

し、これまで主流とされてきたヘミングウェイ・テクストや登場人

物を対象としたセクシュアリティ研究による作品研究の行き詰まり

を打破することを試みる。  

まずは、ヘミングウェイ・テクストに関する主要研究の変遷をた

どり、本研究の位置づけを定義する。 1 980 年代までの研究の動向と

しては、フィリップ・ヤング（ Ph i l i p  Yo un g）などの代表的な批評家
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は、主として「コード・ヒーロー」（ cod e  h e ro）と呼ばれる法や社会

規範に背いて、自身の掟にのみ従って行動する反逆的ヒーローが体

現する「男性性」に関して論じる傾向が見受けられた。しかし、

198 6 年に規範から逸脱した性を扱った遺稿『エデンの園』（ Th e  

Garden  o f  Ede n）が出版され、ヘミングウェイのオリジナル原稿分析

が可能となったことから、ヘミングウェイ・テクスト並びに作家自

身のジェンダー・セクシュアリティを問う研究が展開されるように

なった。  

198 0 年代後半以降のヘミングウェイ・テクストに関する初期のジ

ェンダー・セクシュアリティ研究では伝記研究が主流であり、その

代表的なものとしてはジェンダーやアンドロジニー（両性具有）に

着目したケネス・リン（ Ken ne t h  Lynn）の『ヘミングウェイ』

（ He min g way ,  19 87）とマーク・スピルカ（ Mar k  Sp i l ka）の『ヘミン

グウェイの両性具有との闘い』（ He mi ng way ' s  Quarre l  w i t h  A ndrogy ny ,  

199 0）を挙げることができる。リンとスピルカは、ヘミングウェイ

家における抑圧的な母グレース（ Gr a ce）の存在に着目し、家庭内で

グレースが夫に対して支配的に振舞い、幼少期のヘミングウェイに

一つ違いの姉と双子のように同じフリルの衣装を着させていたとい

う伝記的事実を挙げて、ヘミングウェイとその作品に見られる男性

性の揺らぎや性的コンプレックスの遠因であると結論付けている。  

リンとスピルカの先行論を受けて、ジェンダー・セクシュアリテ

ィ研究という観点から、 1 990 年代以降はヘミングウェイのテクスト

分析が進められた。その先駆的なものとして、ナンシー・カムリと

ロバート・スコールズ（ Nan c y  R .  Co mel y  and  Ro ber t  S ch o les）は共著

『ヘミングウェイのジェンダー  ヘミングウェイ・テクスト再読』

（ He min g way ' s  Gend ers :  Rerea d in g  t he  Hemi ng wa y  Tex t ,  199 4）におい

て、公刊されている作品に加えて、未発表原稿を含むヘミングウェ

イ・テクストの分析を行い、性役割の交換や異人種混交、レズビア

ニズムやホモセクシュアリティなど踏み込んだ研究を介して、いわ

ゆるマッチョな白人異性愛作家としてのヘミングウェイ像を瓦解さ
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せた。カムリとスコールズ以降、ヘミングウェイ研究における身体

表象分析が見られるようになり、 19 9 9 年にデブラ・モデルモグ

（ Deb ra  Mod de l mo g）は『欲望を読む』（ Rea d in g  De s i re）で、作者ヘ

ミングウェイのペルソナとその作品が読者もしくは社会の強制的異

性愛のイデオロギーに影響を受けていることを指摘した。モデルモ

グの身体表象分析ではその大部分が主要なテクストならびに中心的

な役割を果たす男性登場人物が対象とされ、身体に刻み込まれた

「戦傷」や「傷」がヘミングウェイ・テクストにおいては性化され

ていると論じている。  

モデルモグが『欲望を読む』を出版したのと同年に、カール・エ

ビイ（ Car l  E b y）は『ヘミングウェイのフェティシズム』

（ He min g way ' s  Fe t i s h i s m ,  1 99 9）を出版し、ヘミングウェイの生涯と

そのテクストにおいて、フェティシズムが現れる際には、主要な主

題、シンボリズム、ファンタジーが出現すると主張している。エビ

イは髪や過度の日焼けなどに代表される種々のフェティシズムは抑

圧的な母親からもたらされた去勢不安が根源的な原因だと指摘して

いる。登場人物の身体変容によるアイデンティティ構築／再構築の

際にフェティシズムが重要な機能を果たすと論じている。  

日本におけるジェンダー・セクシュアリティ研究や身体論研究と

しては、 2 008 年に高野泰志が『引き裂かれた身体 ―ゆらぎの中のヘ

ミングウェイ文学』（松籟社）において身体論を展開し、「自然な身

体」というイデオロギーがヘミングウェイの戦争小説では色濃く反

映されていることや、身体感覚の麻痺が精神的停滞を示唆している

こと、また長い髪が生殖可能性を示唆する点などについて指摘し

た。前田一平は『若きヘミングウェイ ―生と性の模索』（南雲堂、

200 9）において、前半部ではヘミングウェイのアメリカ時代に焦点

を当て、故郷オークパークの経済階級や文化、アメリカ先住民族に

対する人種意識やミシガンの原始性などアイデンティティ形成に関

わるカテゴリーを分析対象とし、後半部では第一次大戦後にアメリ

カから渡欧した若者たちがジェンダーとセクシュアリティの変容に
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直面することで経験するアイデンティティの揺らぎを分析してい

る。前田は、『日はまた昇る』（ The  S un  A l so  R i se ,  19 25）と『武器よ

さらば』（ A F are we l l  t o  Ar ms ,  192 9）においてはヘミングウェイ・ヒ

ーローの生への模索が性への模索であったと結論付けている。  

その他の特筆すべき、ジェンダー・セクシュアリティ研究につい

ては、「男らしさ」や「男性性」に着目した論考が見受けられ、リチ

ャード・ファンティナ（ Rich a rd  F an t i na）は著書『アーネスト・ヘミ

ングウェイ ―男らしさとマゾヒズム』（ Ern es t  Heming way:  Mach i smo  

and  Ma soc h i s m ,  200 5）において、女性に対して従属的で自虐的な男

性登場人物に見受けられる自虐的美学を分析している。また、トー

マス・ストリーキャッシュ  （ T ho ma s  F.  S t r yc hac z）は『ヘミングウ

ェイの男らしさの劇場』（ He mi ng wa y ' s  T hea t e r s  o f  Ma scu l i n i t y ,  2 00 3）

において「男らしさ」を示すジェスチャーを分析しつつ、「男性性」

が常に揺らぎうるものであることを指摘している。ファンティナと

ストリーキャッシュの研究は、いずれもジェンダーとパフォーマン

スの視点から分析を展開している。  

 上記に挙げたものが代表的なヘミングウェイのジェンダー・セク

シュアリティ研究になるが、本研究においては象徴化を拒否する

「おぞましきもの」（クリステヴァの解説部で詳説）として描出され

る逸脱した身体を分析対象とし、否定性としての存在がいかに主体

構築や意味生成の基盤となっているかという点を論じる。ジャッ

ク・ラカン（ J ac qu e  La ca n）によれば、象徴秩序に組み込まれない

「物自体」（フロイト的な das  Din g。獲得不可能な享楽の実体）は象

徴秩序の中の「欠如」や「穴」、「空無」として描出され、その圧倒

的な否定性は一種のスクリーンとして、主体がその欲望を支える幻

想を投影する空っぽの空間として機能する  ( En core )。本研究では

「物自体」あるいは「おぞましきもの」として描き出される逸脱し

た身体が棄却されることによって、意味生成がなされ、主体構築の

基盤となる点に着目して分析を進める。モデルモグやエビイなどの

身体論研究者たちが主要登場人物や主要テクストを研究対象として
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いたことに対して、本研究では主流から疎外されてきたテクスト

や、周縁的であったり脱中心的な登場人物を分析対象として取り上

げ、棄却／排除されてきたものが主体構築の重要な基盤として機能

している点を明らかにする。  

 研究の着想を得た批評理論の一つとしては、ラカンの精神分析理

論を援用したスラヴォイ・ジジェク（ Sla vo j  Ži že k）の「女は男の症

候である」 (wo ma n  i s  “ t he  s in t ho me  o f  man ” )  というテーゼである。ラ

カンの精神分析理論において、「存在する」という用語は象徴秩序へ

の統合や象徴化を意味し、象徴界において主体としての男性は存在

するが、女は存在しないとされている。女性の不在をめぐるラカン

の性差の定式に依拠しつつも、ジジェクは父権的な象徴秩序から排

除された「無」としての女性の欠如性こそが男性主体の構築に不可

欠な要素であると主張する。ジジェクは女が男に首尾一貫性を付与

する限りにおいて男は存在しており、男はその存在を女に依拠し、

彼自身の存在は外部にあるという見解を示している。ジジェクは自

身の立場を著書『斜めから見る』 ( L o ok in g  Awr y :  An  In t ro duc t i on  t o  

Jac que s  Lac an  throu gh  Po pu l ar  Cu l t ure ,  199 1)  において、次のように

説明している。  

 

象徴的秩序の出現そのものによって排除されるのは、いうま

でもなくこの〈現実界〉の、不可能な享楽を具現化している

〈物自体〉の外 ―存在である。われわれはつねにヴェルに囚わ

れており、つねに意味か外 ―存在かという二者択一を迫られて

いる、といえよう。意味を手に入れるためには、外 ―存在が排

除されなくてはならない。（おそらくここには「現象学的判断

中止 [ e poc he ]」の経済が隠されている。外 ―存在をひとまずお

いておき、つまりカッコにいれておき、意味の領域へと接近

するのである）。この外 ―存在という考え方にもとづけば、も

ちろん女は「存在する」。つまり、意味を超えた享楽の残滓と

して生き続け、象徴化に抵抗する。だからこそ、ラカンの言
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葉を借りれば、女は「男のサントーム」   [ wo ma n  i s  

" t he  s in t ho me  o f  ma n " ]  なのである。 ( Ž i že k ,  254 -2 55）   

 

ジジェクが論じるような点、つまり象徴的秩序が出現する際に象徴

化され得ないものとして、象徴秩序の外部として現実界や意味を越

えた享楽の残骸としての「物自体」が排除／棄却されることで、主

体構築や意味生成の重要な基盤となる点を見出すことができる。  

非存在を刻み込まれた「物自体」の棄却と主体構築の関係性に特

化して理論構築を行ったのが、メアリ・ダグラス（ M ar y  Do u gl as）の

排除の理論を援用したジュリア・クリステヴァであるが、本研究に

おいては「物自体」という用語ではなく、メアリ・ダグラス（ Mar y  

Do u gl as）の「汚穢（おわい）」、ジュリア・クリステヴァの（ J u l i a  

Kr i s t e va）の「おぞましきもの／アブジェクト」という表現を「物自

体」とほぼ同義のものとして統一的に用いる。社会秩序における

「汚穢（おわい）」の役割を人類学的視点から分析したメアリ・ダグ

ラスは著書『汚穢と禁忌』（ Pur i t y  an d  Dan ger -A n  A na ly s i s  o f  Co nce p t s  

o f  Po l l u t i o n  an d  Tab oo ,  1 96 6）において、汚穢とはいわば正常な分類

図式から拒否された余剰ともいうべき範疇を示し、社会秩序におい

て境界侵犯を行う汚穢や「不浄」が象徴的に排除されるコードが成

立されることによって、社会集団の同一性が確立される。ダグラス

によれば、汚穢は秩序創出の副産物であると同時に、既存の秩序を

脅かす崩壊の象徴、そして始まりと成長の象徴でもあると規定す

る。このダグラスの排除の理論に基づいて、クリステヴァは精神分

析の立場から「アブジェクシオン」という理論を打ち立てた。「アブ

ジェクシオン」とは、前＝エディプス的な一時的ナルシシズムの状

態において、内部と外部、自己と他者の分離が生じていない母と子

の共生状態を想定した排除の心的メカニズムを指す。いまだ対象

（ o b j e t）とならずに一体化している母という前＝対象（ a b j e t /  

ab j ec t）が母子融合の快楽で魅惑しながらも、同時に嫌悪や不安を誘

発する「おぞましきもの」（ a b j ec t、本研究では「物自体」とほぼ同
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意で用いる）となって棄却されることを意味する。  

クリステヴァによれば、母の身体を棄却することで、自然と文化

の最初の切れ目を生み出すことが可能となる。つまり、言語記号に

よる社会の形成は、「アブジェクト」としての母の身体を反復的に棄

却することで可能となるのである。しかし、排除されたはずの前＝

対象（アブジェクト）は怖れや不安を掻き立てる存在として回帰し

てくる可能性があり、「アブジェクト」は魅惑と恐怖という両義性を

内包する存在だとされている。この「アブジェクシオン」という概

念を、本研究全般を貫く研究の柱として分析を展開する。  

さらに、クリステヴァの「アブジェクト」の概念を援用したジュ

ディス・バトラー（ J ud i t h  Bu t l e r）は、『問題なのは身体だ』（ Bo dies  

t ha t  Mat t e r ,  1 99 3）の中で物質と言語の関係性に着目し、ジェンダー

のパフォーマティヴィティと関連付けて、「物質化」

（ Mat e r i a l i za t i on）という概念を提唱している。バトラーによれば、

実体としての物質が最初から存在するのではなく、実体であるとさ

れることによって物質と呼ばれるものが実体化されていく。バトラ

ーの「物質化」という概念の枠組みを用いて、「アブジェクト」とし

て棄却される様々な身体が常に反復的に言説によって書き込みがな

され、「おぞましき実体」として構築されていく過程を本研究におい

て明らかにする。加えて、「おぞましき」身体が棄却される過程にお

いて、どのような権力が作用しているのかということを分析するた

めに、ミシェル・フーコー（ Mitc he l  Fo uca u l t）の身体・権力論を援

用する。フーコーは著書『監獄の誕生』（ Dis c ip l i ne  a nd  Pu n i sh :  The  

B i r t h  o f  t he  Pr i so n ,  197 5）において、近代資本主義の要請によって労

働を組織化するために、主体として社会システムに従属する規範的

な身体が生み出されており、「従順な身体」は権力が個人によって内

面化され、自己規律的な権力として作用することで作り出されてい

ると主張する。フーコーの理論を用いて、人々の精神に深く浸透す

る権力構造と規律的な身体の関係性を読み解き、そこから逸脱した

身体がいかに「アブジェクト」として描き出されているかについて
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論じる。これまでに説明したようなジジェクの「女は男の症候であ

る」というテーゼやクリステヴァの「アブジェクト」、バトラーの

「パフォーマティヴィティ」、フーコーの「自己規律的な身体」とい

う概念は、主流とされてこなかったヘミングウェイ・テクストや人

物表象分析において、新たな解釈の可能性を模索し、テクストの再

評価を提示する上で有用であると考えられる。  

なお、ジジェクが「女」と称しているものは、本質的な意味での

女を意味しているのではなく、「無」であるとされる「女」は始めか

ら象徴化が破綻した状態であることから、象徴化し損なった様式を

意味する。本研究では、本質的な意味での女性を分析対象とするの

ではなく、逸脱した身体を有し象徴化を拒む「物自体」や「おぞま

しきもの」としての身体を研究対象とする。具体的には、壊疽に侵

された脚、切断された身体、死に瀕した妊婦の身体、損壊死体、病

んだ身体、変容する身体などに着目し分析を進める。  

各章の内容は次のとおりである。第 1 章では『日はまた昇る』を

研究対象とし、ジェンダー越境性が示唆される前衛的かつ経済的依

存性というヒロインのアンビバレントな表象に着目し、中性的な女

性の身体が「見られる対象」として受動性を付与され、客体化され

る過程を男性器への戦傷に苦悩する主人公の語りの効果と関連付け

て考察する。第 2 章では「キリマンジャロの雪」（ "T he  Sn ows  o f  

K i l i ma n j a ro , "  1 93 6）を取り上げ、心身ともに去勢され「おぞましき

もの」として描き出される男性の身体表象と、トルコに関するステ

レオタイプ表象が交差的に提示されることの象徴性を読み解く。ヘ

ミングウェイ・テクストの中で異民族や有色人種、非西洋文明を幾

度となく描き出しているが、その中でもトルコ表象は特に異彩を放

っている 1。トルコ地域に言及しているヘミングウェイ・テクストに

おいては、人々の無残な死や迫りくる死が描かれることが多く、死

のイメージもまた前景化されている。こうしたトルコ表象は、西欧

に対置する存在として、つまり「他者的なもの」として描出されて

いることから、中東地域についてのステレオタイプの一形態である
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「オリエンタリズム」という観点から、ヘミングウェイのトルコ表

象に着目して分析を進めていく。  

第 3 章では「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」（ " Go d  Res t  You  

Mer r y  Gen t l e men , "  1 933）を研究対象とし、男性器を自身で去勢する

少年の身体表象を「オリエンタリズム」に基づくイスラム教の宦官

のイメージや 193 0 年代のアメリカの性倫理と関連付けて分析する。

第 4 章では、「インディアン・キャンプ」に着目し、「アブジェク

ト」として表象される瀕死のアメリカ先住民の妊婦の身体を分析対

象とし、白人医師とアメリカ先住民男性との間の権力闘争、ならび

に先住民妊婦の身体が圧倒的な他者性を帯びた身体として表象され

ることで、陰画として白人少年のアイデンティティ形成の基盤がも

たらされる点について分析を進める。第 5 章では『武器よさらば』

を取り上げ、「アブジェクト」として描き出される難産の末に死亡す

る妊婦の身体表象に着目し、知の権力としての医学の限界とパート

ナーの男性の自我の崩壊を関連付けて考察する。  

第 6 章では、「アルプスの牧歌」（ “ An  Alp i ne  Id y l l , ”  19 27）を研究

対象とし、特異な物語構造や削除された箇所をオリジナル原稿調査

に基づいて分析し、「アブジェクト」としての女性の損壊遺体がどの

ように表象され、テクストにどう影響を及ぼしているかについて論

じる。第 7 章では、スペイン内乱を題材とする五つの短編群の一つ

である「蝶々と戦車」（ “T he  Bu t t e r f l y  and  t h e  Tan k , ”  19 38）を取り上

げ、社会の規律を乱すような悪ふざけをしたことで「アブジェク

ト」として棄却される男性市民の身体表象に関して、スペイン内乱

期における権力構造の変化や、ヘミングウェイの政治スタンス、社

会情勢などを鑑みて分析を進める。第 8 章では『エデンの園』を研

究対象とし、社会的規範を逸脱したキャサリン・ボーン（ Cath e r in e  

Bo urn e）が「アブジェクト」として棄却されるプロセスや、編集段

階において、オリジナル原稿から顕著な性的逸脱性を提示するニッ

クとバーバラが棄却された背景を分析する。「アブジェクト」として

描き出される様々な「逸脱した身体」が棄却されることを介して、
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どのような意味作用が生まれ、またそのような棄却が行われなけれ

ばならなかった背景についての分析を進める。  

本研究の方向性としては、男性の傷病に蝕まれた身体や切断され

た身体が提示される際には去勢性や男性同性愛の可能性が示される

ことや、去勢のイメージを「逸脱した身体」に投影する場合に、ス

テレオタイプ化されたトルコやコンスタンチノープル表象が他者化

された場所として用いられていることを指摘する。また、「アブジェ

クト」としての女性の身体（損壊遺体や妊婦の身体など）が表象さ

れる場合、男性の所有物としての女性の身体は、男性の欲望や男性

主体を構築するための言説や欲望を投影する空っぽで虚ろなキャン

バスとして表象され、「無」や否定性としての存在から、様々な言説

の創出や意味生成がもたらされていくプロセスについて論じる。  
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第 1 章   『日はまた昇る』における語り・視覚性・客体化  

 

192 0 年代パリ、セーヌ川左岸域には、新進気鋭の若い作家や芸術

家が多く集い、ヴィクトリア朝の旧体制に抗う新たなサブカルチャ

ーを形成していた。その多くは、第一次世界大戦を経験したアメリ

カの若者であったが、彼らは親世代のピューリタン的禁欲や節約と

いった倫理観を拒絶し、性の解放や消費文化を体現しつつ、独自の

ライフ・スタイルやアイデンティティを作り上げていった。パリを

舞台にした長編『日はまた昇る』は、まさにそのような 1 920 年代に

生きる若者の倫理観の変容や、規範からの逸脱、アイデンティティ

の再構築が描き出されている。  

物語の語り手であるジェイク・バーンズ（ J a ke  Barn es）はアメリ

カの新聞社のパリ支局に勤務する新聞記者であるが、第一次世界大

戦参戦時に性器への損傷を負い、それが原因となって性的不能に苦

悩する日々を過ごす。ジェイクの肉体的かつ精神的な傷は、「ロス

ト・ジェネレーション」 ( l o s t  gen e ra t i on )  1 と称される戦後世代が受け

た傷や喪失を体現している。パリのダンスホールやパンプローナの

祝祭空間で享楽的な狂想曲が奏でられる一方で、性器への損傷のた

めに、成就することのないブレット・アシュレイ（ Br e t t  Ash l e y）と

の関係性に深い失望や喪失感を抱き、不眠に苛まれるジェイクの姿

が垣間見える。  

 

I  l i t  t he  l a mp  bes i de  t he  b e d ,  t u r ne d  o ff  t he  gas ,  an d  ope ne d  t he  

wid e  wi ndo ws .   [… ]  Undr es s i n g ,  I  l oo ke d  a t  mys e l f  i n  t h e  mi r ro r  

o f  t he  b i g  a r mo i r e  b e s ide  t he  b ed .   […]  Of  a l l  t he  wa ys  t o  be  

wo un ded .   I  su pp ose  i t  wa s  f un n y.   I  pu t  on  my  p a j a ma s  a nd  go  

i n to  be d .   [ …]  I  n e ve r  u sed  t o  r ea l i ze  i t ,  I  gu es s .   I  t r y  a nd  p l a y  

i t  a l on g  a nd  j us t  no t  ma ke  t ro ub le  f o r  peo p le .   P ro ba b l y  I  ne v e r  

wo u ld  h a ve  h ad  an y  t roub le  i f  I  h ad n’t  r u n  i n t o  Bre t t  wh en  the y  
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sh ip ped  me  to  E n gl a nd .   [ …]  I  l a y  a wa ke  t h i n ki n g  a nd  my  mi nd  

j umpin g  a ro un d .   T h en  I  c ou l dn ’t  kee p  a wa y  f r o m i t ,  an d  I  s t a r t ed  

t o  t h in k  a bo u t  Br e t t  and  a l l  t h e  r e s t  o f  i t  we n t  a wa y.   I  wa s  

t h in k in g  a bo u t  Br e t t  and  my  min d  s t op pe d  j u mp in g  a r ou nd  an d  

s t a r t e d  t o  c r y.   T hen  a f t e r  a  wh i l e  i t  was  be t t e r  a nd  I  l a y  i n  b e d  

and  l i s t ene d  t o  t he  h ea vy  t r a ms  go  b y  a nd  wa y  d own t he  s t r ee t ,  

and  t h en  I  we n t  t o  s l eep .   ( T he  Su n ,  3 8 -3 9)  

 

性器への損傷を抱えたジェイクが男性性の喪失やジェンダー・アイ

デンティティの揺らぎといった問題を抱えていることは想像に難く

ない。そのような状況下において、『日はまた昇る』の語り手として

のジェイクは自らの立場を確認し、自身の主体性を再構築していく

かのように語りを進めていく。その語りの中で、ジェイクが人々と

距離を取りつつ、常にあたりを観察していることが窺え、ジェイク

の視線が人々を描き出し、視覚性もまたジェイク自身の位置関係を

形作っている。  

視覚に関して、ジョン・バージャー（ J oh n  Be rge r）の視覚論に依

拠しつつ、伊藤俊治は網膜に映る像と人間が見るものとを分けて考

察する必要があり、「見る」という言葉には認知・判断・観察といっ

た認知行為が絶えず介在すると指摘している（ 22 0－ 2 2 3）。つまり、

網膜に映し出された像を情報処理して、自らの視覚世界を作り出す

というのが視覚の基本的な機能ということになる。また、人間が作

り出した視覚世界、もしくは視覚性について、ハル・フォスター  

(Ha l  F os t e r )  は『視覚論』（ Vis i on  a nd  Vi sua l i t y :  Di scu ss i on  i n  

Co n te mp or ary  Cu l ture ,  19 88）において、社会形成された視覚性は多

様に存在するものの、視の制度は様々な差異を排除し、一つだけ

「本異質的な」視覚を選びだすか、もしくは自然にみせかける序列

の中に視覚を配置してしまうという。つまり、我々が見出す視覚性

が視の制度  “ Sc op ic  r e g i me”  (F os t e r  i x )  やイデオロギーによって支配

されていることになる。ヘミングウェイ・テクストにおいては異性
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愛主義の欲望に浸透された視覚性を見出すことができ、小笠原亜衣

は『エデンの園』において、ヒロインのキャサリンが視覚的事実

（「見る男／見られる女」という構図）を撹乱することで「見られ

る」という受動的かつ被受動的な立場を変容させようとするがその

試みは失敗に終わり、最終的にキャサリンが「見られるホモセクシ

ュアル」として奇異のまなざしをむけられるようになる経緯を視覚

分析という観点から解明している（「まなざしの欲望」  17－ 1 8）。  

本研究においては、ブレットのアンビバレントな身体表象に焦点

を当て、そのジェンダー越境性を確認し、ジェイクの視線から語ら

れるブレットの社会的位置関係を分析する。視線分析には、フォス

ターが指摘する「見る男／見られる女」という支配構造を生み出す

欲望に浸透された視覚性という研究視点を取り入れる。様々な逸脱

性や「女」というカテゴリーを超える前衛的側面を保持しつつもブ

レットの身体が、結果として客体もしくは男性の否定性として表象

されることで、ジェイク自身の主体性が保たれていることを論じ

る。  

 

 

異装性とバイセクシュアリティ  

 

まず、性的奔放さによって悪名高いブレット・アシュレイの身体

表象を取り上げ、 1 920 年代の消費社会 2 によって生み出された価値

観や新たなファッションとして登場した中性化された身体性を確認

する。ブレットはイギリス人看護師として第一次世界大戦の戦場で

勤務していた経歴を有し、戦時中に婚約者を亡くした後に、程なく

して、貴族階級の男性と結婚したが、現在は夫の家庭内暴力が原因

で離婚調停中である（ F ul to n） 3。現在はマイク（ Mi ke）という婚約

者がいるものの、ユダヤ人作家のロバート・コーン（ Rober t  Co hn）

とその場しのぎの関係を持ち、若き闘牛士ペドロ・ロメロ（ P edr o  

Ro me ro）と情熱的な恋愛騒動を起こすなど、男性関係は絶えること
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がない。ブレットは恋人の戦死に起因する喪失感から抜け出せず、

心の隙間を埋めるために常に誰かを求め続け、周囲にいる男性と容

易に性的関係を持つのだが、そうした一時しのぎの性的関係によっ

ては、決して精神的な満足感を得られずにいる。ジェイクとは性的

関係はなく、それゆえに長年続いてきた親友とも恋人とも分別のつ

かない信頼関係によって、二人は精神的に深く結ばれている。  

現在までのところ、ブレットを論じている評論のほとんどは彼女

を典型的な色情狂（ n y mp ho ma nia）だとみなす傾向があり、ブレット

を「半ばあばずれ」  “de mi -b i t c h”（ Fi ed l e r  3 19）や「あばずれ女神」  

“b i t c h -go d des s”（ Gl ads t e in  61）、「自滅的」  “ se l f -de s t ru c t i ve”  

（ Ful t on  62）等としてみなすものが多くみられる。ほとんどの場

合、ブレットの性的奔放さと不道徳さが主たる批判の対象とされて

おり、ブレットは堕落した女であると一般的にレッテルを張られて

いる。しかし、ブレットの身体表象や性役割の不安定性、逸脱的な

ジェンダー・パフォーマンスに着目すると、ブレットが単なるあば

ずれではなく、「女」というカテゴリーを超えるような「クイア」

（ q uee r） 4 な性質を内包していることが読みとれる。ブレット表象の

複雑性は、ファッションを含む身体表象とブレットの社会的位置に

齟齬が生じており、その表象が揺らいでいる点である。  

まず、ジェイクの語りを介して、ブレットの身体性とそのファッ

ションがどのように表象されているかを確認する。ブレットの身体

性を論じる上で、 1 920 年代のファッションと一世代前の流行、つま

り第一次大戦以前の上流階級の女性の身のこなしを比較すること

で、時代性や価値観、女性のポジションの違いなどを明確化するこ

とができる。ソースティン・ウェブレン（ T hor s t e i n  Ve b len）は著書

『有閑階級の理論』（ The  T he ory  o f  t h e  Le i s ure  Cl as s ,  18 99）の中で、

大戦以前の有閑階級について論じ、有閑階級の女性が身につける衣

装によって表現されるものは単に財の顕示的な消費という特徴だけ

ではなく、いかに生産的な仕事に従事せずに優雅な暮らしをしてい

るかということを誇示するものであったと論じている（ Vebl en ,  18 8 -



18 

 

211） 5。第一次世界大戦以前の上流階級女性の装いは、あくまで男性

の所有物としての女性の存在が前提となっており、身に着ける衣服

は機能性ではなく、むしろ動きにくさや優雅さが重視されていた。  

一方で、髪を短く切り、流行のボーイッシュな衣服を身にまと

い、競走用ヨットの船体を思わせるしなやかな細身 6 のブレットのフ

ラッパー・ファッションは、悉く前世代のファッションと相反する

ものである。フラッパー・ファッションは第一次世界大戦後に突如

として出現した自由奔放な新しい女性像を体現し、流行とエロティ

シズムが混ざり合う記号の集合体として表象されている。流行の最

先端をいく短髪に、体の線を露出させる伸縮性のあるジャージー素

材のセーターとツイードのスカートを身に着けていたブレットの姿

は次のように描写されている。  

 

Bre t t  was  d a mne d  go od - l oo k in g .   S he  wo re  a  s l i po ve r  j e r se y  

swe a t e r  a nd  a  t weed  s k i r t ,  a nd  h e r  ha i r  was  b rus he d  bac k  l i ke  a  

bo y’s .   Sh e  s t a r t e d  a l l  t ha t .   Sh e  wa s  b u i l t  wi t h  cu r ves  l i ke  t he  

hu l l  o f  a  r ac i n g  yach t ,  a nd  you  mi s s ed  n o ne  o f  i t  wi t h  t ha t  wo o l  

j e r se y.   ( Th e  Sun ,  2 9 -30 )  

   

胸のふくらみが露になる衣服の着用を厭わないブレットのファッシ

ョンはエロスを体現すると同時に不道徳さを表現するものである

が、人目を惹きつけてやまない美しさを放っていることがジェイク

の語りからは窺える。また、セレクト（ L e  Se l ec t）では、サン・セ

バスチャン（ Sa n  Se bas t i án）から戻ったブレットが高いスツールに腰

掛けながら、素足で脚を組み、タバコを吸い、男性用の帽子を被る

姿をジェイクが目で追っている。  

 

B i l l  ha d  go ne  i n t o  t h e  b a r.   He  was  s t a nd in g  t a l k in g  wi th  Bre t t ,  

wh o  wa s  s i t t i n g  on  a  h i gh  s t oo l  h e r  l e gs  c ros se d .   Sh e  had  n o  

s toc k in gs  on .  [ …]  Br e t t  p u l l e d  t he  f e l t  h a d  d o wn  f a r  o ve r  o ne  e ye  
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and  s mi l e d  ou t  f r o m und er  i t .   ( 84 -8 5)  

 

素足を露出することで性的アピールをしつつ、タバコを吸い、男性

用の帽子を目深に被るブレットは、ジェンダー越境性からもたらさ

れるコケティッシュな魅力を醸し出している。  

ブレットが身につけている服装は、ココ・シャネル（ Coco  

Ch ane l）やジャン・ランバン（ J eann e  L an vi n）、マドレーヌ・ヴィオ

ネ（ Ma de le i ne  Vi on ne t）、イシドール・パキャン（ I s i d o l e  P aqu i n）と

いった第一次大戦時の新進気鋭のデザイナーが考案した機能性を重

視した女性服であり、開戦後、多くの男性が戦地に赴き女性が職場

に出る必要性が生じたことからデザインされた服飾であった 7。女性

の社会進出が最も顕在化したのが、女性のファッションや髪型であ

り、そうした観点においては、ブレットは 19 20 年代の解放された女

性を象徴的に示している。メアリ・ロバーツ（ Mar y  Ro ber t s）は第一

次世界大戦の影響の一つとして、性差をあいまいなものにしたとい

う点を指摘し、多くの歴史家と同様に近年の女性のファッションの

変化がすでに進行している社会変化の表出としてみなしている 8。ロ

バーツが指摘しているとおり、ブレットのファッションには、時代

の変わり目に生じた倫理観や価値観、ジェンダー・パフォーマンス

の変化の兆しが書き込まれている。  

このようなフラッパー・ファッションは別名「ギャルソンヌ・ル

ック」（ garç on ne  l o o k）や「マニッシュ・ルック」（ ma nni s h  l oo k）と

も呼ばれており、女性性や装飾を排除したデザインを特徴としてい

る。「ギャルソンヌ」とは、  少年を意味する「ギャルソン」

（ garç on）という言葉の女性系であり、 1 920 年代半ばから後半に流

行した女性のボーイッシュなファッションを指す造語である。フラ

ッパー・スタイルの女性たちは、ショート・ヘアに釣鐘型の帽子を

被り、胸を小ぶりに、ウェストを寸胴に見せる直線的なシルエット

の服装を身にまとっていたために、「ギャルソンヌ」という言葉が示

すように年若い少年のような装いであった。  
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少年を想起させるようないわゆる男装や異装性を暗示するフラッ

パー・スタイルには、保守的な倫理観への抵抗に加えて性的逸脱性

が示されており、レズビアニズムやバイセクシュアル 9 な属性も読み

とることができる。リリアン・フェダマン（ Li l l i an  F ad e r man）は

192 0 年代性的に解放された人々は、異性愛のコンテクストにおいて

のみ性的実験を行ったのではなく、バイセクシュアルのコンテクス

トにおいてもまた性的実験を行っていたと指摘する（ 6 2）。同性愛で

はなくバイセクシュアルが受容された理由の背景には、 1 920 年代、

人々はピューリタン的な厳格な倫理観から解放され、性的に奔放に

活動し始めたとは言え、レズビアニズムはまだ異常性や精神的な病

としてみなされていたという経緯がある。一方で、バイセクシュア

ルに関しては社会的に受け入れられており、むしろ異性愛のコンテ

クストにおいては挑発的で、過度に性的魅力を増大させる属性であ

るとみなされていた（ F ade r man ,  37 7）。 1 920 年代、シックで洗練さ

れた人々はその都会的洗練性を示すために敢えてバイセクシュアル

に見せかけていたのだった。  

バイセクシュアルな属性に注意を払ってテクストを再読すれば、

ブレットが常にジェンダー・アイデンティティが不確かな男性に囲

まれていることが浮き彫りになってくる。まず、ブレットが最初に

登場する場面では、ジェイクと娼婦のジョルジョットがデートして

いるカフェにブレットは数名のゲイの男性を伴って入店してきてい

る。また、ブレットと逢瀬を重ねるミピポポラス伯爵（ Co unt  

Mipp i po po l ous）は、ジジ（ Zi z i）と呼ばれる男性芸術家のパトロン

であるとされ、伯爵とジジとの関係には何らかのホモセクシュアル

的親密さを読みとることができる。さらに、フレデリック・スボボ

ダ（ F red e r i c  S vo bo d a）が指摘しているとおり、削除された冒頭部分

の章においては、ブレットの一文無しの婚約者であるマイクには同

性愛的傾向があることが示されている。 “ [Mi ke ]  h ad  va r ious  h ab i t s  

t ha t  Br e t t  f e l t  so r r y  f o r,  d id  no t  t h in k  a  man  sho u ld  h a ve ,  an d  cu re d  b y  

cons t an t  wa tc h fu lne s s  a nd  t he  e xe rc i se  o f  he r  t h en  ve r y  s t r on g  wi l l ”  
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(S vob oda  1 01) .   アクセル・ニッセン（ Axe l  Ni s sen）はブレットがゲ

イのような性質を持つバイセクシュアル的な男性と親密な関係性を

持つことで、精神的な落ち着きを得ることができる女性、「おこげ」

（ f a g  ha g）としてみなしている  ( 4 4 )。ブレットの性的アイデンティ

ティは明示されていないが、標準的な性的カテゴリーを逸脱するバ

イセクシュアルで官能的な雰囲気を楽しんでいる。  

フェダマンによれば 1 920 年代の都会のバーにおいては、スレンダ

ーな男性同性愛者のグループに伴われたバイセクシュアル女性が出

現し始めていた。こうした点からも、不確かなジェンダー・アイデ

ンティティを提示するブレットのパフォーマンスは 1 92 0 年代のバイ

セクシュアル・トレンドを反映している。ブレットは少年のような

中性的な魅力を持つエロス化した身体を露出し、「女性性」をそぎ落

としたフラッパー・ファッションで着飾ることで、性的属性があい

まいな存在として提示されている。男装ファッションを身に帯び、

さらに男性同性愛者もしくはジェンダー・アイデンティティの曖昧

な男性の取り巻きと常に行動を共にするといったブレットのジェン

ダー越境的パフォーマンスは、身振りと属性が一致しないアイデン

ティティのカテゴリー化を拒む振る舞いである。  

ジュディス・バトラー（ J ud i t h  Bu t l e r）は『ジェンダー・トラブ

ル』（ Ge nd er  Tro ub l e  a nd  th e  Sub ver s io n  o f  I de n t i t y ,  19 90）において、

社会的・文化的な性差であるジェンダーによって、セックスという

虚構が構築され、その虚構を「事実」とするために、人は繰り返し

ジェンダーを演じ続けていると主張する。性差に関わるアイデンテ

ィティがジェンダーの反復行為によって形成されるというバトラー

の理論を援用すれば、ブレットの身体表象を通じて、 1 920 年代に出

現した「ジェンダー越境する女」として繰り返し提示され続けるこ

とは、アイデンティティを（再）生産するパフォーマティヴ（行為

遂行的）な行為だとみなすことができる。つまり、流行に従ってバ

イセクシュアル化されたブレットの身体がエロス化され、中性的な

アイデンティティが形成されている。ジェイクの眼差しを介して、
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ブレットの身体は、既存の「女」という「カテゴリー」を超越しつ

つ、バイセクシュアル・トレンドといった性規範から逸脱する特性

を取り入れて、より一層官能性の高い存在として示されている。  

 

 

客体化されたブレットの身体  

 

ブレットがその身体性やファッション、交友関係との関わりにお

いて、ジェンダー越境的かつ前衛的な女性として提示される一方

で、その社会的地位を考察する場合に、主体性の欠如や、経済的依

存性、客体化された被支配的立場を見出すことができる。ブレット

の受動的な立場は彼女の経済性に最も顕著に示されている。アンビ

バレントな特徴を内包するブレット表象を、経済的自立性の観点か

ら考察すれば、彼女自身が実質的に自立しておらず、前世代的な依

存する女性として描き出されていることが読み取れる。『日はまた昇

る』に登場する男性登場人物たちが何等かの形で資産を生み出す経

済活動に従事している一方で、ブレット自身は経済活動や生産的な

仕事からは疎外されている。ブレットは常に周囲の男性に依存し、

経済的サポートを受けている。例えば、ミピポポラス伯爵はブレッ

トに私的な旅行に一緒に行くよう提案する際に、現在の価値で 10 万

ドル（日本円で 1 20 0 万円程度、 2 018 年現在）に値する 1 万ドルの資

金提供を申し出ている。実際にブレットは 1 万ドルを授受して伯爵

と旅をすることはなかったが、このエピソードはブレットが常に男

性から資金提供を受けて豊かな暮らしをしていることが示されてい

る。また、物語の終盤では、ブレット自身はほとんど金銭を持ち合

わせていなことがマイクの発言から明白となり、ブレットの経済的

自立性の欠如が暴露されている。  

 

“Ha s  Bre t t  a n y  mo ne y?”  

He  tu r ne d  t o  Mi ke .   
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“ I  s ho u ld n’t  t h i n k  so .   Sh e  pu t  u p  mo s t  o f  wha t  I  ga ve  t o  o l d  

Mont o ya .”  

“Sh e  has n ’ t  a n y  mon e y wi t h  he r? ”  I  a s ke d .  

“ I  s ho u ld n’t  t h i n k  so .   Sh e  ne ve r  ha s  a n y  mon e y.   S he  ge t s   

f i ve  hu ndr ed  q u id  a  yea r  an d  pa ys  t h r e e  h undr ed  a nd  f i f t y  o f  i t  i n  

i n t e r e s t s  t o  J ews .”  

“ I  s up pos e  t he y  ge t  i t  a t  t he  s our ce , ”  s a id  Bi l l .  

“Qui t e .   T he y’ r e  no t  r ea l l y  J e ws .   We  j u s t  c a l l  t he m J e ws .   

T he y’ r e  Sco t s men ,  I  be l i e ve . ”  

“Ha sn ’t  she  a n y  a t  a l l  w i th  he r ?”  I  a s ked .  

“ I  h a rd l y  t h in k  so .   She  ga ve  i t  a l l  t o  me  whe n  s he  l e f t . ”  

 (T he  Su n ,  2 33 -3 4)  

 

ブレット自身には私的な収入が全く無く、時代を切り開くようなフ

ァッションとその自由奔放な振る舞いは新たな女性像や「女」とい

うカテゴリーを超えるような革新性を提示しているものの、実際の

ところ、第一次大戦以前の女性がそうであったのと同様に、ブレッ

ト表象には男性への経済的な依存性、非自立性が刻み込まれてい

る。  

また、視線の力学という観点からも、ブレットの受動的な立場を

読み取ることができる。バージャーは「光景としての女性」という

テーマを取り上げ、男性の社会的存在はその能力の有望性に依拠し

ているが、一方で女性の社会的存在は彼女自身への態度を表し、自

分に対して何がなされうるか、なされえないかということを規定す

ると主張する 1 0。つまり、「男性が見る」、「女性は見られる」という

視点の力学において、女性は自分自身を視覚の対象や光景として転

化させることで自分の社会的存在を決定していくと定義づけてい

る。ブレットの美しさは繰り返し描写されているが、ブレットの身

体は明らかに「見られる対象」として客体化されており、男性から

の支配的な視覚によって眺められる存在として描き出されている。
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ダンスホールで、流行のファッションを見にまとい、体の線が露に

なったブレットの身体とその美しさに宗教的崇拝にも似た眼差しで

ブレットを見つめるユダヤ人作家コーンの姿が描き出されている。  

 

    S he  s to od  h o l d in g  t he  g l a s s  and  I  s aw  Ro ber t  Coh n  l oo k in g  a t  

he r.   He  l o o ked  a  g r ea t  dea l  a s  h i s  co mp a t r i o t  mu s t  ha ve  l o o ke d  

wh en  he  sa w  th e  Pro mis ed  La nd .   Coh n ,  o f  c our se ,  wa s  mu ch  

you n ger.   Bu t  h e  ha d  t ha t  l oo k  o f  ea ge r,  dese r v in g  ex pec t a t i o n .  

(The  S un ,  29 -3 0 )  

 

この場面では、約束の大地カナンを眺めるユダヤ人の祖先と同じよ

うな眼差しでブレットを見つめるコーンと、ブレットの崇拝者が増

えたことに少しの戸惑いを表しつつ、その美しさに惹き込まれてい

るジェイクの眼差しを読み取ることができる。コーンとジェイクの

視線からは、美しさとエロスのイメージが投影されたブレットの肢

体へ注がれる異性愛主義的な欲望に浸透された男性の眼差しが読み

取れる。そして、ブレットは自身の身体を見られることを介して男

性たちの欲望を刺激し、自身の求心力を強化することで、社会での

自分の位置を構築している 1 1。  

男性の欲望を反映し客体化されたブレットの身体は性化され、時

に下品なものとして提示されていることが、パンプローナでのホテ

ルの主人モントーヤの反応によって示されている。ジェイクの仲介

によって、ブレットがロメロと急接近する場面において、ブレット

が身に着けていた露出度の高い衣装が、モントーヤの保守的な価値

観においては、過激かつ下品なものとして受け止められている。   

 

“ J us t  t h en  Mo nto ya  c a m e  i n to  t he  r oo m.   He  s t a r t ed  t o  s mi l e  a t  

me ,  t he n  he  sa w Pe dr o  Ro me ro  wi th  a  b i g  g l a s s  o f  c o gnac  i n  h i s  

han d ,  s i t t i n g  l a u gh in g  b e t wee n  me  a nd  a  wo ma n  wi t h  ba r e  

sho u lde r s ,  a t  a  t a b l e  fu l l  o f  d ru n ks .   He  d id  no t  e ve n  nod .”   
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(180 -8 1)  

 

性の解放を体現するかのように肌を露にして談笑するブレットの身

体には男性の欲望が投影され、明確にエロス化されている。  

男性主体による眼差しと女性の客体化について、フェミニスト映

画理論家であるローラ・マルヴィ（ L aura  Mul ve y）は、古典的批評

「視覚的快楽と物語映画」（ “ Vi su a l  P l easu r e  an d  Nar r a t i ve  Ci ne ma ,”  

199 9）において次のように論じている。  

 

In  a  wor l d  o rd e re d  b y  s exu a l  i mb a l anc e ,  p l eas u re  i n  l o o ki n g  h as  

bee n  s p l i t  be t ween  a c t i ve / ma le  an d  pas s i ve / f e ma le .   T h e  

de t e r mi n in g  ma le  ga ze  p ro j ec t s  i t s  p han t a s y  on  t o  t he  f e ma l e  

f i gu r e  wh i ch  i s  s t y l e d  a ccor d in g l y.   In  t he i r  t r ad i t i o na l  

exh i b i t i o n i s t  r o l e  wo me n  a r e  s i mul t ane ou s l y  l oo ke d  a t  a nd  

d i sp l a ye d ,  wi th  t h e i r  ap pea r an ce  co ded  fo r  s t r on g  v i su a l  and  

e ro t i c  i mp ac t  so  t h a t  t he y  can  b e  sa id  t o  con no te  t o -be - lo oke d -a t -

nes s .   Wo me n  d i sp l a yed  a s  s e xu a l  ob j ec t  i s  t h e  l e i t -mot i f e  o f  

e ro t i c  s pec t ac l e  […] ,  sh e  ho l ds  t he  l o o k ,  p l a ys  t o  a nd  s i gn i f i e r s  

ma l e  des i r e .   ( 83 7 )  

 

マルヴィの理論を援用すれば、ブレットを眺める男性の視線はブレ

ットの身体を客体化するものであり、「眺める主体としての男性／眺

められる客体としての女性」という構図を生み出している。眺めら

れるブレットの身体は物質化され、ヘテロセクシュアルな男性の欲

望を投影する物  （ ob j ec t）  として扱われている。ブレットを客体化

して見つめるジェイクの眼差しや語りは、権力構造を生み出す視覚

性として捉えることができ、「女」という性を超える前衛的なパフォ

ーマンスを行うブレットだが、結局は支配的秩序や異性愛主義のイ

デオロギーから逃れることのできない受動的な存在としてジェイク

の語りによって示されている。  
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支配欲が投影された視線  

 

性規範のカテゴリーを超えるような特性を包含しながらもブレッ

トを主体として描き出すわけではなく、あくまで客体として提示し

ているのはなぜだろうか。ブレット表象の揺らぎの背後にある語り

手ジェイクの欲望はどういったものだろうか。ジェイクが第一次世

界大戦時に性器への損傷を受け、そのことが原因となってブレット

とは結ばれることが不可能となり、深い喪失感と苦悩を抱えている

ことはすでに述べたが、失われた生殖能力は「欠如」や「穴」とし

て、ジェイクの男性としての心的アイデンティティの統合を妨げて

いる。このジェイクの精神に内在する「欠如」こそが、異性愛主義

に浸透された視線によってブレットを客体化させる欲望を生み出し

ていると考えられる。つまり、ジェイクの男性性の喪失がブレット

表象の揺らぎの根源にあると推察できるのだ。  

性規範を攪乱するブレットは、語り手ジェイクが関与できない性

的な事柄については、ファリック（男根的）な性質を持つ者として

提示されている。ブレットに骨抜きとなるコーンはブレットのこと

を気に入った人間の男を島に連れて帰り、飽きると魔法で家畜に変

えてしまうギリシア神話に登場する魔女キルケー（ Ci r c e）に喩えて

いるが、この発言はブレットの持つファリックな特質を示してい

る。ブレットの性的奔放さは神聖さや清潔、清廉といった概念から

は縁遠く、むしろ無秩序、反体制的、不浄性を内面化し、社会の秩

序や倫理概念を瓦解させるような破滅性を体現する。この破滅性は

ブレット自身にも、またターゲットになる男性にも向けられるもの

であり、これまでの数多くの評論において、ブレットが「悪女」と

して論じられてきたのはそのようなブレットの破滅性に所以する。

性の規範を超えていくことで、様々な力関係を乱し、時として周囲

を破滅に追いやるファリックなブレットは社会規範を侵犯する存在
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として提示されている。  

ダグラスやクリステヴァによれば、異質性や秩序を乱すものを排

除することで社会の秩序がコード化され、言語の世界つまり、象徴

界への参入が可能となるとされる（詳しくは序章参照）。ジェイクが

自身の性器への損傷に苛立ち、嫌悪や満たされぬ欲望に苦悩する中

で、ジェンダー越境性を示す性的魅力に溢れた人物として愛するブ

レットを描写しつつも、彼女に受動的な社会的地位を付与し、見ら

れる対象として客体化して描き出すことはジェイクの男性としての

心的統合にとって重要な意味を持つ。ブレットが包含するファリッ

クな性質はジェイクの語りにおいて、抑圧の対象になっていると考

察でき、結果として、客体もしくは男性の否定性としてブレットを

表象することは、「欠如」を抱えたジェイクの象徴秩序の回復や男性

性の再構築への試みの一つとして読み取ることができる。つまり、

ブレットを客体化することで、自身の男性としての位置を確認／形

成しようとしていると解釈できるのだ。  

視覚という観点からも、語り手ジェイクの抑圧的な欲望を読み取

ることができる。バージャーは支配的な視覚に関して、世界をミニ

チュア化し、額縁のなかに閉じ込めて所有したいという近代に特有

な欲望を遠近法に見出しており、遠近法的認識は権力構造の基盤や

支配のための道具となり、権力主義構造を反映したものとしてみな

している 1 2。こうした支配的な視覚構造は、ジェイクにも読み取る

ことができ、俯瞰的にブレットを眺め、客体化して描き出すという

ジェイクの語りの手法は男女の従属関係を生み出すものである。画

家が遠近法を用いて世界を描き出すことで、その世界をミニチュア

化して所有するのと同様に、ジェンダー越境性を秘める性的に魅力

的な存在として描きつつもブレットを対象化して描き出すという語

りは、あたかもブレットを自分の物語の内部に留めておきたいとい

う支配／所有欲の現れとして解釈できる。こうした観点から、ブレ

ットが内包するアンビバレントな表象には、ジェイクの抱える男性

性の喪失や「欠如」から生み出されたヘテロセクシズムに基づく支
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配欲が投影されていると考えられる。性的アイデンティティの揺ら

ぎに苦しむジェイクが、ブレットを客体化して物語を語ることで、

性器損傷に由来するフラストレーションや去勢不安を解消しようと

する心的浄化作用を見出すことができる。表象の揺らぎの中で、悪

女としてみなされてきたブレットだが、その表象の不安定さはファ

リックな存在を排除しようとするジェイクの男性性の揺らぎからも

たらされたものだと結論付けることができるだろう。  
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第 2 章   「キリマンジャロの雪」における腐敗・去勢・死  

 

193 6 年に発表されたヘミングウェイの秀作「キリマンジャロの

雪」には、壊疽によって瀕死の状態にあるハリー（ Ha r r y）の意識の

流れがイタリック体で表記され、断片的に過去を回想しながら幻想

的に死を迎える様が描き出されている。作家であるハリーは、資産

家の妻からもたらされる贅沢な暮らしによって、自堕落な生活を送

ることで、作家としての能力や仕事への意欲が減退し、その精神が

すっかり腐敗してしまったと感じたことから、再出発を遂げるため

にアフリカの大地へとやってきたのだった。ボクサーがトレーニン

グによって肉体から脂肪を燃焼させて減量するかのように、魂から

脂肪をそぎ落とし、作家として高みを目指していたころの感覚を蘇

らせる目的でパリやアメリカを離れたのだったが、脚のひっかき傷

を適切に消毒しなかったために、生きながらにして腐敗臭を漂わせ

つつ死の床に臥せっている。冒頭のプロローグで描出されるキリマ

ンジャロの頂きを目指して凍り付いたままとなっているヒョウの崇

高なイメージは、若かりし頃の作家修業に励むハリーの姿と重ね合

わされ、心身ともに腐敗しつつある終末期のハリーとは好対照をな

している。  

これまでの批評においては、作家であるハリーをヘミングウェイ

の分身として解釈するものが多い。ジェンナロ・サンタンジェロ

（ Gen nar o  Sa n ta n ge l o）によれば、ほとんどの批評家はヘミングウェ

イが個人的に経験した出来事が記された自伝的作品だとみなしてい

る（ 2 52）。語り手と作者を結びつける批評のほかに、象徴性を読み

解く批評も散見され、一例としては、結末部でハリーが幻想の中で

飛行する場面がハリーへの救済  ( s a l va t i on )  や過去の行いを悔いてい

るハリーに対する罪の贖い（ r ed e mpt i on）だとする解釈が唱えられて

いる 1。さらに、ハリーの語りの構造を分析対象とした論考も見受け

られ、ジェニファー・ハーディング（ J enn i f e r  Hard i n g）は物語内に
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おける「事実に反する事」  “ Coun te r f ac tua l s”  (2 1 )  に着目し、ハリー

とヘレンの会話や、イタリック体で書かれたハリーの回想部分、さ

らにハリーの幻想と現実が交錯する物語の結末部において、事実で

はないことが描かれていることから、反事実性や「もしそうだった

ら」という仮定の事柄が物語を統合する要素となっていると指摘し

ている（ 2 1 -3 5）。  

本章においては象徴性と語りの両側面に着目し、壊疽によって腐

敗してくハリーの脚がどのように表象され、その腐りつつある脚を

どうすることもできず、毒素が体内にめぐることで死期が迫るハリ

ーが、苦境の中で過去の辛酸な体験を吐露していくことで自我を保

とうとする試みを読み解く。病と「オリエンタリズム」という観点

から、非なる西洋としてのトルコ表象とそこから派生する穢れや暴

力性、去勢のイメージに着目し分析を進める。  

 

 

病に冒された脚  

 

まず、ハリーが怪我を負った経緯と、壊疽に侵された脚の具体的

な症状を見てみよう。二週間前、ハリーと妻がサファリでレイヨウ

の群れを写真におさめようと試みた際に、右ひざをトゲで引っかい

たことで小さな傷を負ったことが始まりであった。ハリーはめった

に感染症に煩わされない体質であったために、ヨードチンキを塗ら

ずにいたが、脚の傷は急速に悪化し、ついには壊疽が末期症状へと

進行しまったのだった。  

脚の症状を示すハリーと妻の会話は次のとおりである。  

 

   “T he  Mar ve l o us  t h in g  i s  t ha t  i t ’s  p a in l e s s , ”  he  sa i d .  “T ha t ’s  h ow 

you  kno w whe n  i t  s t a r t s . ”  

      “ I s  i t  r ea l l y? ”  

      “ Ab so l u t e l y.   I ’ m a wf u l l y  s o r r y  a bou t  t he  od or  t ho u gh t .   T ha t  
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mu s t  bo t he r  you .”  

      “ Do n’t !   P l e ase  do n’t . ”  

      “ Lo o k  a t  t he m, ”  he  sa i d .   “ No w i s  i t  s i gh t  o r  i s  i t  s ce n t  t ha t  

b r in gs  t he m l i ke  t ha t ?”  ( Co mple t e ,  39 )  

 

傷が悪化してから「恐ろしい苦痛」（ “he  ha d  so met h in g  t h a t  h ad  h ur t  

f r i gh t f u l l y, ”  5 3）に悩まされてきたハリーだが、突如として消えた痛

みは、脚の毛細血管および神経の麻痺によって、傷口がもはや痛み

を感じない末期状態に陥っていることを示している。手の施しよう

のないハリーの傷はサファリのハゲタカをおびき寄せるほどに強烈

な腐敗臭を放ち、死の影を示唆する死臭として常にハリーの周囲に

漂っている。物語の結末部では、妻がハリーの亡骸を発見するが、

蚊帳の下で横たわるハリーは脚をベッドから突き出したままになっ

ており、包帯がすべて解けた状態の傷口はとても正視できるもので

はなかった。 “T he  d res s i n gs  h ad  a l l  co me  d o wn  an d  she  c ou l d  n o t  l oo k  

a t  i t ”  ( Co mple t e ,  56 ) .  強烈な腐敗臭に加えて、直視することができな

いほどのハリーの腐敗した脚は実にグロテスクなものとして描き出

されている。そうした困難な状況下において、生前、ハリーはつい

にはこの脚を切り落として欲しいとまで懇願している。  “You  ca n  

t a ke  t h e  l e g  o ff  a nd  t ha t  mi gh t  s t op  i t ,  t h o u gh  I  do ub t  i t ”  ( Co mple t e ,  39 ) .  

ハリーが除去することを願う腐り続ける脚は、生きながらにして迫

りくる死を実感させる「おぞましいもの」として提示されている。  

腐敗する「おぞましい」脚ならびに、その脚によって身動きが取

れないハリーの身体はハリーの去勢された立場を象徴している。脚

が傷つき、ほぼ寝たきりとなったハリーは自らの意志で自由に動く

ことのできずにいるが、その苛立ちは傷口を消毒しなかった後悔に

とどまらず、妻の存在ならびに妻の金銭によって才能を台無しにさ

れたという思い、自分が作家として大成しなかったことへの遺恨、

自分自身の甘さへの悔恨に思いが及んでいる。  
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She  s ho t  ve r y  we l l  t h i s  goo d ,  t h i s  r i ch  b i t ch ,  t h i s  k in d l y  ca r e t a ke r  

and  de s t ro ye r  o f  h i s  t a l en t .   Non se nse .   He  ha d  des t ro yed  h i s  

t a l en t  h i ms e l f .   Wh y  s ho u ld  he  b l a me  th i s  wo ma n  bec aus e  sh e  

kep t  h i m se l l ?   He  h ad  des t ro yed  h i s  t a l e n t  b y  no t  u s in g  i t ,  b y  

be t r a ya l s  o f  h i mse l f  and  wha t  h e  be l i e ve d  i n ,  b y  d r i n ki n g  so  mu ch  

tha t  he  b l un t ed  t he  e d ge  o f  h i s  pe rc ep t i on s ,  b y  l a z ine s s ,  b y  s lo th ,  

and  b y  s no bb er y,  b y  p r ide  a nd  b y  p re j ud i ce ,  b y  hoo k  an d  b y  c roo k .   

(Co mple t e ,  45 )  

 

さらに、回想の一場面では、妻との口論の末にやってきたトルコで

連続して売春婦を買った経験を思い出しているが、買春行為そのも

のが堕落した経験であると同時に、妻に金銭で所有物のように扱わ

れている今の自分の立場があたかも売春婦のような立場であること

をアイロニカルに示している。  

 

Bu t  whe n  he  n o  l on g e r  was  i n  l o ve ,  when  he  wa s  on l y  l y in g ,  a s  

t o  t h i s  wo man ,  no w,  wh o  had  t he  mo s t  mo ne y  o f  a l l ,  who  ha d  a l l  

t he  mo ne y  the r e  wa s ,  who  h ad  ha d  a  hus b and  an d  ch i l d r e n ,  wh o  

had  t a ken  l o ve r s  a nd  bee n  d i s sa t i s f i e d  wi t h  t he m,  a nd  who  lo v ed  

h i m d ea r l y  a s  a  wr i t e r,  a s  a  ma n ,  a s  a  c o mpan i on  an d  a s  a  p ro u d  

poss es s i on :  i t  was  s t r an ge  t ha t  whe n  he  d id  no t  l o ve  he r  a t  a l l  an d  

was  l y in g ,  t ha t  h e  sh ou ld  b e  ab l e  t o  g i ve  he r  mo re  fo r  h e r  mo n e y 

than  whe n  he  ha d  r ea l l y  l o ve d .   ( Comple t e ,  45)   

 

自分が所有物のように扱われていることや、もはや妻を愛していな

いが、嘘をついている時の方が彼女の金銭に見合う満足感を与える

ことができるという自身の皮相性を吐露している。死臭を放ち腐り

続ける脚は、自らを偽って生きるハリーの堕落性ならびに、贅沢な

暮らしによって作家としてのインスピレーションを失い、生きる目

的を見出せずにいる荒廃した精神状態を象徴的に描出している。  
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トルコ表象と恐怖、病、穢れ  

 

「おぞましい」脚の傷を抱え、死を意識し始めたハリーは、かねて

から執筆しようと考えていた内容を意識の中で吐露し始める。イタ

リック体で表記されるハリーの意識の流れでは、断片的に過去の出

来事が思い起こされ、かつて見聞した苦難の出来事が語られてい

く。たとえば、雪が死を連想させるモチーフとして取り上げられ、

難民救済を行っている政治活動家の嘘によって、雪山に行かされた

大勢の難民が無残にも亡くなった出来事や、クリスマス休暇の際の

爆撃によって多数のオーストリア人が亡くなった出来事がスキー旅

行の記憶と重ね合わされて追想されている。それぞれの回想は、一

見唐突で、物語の展開とは無関係のように思われるが、ほとんどが

死や裏切り、精神的堕落にまつわることであり、いずれも現在のハ

リーの精神的かつ肉体的な苦境と関連付けられている。  

ハリーの現状を投影する過去の追想において、ひと際目を引くのが

トルコやその古都コンスタンチノープルに関する記憶であり、ハリ

ーはトルコ・ギリシア戦争時代の忌まわしい出来事について、繰り

返し思い巡らせている。アメリカ人作家であるハリーがアフリカの

大地で壊疽に侵され、死の床に臥せている際に、なぜトルコでの記

憶が湧き上がってくるのだろうか。ハリーが語るトルコ地域とはど

ういったものであり、その語りは何を提示しているのだろうか。  

テクストと作家の伝記的要素は切り離すべきで、主人公ハリーとヘ

ミングウェイは当然別人格として扱うべきではあるが、作家ヘミン

グウェイのトルコ地域での経験と、トルコ地域に抱いた印象は「キ

リマンジャロの雪」におけるハリーのトルコ回想部分に色濃く投影

されている。そもそも、ヘミングウェイとトルコ地域との関わり

は、二十代の頃にカンザス・シティー紙の海外特派員としてパリに

居住していた時期に、ギリシア・トルコ戦争の取材活動で現地を訪
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れたのがその始まりである。悲惨な戦況に加えて、路頭にさまよう

避難民であふれかえるトルコは生き地獄のようであり、ヘミングウ

ェイはその時の惨状を小短篇「スミルナ桟橋にて」において書き記

している。「スミルナ桟橋にて」では戦争の犠牲となった避難民や無

残に脚を折られたラバ、さらに死亡した赤子を抱き続ける母の姿な

ど戦時下における混乱や混沌の渦巻く世界が描出されており、暴力

の渦の中でさまよう人々や動物の姿が描き出されている。ヘミング

ウェイの抱くトルコへのイメージの一つは、まさに悲惨なギリシ

ア・トルコ戦争の記憶であり、トルコ地域は混乱や恐怖、死が渦巻

く「おぞましきもの」として捉えられている。死の床にあるハリー

は、腐りつつある「おぞましい」脚を抱え苦悶する中、過去に経験

したトルコ地域で経験した恐怖や、人々の悲惨な死に様などの「お

ぞましい」記憶と自身の苦境を重ね合わせている。  

さらに、トルコに内包される病や穢れのイメージにも着目すること

ができる。ハリーの脚の怪我が悪臭を放ち、見るも無残な「おぞま

しいもの」として提示されていることはすでに言及したが、近代の

西欧文明において中近東などの東方が死や病（特に醜い容姿となる

病）と関連付けられる傾向があったことをサンダー・Ｌ・ギルマン

（ San der  L .  Gi l ma n）が指摘している。ギルマンは『健康と病』

（ Hea l th  a nd  I l l n es s :  I ma ges  o f  Di f f e re nc e ,  19 95）の中で、美が健康と

等しく、醜が病と等しいとする身体観が西欧文明にはあり、差異を

もたらすものとしての病の特性を論じ、特に人種や宗教に対する差

異記号として病が用いられていると論じている（ 51－ 5 3）。ギルマン

によると、マーク・トゥエイン（ M ar k  Twain）が東方を巡った際の

旅行記には病気と死がつきまとっているとし、特にエキゾティック

なものと病気のつながりは中東などのオリエントに向かうほどにま

すます強くなっていると論じている（ 5 2－ 6 6）。エキゾチシズムと醜

さや病が関連付けられるというステレオタイプが流布していたこと

が窺える。  

では、ヘミングウェイ・テクストに関してはどうだろうか。ヘミン
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グウェイが実際に体験した出来事として、ギリシア・トルコ戦争の

取材活動中にマラリアに罹患し高熱にうなされたり、シラミの繁殖

によって頭髪をすべて丸刈りにしなければならなかったりしたこと

が記録されている（ Ba ker,  Li f e）。病に罹患し、壮絶な戦況を目の当

たりにしたヘミングウェイが、コンスタンチノープルについては極

めてネガティヴな印象を持ったことが新聞社に打電した記事から読

み取れる 2。  

 

      F r o m a l l  I  h a d  e ve r  s e en  i n  t he  mo vie s  I s t an bu l  o u gh t  t o  ha ve  

bee n  whi t e  an d  g l i s t e n in g  a nd  s i n i s t e r.   [ …]  Sca t t e r e d  t h ro u gh  

the  t o wn  r i s e  mi na re t s .   T he y  l oo k  l i ke  d i r t y ,  wh i t e  c an d les  

s t i c k i n g  u p  f o r  no  a p pa re n t  r eas o n .  ( Date l i ne  29 0 ,  e mp ha s i s  mi ne )  

 

コンスタンチノープルのイスラム寺院の尖塔を汚い白いロウソクの

ようだと記し、その後の記事の中でもコンスタンチノープルの町並

みを「汚い」  “ d i r t y”  という表現を用いて形容している 3。 “ one  

na r ro w  d i r t y ,  s t ee p ,  cob b led ,  t r a mc ar - f i l l ed  s t r ee t ”  ( Date l i ne  291 -9 2 ) .  

「汚い」という表現を幾度も用いていることから、ヘミングウェイ

がコンスタンチノープル全体を穢れとして捉えていることが窺え

る。  

こうしたコンスタンチノープルやトルコに関する穢れとしてのイ

メージは決して、トルコが戦時下であるということや、作家自身の

病の体験だけによるものではない。というのも、ヘミングウェイは

第一次世界大戦時にヨーロッパで壮絶な戦線を目撃し、自身もイタ

リア戦線で負傷したが、イタリアを穢れとして表象することは一度

もなかった。また、アフリカ旅行中には赤痢に罹患しているが、感

染性の病を患ったにもかかわらず、アフリカを穢れとして描写する

ことはなく、むしろ、ヘミングウェイ・テクスト全体を通して、ア

フリカは作家としての活力や想像力を取り戻す原点回帰の場として

捉えられている。ヘミングウェイ・テクストにおけるトルコ描写に
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関しては、ギルマンが指摘しているような西欧文明と異質なイスラ

ム文化圏特有の宗教性や 19 世紀頃に流布していた「オリエント」

（中近東を中心とする地域）に関する病や穢れといったステレオタ

イプと、作家自身の闘病経験や悲惨な戦況が相まって、トルコなら

びにコンスタンチノープルが「おぞましきもの」として表象されて

いると考えられる。そうしたトルコ表象が、腐敗した脚を抱えるハ

リーの現状を投影するメタファーとして用いられているのだ。  

 

 

倒錯性にまつわるステレオタイプ  

 

穢れや病、「おぞましきもの」といったイメージに加えて、「キリマ

ンジャロの雪」においては、トルコ表象と倒錯、去勢のイメージ

や、売春などの性の乱れからもたらされる過度の性的なものや堕落

というコノテーションもつきまとっている。コンスタンチノープル

ならびにトルコ周辺地域の表象が過度に性と関連付けて表象される

という特徴は、エドワード・サイード（ E d war d  Sa i d）が指摘してい

る中近東地域に対するステレオタイプとしての「オリエンタリズ

ム」に依拠しているものである。一人の男性が複数の女性と婚姻関

係を持つことが可能なイスラムの風習は、一夫一婦制を基本概念と

していた西欧人にとって、極めて「東洋的」で異質なものとみなさ

れ、旅行記や絵画を通じて官能的なイメージを与えられてきた。ヘ

ミングウェイの性にまつわるトルコ表象はトルコを官能性や堕落と

結びつけるステレオタイプに基づいており、繰り返される売春婦へ

の言及には、コンスタンチノープルならびにトルコ地域を非西洋と

して他者化するヘミングウェイの眼差しを読みとることができる。  

ハリーの回想の中では、「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」で見

受けられたようなコンスタンチノープルの宦官文化に由来する去勢

のイメージも描き出されている（詳しくは第 3 章を参照）。ハリーは

自らの偽善性や、金銭で所有物のように扱われている堕落した立場
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について、考えを巡らせている中で、コンスタンチノープルで目撃

した無残な死に方をした軍人の服装が倒錯的であったことを思い起

こしている。  

 

T ha t  was  t h e  da y  h e ' d  f i r s t  s ee n  dea d  me n  wear i n g  whi t e  b a l l e t  

s k i r t s  a nd  u p tu r ned  s hoes  wi th  p o mp on s  o n  t he m.   T h e  Tur ks  had  

co me  s t ea d i l y  a nd  l u mpi l y  an d  he  ha d  see n  t he  s k i r t ed  men  

runn in g  a nd  th e  o ff i c e r s  sho o t i n g  i n t o  t he m an d  r un n in g  t he m 

the mse l ves  a nd  h e  a n d  t he  Br i t i sh  o bse r ve r  ha d  run  t oo  un t i l  h i s  

l un gs  ach ed  an d  h i s  mo u th  was  fu l l  o f  t h e  t a s t e  o f  pe nn i es  an d  

t he y  s t op ped  b eh i nd  so me  roc ks  an d  t he r e  were  t he  Tur ks  co mi n g 

a s  l u mpi l y  a s  e ve r.   La t e r  h e  had  s een  t h e  t h i n gs  t h a t  he  co u ld  

ne ve r  t h in k  o f  an d  l a t e r  s t i l l  he  ha d  see n  mu ch  wor s e .   So  wh en  

he  go t  b ac k  t o  Pa r i s  t ha t  t i me  he  co u ld  n o t  t a l k  a bo u t  i t  o r  s t an d  

t o  ha ve  i t  men t io ned .   ( Co mple t e ,  48 -4 9)  

 

バレエダンサーのような短いスカートのついた軍服 4 を身に着け、丸

い飾りのついた反り返った靴を履いた死者を見たのは初めてだった

が、その後のおぞましいまでの惨状は思い返したくもないほどの残

酷なものだったと回想している。女性のように着飾った軍服を着て

半ば去勢されたように見える軍人の無残な死は、ジェンダーのねじ

れた表象となっており、金銭面において金持ちの女性に依存し、身

体的にも身動きが取れない状態となり、去勢された立場で苦境にあ

えぐハリーの立場を暗に象徴するものである。エビイもまた、「キリ

マンジャロの雪」においてハリーの去勢不安を指摘しているが、無

残に殺害された異装（ t r a ns ves t i c）の軍人についての過去の回想は、

ハリーの男性性の揺らぎに対する強い不安感によって引き起こされ

たものだと考えられる（ F et i s h i s m ,  6 6）。  

実際にはこの兵士はトルコ・ギリシア戦争に従軍していた伝統的民

族衣装の軍服を身にまとったエヴゾネス（ e vzo nes）と称されるギリ
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シア兵であり、スコットランドの民族衣装において男性がスカート

をはいているのと同様に、そうした服装は決して倒錯性の表出では

ない。しかし、そうした民族性や伝統性、ならびにこの兵士がトル

コ兵であるかギリシア兵であるかという点はヘミングウェイの興味

の対象ではなく、トルコ地域に関して抱くステレオタイプ、いわゆ

るサイードが指摘している中近東を他者化し、逸脱性を付与して眺

める「オリエンタリズム」に基づいて、トルコで目撃したスカート

を身に着けたまま死亡した男性兵士があたかも女装しているかのよ

うなイメージで描出されている。ヘミングウェイのコロニアル的視

点による一方的な思い込みによって、あたかも倒錯者であるかのよ

うに表象された無残な死を遂げた兵士のイメージが、去勢不安を抱

くハリーの立場と重ね合わされている。  

壊疽によって毒素がめぐり、もはや意識が混濁する中で、ハリーは

トルコでの恐怖や死に関連する「おぞましい」出来事や去勢不安を

喚起するような記憶をあえて繰り返し思い返している。一連のハリ

ーのトルコ地域への語りは果たして、どういった効果があるのだろ

うか。腐敗臭が漂い、痛みを抱えながら腐っていく脚を抱えつつ、

切断など適切な医療を受けられない状況において、自身の身体の一

部を「おぞましいもの／アブジェクト」として棄却したいというハ

リーの願望についてはすでに言及した。ハリーは拭い去ることので

きない死への恐怖や腐る脚に対する苦しみ、現状で抱えている去勢

不安などを回想の中で別のものへと代理表象して、語り（内的独

白）を生成しながら棄却しようとしていると解釈できる。  

ハリーの語りは心の浄化作用、「カタルシス」 ５ として機能してい

ると考えられるが、そもそも「カタルシス」とは、観客が悲劇を観

劇して、登場人物に感情移入し、恐れや哀れみの感情を抱くこと

で、抑圧された感情が開放され、心が浄化されるという効果を示す

用語としてアリストテレースが『詩学』の中で用いた言葉である。

「カタルシス」は演劇用語として用いられた後に、医学用語として

も用いられるようになり、古代ギリシア語では排泄や浄化を意味
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し、宗教上では穢れを除去するお払いを意味していたという（詳し

くは註 5 を参照）。心身ともに疲弊し、死を意識するハリーだが、敢

えて去勢不安や死が投影されるトルコ地域での「おぞましい」記憶

を次から次へと語ることで、「おぞましいもの」を言語化して意味生

成し、死に対する恐怖や去勢不安、腐る脚に対する苦悩などの精神

的不安感を吐き出し、心的不安感を解消しようとしていると理解で

きる。イタリック体になっている意識の流れの部分はこれまでにハ

リーが書くとができなかった内容であることが言及されているが、

迫り来る死に直面して、内面に溜め込んでいる様々な恐怖、混乱、

去勢不安を意識化し、それらをトルコでの出来事に代理表象として

投影することによって、「カタルシス」として、心的浄化を試みてい

ると読み取れるのだ。  

最終場面において、救助の飛行機が到着し、ハリーを乗せてキリマ

ンジャロの頂に向かって飛行するという幻想はハリーへの救済とし

て理解されることの多い場面である。  

 

      I t  was  mo rn i n g  a nd  ha d  be en  mo rn in g  o f  fo r  s o me  t i me  and  he  

hea r d  t he  p l a ne .   I t  sho we d  ve r y  t i n y  a nd  the n  ma de  a  wide  c i r c l e  

and  t h e  bo ys  r an  o u t  and  l i t  t he  f i r e s ,  u s in g  ke ro sen e ,  an d  p i l e d  

on  g ra s s  so  t h e re  wer e  t wo  b i g  s mud ges  a t  eac h  en d  o f  t he  l e ve l  

p l ace  a nd  t h e  mo rn i n g  b ree ze  b l e w  the m t oward  ca mp  and  th e  

p l an e  c i r c l e d  t wi ce  mo re ,  l o w  th i s  t i me ….   Ahe ad ,  a l l  he  c ou ld  

see ,  a s  wid e  a s  a l l  t h e  wor l d ,  gr ea t ,  h i gh ,  and  u nbe l i e vab l y  whi t e  

i n  t he  su n ,  was  t he  s qua r e  t op  o f  K i l i ma n j a ro .   And  th en  he  kne w 

tha t  t he r e  wa s  wh ere  he  wa s  go i n g .   ( Co mple t e ,  55 -5 6)  

 

この最終場面の幻想は、物語の序盤で記されていたイタリック体で

記された恐怖や死、腐敗などと関連付けられる回想とは異なり、安

らぎを与える晴れやかな内容となっている。「カタルシス」の効用を

考慮に入れた場合、この幻想場面は死の間際になって、ハリーの死
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への恐怖や心的不安が昇華された可能性を見出すことができる。「キ

リマンジャロの雪」においては死の間際におかれたハリーが、「トル

コ」地域へのステレオタイプ的表象を介して、過去の恐怖や堕落に

関する出来事を追想していくことで、腐敗してく脚や自身の去勢さ

れた立場についての苦しみを代理表象していく様が読み取れ、その

語りには「カタルシス」として精神浄化の効用が内在すると結論付

けることができるだろう。  
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第 3 章   「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」の切断された身体  

 

第 3 章では、これまでの先行研究において、キリスト教や反ユダ

ヤ思想という観点から論じられてきた「神よ陽気に殿方を憩わしめ

たまえ」に関して、イスラム世界における宦官の象徴性を一つのキ

ーワードとして男性の去勢と「オリエント」としてのトルコ表象と

いう観点から物語の再解釈を試みる。「神よ陽気に殿方を憩わしめた

まえ」の倒錯的世界観を生み出す偏った語りの構造と少年の倒錯性

の可能性を読み解き、中近東地域に対してヘミングウェイが抱いて

いたステレオタイプに基づいて、トルコには去勢のイメージが反映

されている点や、イスラムの宦官文化が内包する去勢、男性同性

愛、ソドミーといった象徴性が文化横断的な交差性をもって少年の

切断された身体に投影されている点、さらにその身体が「アブジェ

クト」として表象／棄却されている点に着目し分析を進める。  

 

 

倒錯性に満ちた物語空間  

 

短編「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」の粗筋と設定を再確認す

る必要があるだろう。「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」では、ク

リスマスの賑わいに沸くカンザス・シティー（ Kans as  C i t y）で、一

人の少年が剃刀によって自身の性器を切断し、自分で去勢を試みる

という衝撃的な出来事が描かれている。物語の舞台となる丘の上に

立つ市民病院にはギャンブラーのような手を持つ、怪しい目の光を

帯びたユダヤ人のドク・フィッシャー（ Doc  F i sh e r）と指導教官から

医師免許が下りない方が良かったと言われるほどに能力の低いドク

ター・ウィルコックス（ Doct o r  Wi l co x）が勤務している。ドクタ

ー・ウィルコックスは医師として自信がなく、病名を引けば瞬時に

病状と治療法が分かるという『若き医師の必携ガイド』（ The  Youn g  

Do c tor 's  Fr i en d  and  Gui de）を常に白衣のポケットに忍ばせているこ
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とから、その診断能力、治療知識、技量が乏しいヤブ医者として描

き出されている。  

病院の待合室に入室した語り手ホレス（ Hor ace）は、救急医である

フィッシャーとウィルコックスから、前日に病院に来た十六歳ぐら

いの若者に関する出来事について耳にする。その少年は自身の肉欲

がいくら祈っても消えないという理由で去勢して欲しいと市民病院

にやってきたのだった。少年いわく、彼の肉欲は純潔に対する罪で

あり、神と救い主を冒涜する罪だという。二人の医師は少年にそれ

は普通のことだからと去勢手術をあきらめるように説得し、帰宅を

促したのが前日の夕方の出来事だった。その後、帰宅した少年は深

夜一時頃、剃刀で自らの性器を切断して病院へと運ばれてきたのだ

ったが、ドクター・ウィルコックスは例のガイドにその対処法を見

出すことができず、処置不能となり、少年は出血多量により瀕死の

状態に陥ってしまう。少年を瀕死に追いやってしまったことの責任

から逃れようとして、二人の医師は互いに、当て擦りの様なアイロ

ニカルな発言を応酬して物語は終わる。  

この短編は、クリスマスの日に少年が自分の男性器を切除するとい

う珍しい事件を描いており、登場人物の設定や唐突に奇妙な比喩が

用いられる等、全体的にいびつな雰囲気を醸し出す風変りな作品と

なっている。去勢を試みた少年については、十六歳くらいで、頑丈

そうな体格に巻き毛、そして大きな唇の目立つ風貌で、少年は病院

に入ってきた際にはおびえたように興奮状態だったが、深く何かを

決心した様子であったと記載されている。思春期に差し掛かったこ

の少年は自分の性欲に苦しんでおり、性欲を取り除くために、去勢

を決意したとあるが、この少年の意図は文化人類学者のエドマン

ド・リーチ  （ E d mu nd  Le ach）の身体切除に関する解説に基づいて考

察できる。リーチによれば、社会的地位の変化（成人儀礼などを含

む）は肉体を傷つけることによって表されることが非常に多いとい

う。具体的な例としては、男性の場合だと割礼、女子の場合だと陰

核除去、剃髪、抜歯、入れ墨、ピアスを挙げることができ、ほとん
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どの損傷は身体の境界部分の除去を含み、その儀礼は清めの一つと

してみなされている（ 5 5 -6 4）。リーチの指摘を考慮に入れれば、こ

の少年は自分が汚穢もしくは穢れだと感じている身体（男性器）の

一部を除去することで、身体を清めたいと必死に願っており、それ

は少年なりの命がけの清めの儀式、もしくは成人儀礼の一手段だっ

たと考えられる。  

また、壮絶な痛みという観点からも、少年の成人儀礼としての行為

を読み解くことが可能である。自分の身体をマゾヒスティックに痛

めつけて、痛みを伴って身体を作り直す行為によって、自分の身体

加工の欲望をより効果的に満たすことができると北山晴一は指摘す

る（ 7 0 -7 1）。また、村澤博人はパプアニューギニアの原住民族では

全身の皮膚を剃刀で切って傷つける成人儀式が存在することに着目

し、身体を痛めてそれに耐えることで自分や周囲の人々が、自傷行

為を行った人物を大人になったと認識するようになると主張してい

る（ 7 1）。こうした痛みの観点から考察すれば「神よ陽気に殿方を憩

わしめたまえ」の少年は成人儀礼のように壮絶な痛みを伴って去勢

し、クリスマスに身を清め、新たなスタートを迎えたいという願望

を持って身体改造を行ったと推察されるが、彼の望みは叶わず、瀕

死の状態に陥ってしまうのだった。  

少年の肉欲がどのようなものであったかは詳述されていないが、

「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」の特徴は、奇妙さや逸脱性、

倒錯性といった描写が作品全体にちりばめられている点にあり、そ

うした風変りな作風によって、少年が去勢を渇望する理由やそのセ

クシュアリティが倒錯性と関連していることが暗示されている。本

作を読み解く一つの手がかりとして、手始めに、登場人物の不可解

な描写に着目し、物語全体に醸し出される倒錯性のモチーフを読み

解いてみる。  

まず、怪しげで信憑性のない登場人物として、語り手ホレスを例に

挙げることができる。その職業は特定されてはいないが、語り手ホ

レスが連日病院に顔を出している点、さらに病院で起こった出来事
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を医師から聞き出す様子から、ホレスは新聞記者ではないかと一般

的に推測されている 1。記者だと推定される語り手はその職業とは相

反して、極端な無知を露呈し、ショーウィンドウに飾られていたフ

ランス製のシルバーのスポーツカーのボンネットに記されていた

「銀色に」  ( " Da ns  Arge n t , "  2 98)  という意味のフランス語を、語り手

は「銀色のダンス」 ( " s i l ve r  d anc e , "  2 9 8)  もしくは「銀色のダンサ

ー」  ( " s i l ve r  da nc e r, "  298 )  だと誤解し、自身の知識に対して満足し

ている。しかし、語り手の誤訳に関する記述は、彼の語学能力の低

さと同時に、チグハグな翻訳がコンテクストに全くそぐわないこと

が理解不能なほどに見識が低いことを露呈しており、ホレスによる

語りの視点が偏っているか、誤りがあるものだと読者に思わせる人

物設定となっている。  

この信憑性に欠ける語り手に加えて、市民病院に勤務する二人の医

師はさらに不確かな登場人物として描き出されている。若手医師の

ドクター・ウィルコックスは参考書なしには治療できないほどに極

めて無能であり、先輩医師のドク・フィッシャーは人の依頼に応じ

るためには法律も侵すという怪しげな人物である。ドク・フィッシ

ャーの会話には彼のユダヤ性を暗示するものが数多く提示されてお

り、一例としては、フィッシャーが語り手ホレスに近況を尋ねる際

に、「レアルトでは何かあったかい？」 ( "W ha t  ne ws  a l on g  the  Rea l t o?"  

299)  と語り掛けているが、この発言はウィリアム・シェイクスピア

（ Wi l l i a m S ha kesp ea re）作の『ベニスの商人』（ Th e  Mercha n t  o f  

Ven i ce）に登場する、強欲ユダヤ商人のステレオタイプとして知られ

ているシャイロック（ S h yl oc k）の会話からの引用となっている。こ

のフィッシャーの発言は医学知識や技術を介して、彼が金儲けに関

与してきたことが示唆されている。違法の外科手術による金儲けが

繰り返し描写されることで、ドク・フィッシャーは一貫して反ユダ

ヤ主義的ステレオタイプに基づいて、金儲けを行う闇医者として批

判的に表象されている。上記に示したように登場人物たちはいずれ

も風変りな特徴を有しており、記者としては使い物にならないほど
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に無教養であったり、医師免許をかろうじて取得できたが限りなく

やぶ医者に近い人物であったり、違法手術で金儲けをしている医者

であったりと、いずれも奇妙さや逸脱性という共通性を持ってい

る。  

興味深い点は、物語の中心が少年の身体切断（去勢）事件であるに

も関わらず、実際の物語描写は二人の相反する医師の描写に大部分

が割かれている点にある。語り手の偏ったナラティヴにより、少年

自身に焦点を当てずに、やぶ医者（ドクター・ウィルコックス）や

違法医療を行う闇医者（ドク・フィッシャー）に語りの焦点が当て

られており、街中にクリスマスのお祝いムードが漂う中、二人の医

師が勤務する丘の上の市民病院の中は逸脱性や異常性を提示する異

様な物語空間が生み出されている。市民病院で去勢手術を受けるこ

とを望み、最終的には自身で性器を切断するに至った少年だが、そ

の少年もまた異様な物語空間を構成する一員であり、常軌を逸した

少年の決意には、純粋なキリスト教信者としての肉欲を除去したい

という信念を超えた何らかの逸脱性や異常性ならびに倒錯性が存在

することが暗示されている。語り手ホレスのナラティヴによって、

二人の医師ならびに自ら去勢手術を行った少年の逸脱した／異常な

人物像が提示されている。こうした異空間を生み出す手法は、ヘミ

ングウェイの短編小説の特徴であり、例えば「殺し屋」（ “T h e  

K i l l e r s , ”  19 27）においては、バー内部の描写が歪めて描写されるこ

とで闇社会の歪んだ世界観が描き出されている 2。こうした物語空間

を生み出すヘミングウェイの描写が、「神よ陽気に殿方を憩わしめた

まえ」においても用いられている。  

 

 

トルコ表象と男性同性愛の象徴性  

 

逸脱性や異常性を暗示する風変りな人物設定に加えて、作品の冒頭

部に描かれる不可解なトルコの都市に関する比喩に着目する必要が



46 

 

ある。冒頭部の一文は次の通りである。「あの当時、遠くから眺めた

街の風景は全く異なっていた。樹木が切り払われていなかった丘か

ら埃が吹きすさび、カンザス・シティーはまるでコンスタンチノー

プルのようだった。」  " In  t ho se  da ys  t h e  d i s t an ces  were  a l l  ve r y  

d i ff e r en t ,  t he  d i r t  b l ew  o ff  t he  h i l l s  t ha t  ha ve  n o w bee n  cu t  d own,  a nd  

Kansas  Ci t y  was  ve r y  l i ke  Cons t an t i no p l e"  ( Co mp le t e ,  29 8) .   何の関連

もないような地理的に非常に離れたアメリカの一都市カンザス・シ

ティーと中近東のコンスタンチノープルを似ていると表現するこの

一文は奇妙で不可解であり、リンは「当惑させる第一行目」  

"pu zz l in g  f i r s t  s en t e nce"  (1 80)  と言及し、ジェフリー・マイヤーズ

（ J e ff r e y  Me yer s）は「不自然な直喩」  " f a r - f e t c hed  s i mi l e"  

(Bio gra ph y,  2 6)  と指摘するなど、これまでに多くの批評家を悩ませ

てきた。  

この短編の冒頭部分で言及されたコンスタンチノープルという地名

とユダヤ人医師フィッシャーの「去勢して欲しいと頼んできた若

者」  "T h e  l ad  who  s ou gh t  eu nuc h -h oo d"  (299 )  という発言を受けて、

スコールズとカムリは奇妙な比喩が用いられていることで倒錯性を

想起させると指摘している（ 79）。スコールズとカムリが指摘してい

るとおり、カンザス・シティーをコンスタンチノープルに喩えるこ

の奇妙な比喩は、物語に広がる倒錯的世界観をまさに提示してい

る。あえて、作品の冒頭で唐突に言及されるコンスタンチノープル

という地名は作品解釈の一つのキーワードになっていることから、

地名が内包するコノテーションを確認する必要があるだろう 3。  

コンスタンチノープルはトルコ最大の都市イスタンブール

（ I s t an bu l）の前身であり、かつては東ローマ帝国の首都として、さ

らに 14 53 年にオスマン帝国の占領後は、オスマン帝国の首都として

繁栄し続けてきた国際都市である。コンスタンチノープルはアジア

とヨーロッパを結ぶ東西交易ルートの主要都市であり、現在もな

お、ローマ帝国統治時代の名残としてギリシア正教（キリスト教の

教派の一つ）の総主教庁が置かれている。また同時に、オスマン帝
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国統治時代の影響でイスラム文化が街全体に浸透し、西洋と東洋、

キリスト教とイスラム教という全く異なる文化や宗教が混在する独

自の異文化圏が形成されており、異文化混交性や境界越境性といっ

た特性に由来するエキゾティックな雰囲気が醸し出されている。ま

た同時に、ローマ帝国とオスマン帝国の侵略と闘争の歴史を反映

し、混乱や破壊、暴力性といった負のイメージもまた内包する。  

そうしたコンスタンチノープルの境界越境性、混乱、破壊のイメー

ジが、ヘミングウェイの作品では効果的に用いられている。特にト

ルコに関する記述が出てくる場合には、登場人物が傷病に侵されて

いる場合が多く、トルコが死のイメージと強く結びついて象徴され

ている。例えば、物語の舞台がコンスタンチノープルに似ていると

前置きされている、本論考の研究対象の一つである「神よ陽気に殿

方を憩わしめたまえ」においては、性器切除によって出血多量で瀕

死の状態におかれている少年が登場し、「キリマンジャロの雪」で

は、壊疽に脚を蝕まれて死の床にあるハリーが自身の死を強く意識

しながら、かつてのトルコでの日々を追想している。つまり、トル

コ、さらに厳密に言えばコンスタンチノープルという土地と死や破

滅が関連づけて表象されている。  

さらに、身体的損傷を受けて瀕死の状況にある男性登場人物の身体

は、トルコと関連付けて表象されることで去勢のイメージを付与さ

れることになる。トルコと去勢のイメージの関連性を読み解くに

は、オスマン帝国の首都であったコンスタンチノープルの王宮にか

つて存在していた宦官文化に言及しないわけにはいかないだろう。

先に言及した「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」の冒頭部での、

カンザス・シティーがコンスタンチノープルに似ているという奇妙

な比喩から生じる倒錯性も、コンスタンチノープルの宦官文化に由

来するものだと考えられる。オスマン帝国がコンスタンチノープル

を統治していた時代、女性の住む場所と男性の住む場所が明確に区

分されていたが、スルタン（王）の妃や女官たちの住居である男子

禁制の王宮のハレムにおいて、宦官男性は第三の性としてハレムと
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宮廷内を行き来することが可能であった。キリスト教において男性

同性愛は厳禁であったが、オスマン帝国時代のイスラム世界では取

り締まられることはなく、スルタンの補佐として後宮に出入りする

宦官は、時として主人や君主の男色の相手となる場合もあった。ス

ルタンと密接な関係を持つ宦官はその立場を利用して、政治の場で

も権力を掌握していた。  

そのような宦官文化を含む、キリスト教の概念とは異なるイスラム

圏の性規範や風習は、その当時、トルコを旅した西欧人の目には極

めて異質・他者的なものとして映ったようである。サイードは、ト

ルコを旅した人々が記した旅行記や絵画に描かれたハレムの存在が

西欧人に異質なものとして映り、そこからオリエントの官能、堕

落、ソドミーのイメージが西欧に流布したと指摘している。  

 

On t o  t he  ch a ra c t e r  o f  Mo ha mmed  i n  t he  M idd le  Age s  wa s  hea p ed  

a  b un d le  o f  a t t r i bu t e s  t h a t  co r r e sp on ded  t o  t he  " cha rac t e r  o f  t he  

[ twe l f t h -c en t u r y ]  p ro phe t s  o f  t he  'F r ee  S p i r i t '  wh o  d id  ac tua l l y  

a r i s e  i n  E uro pe ,  a nd  c l a i m c red enc e  an d  c o l l ec t  f o l l o wer s . "  

S i mi l a r l y,  s i nce  Mo h a mme d  was  v i e we d  a s  t h e  d i s s e mina t o r  o f  a  

f a l s e  Re ve l a t i o n ,  h e  beca me  a s  we l l  t he  e p i t o me  o f  l e che r y,  

deb auc he r y,  so do my,  an d  a  wh o le  ba t t e r y  o f  a s so r t ed  t r e ac he r i e s ,  

a l l  o f  wh i ch  d e r i ved  " lo gi c a l l y"  f r o m h i s  doc t r i na l  i mp os t u res .   

（ Orie n ta l i s m ,  6 2）  

 

サイードが指摘しているように、イスラム文化、特にオスマン帝国

の首都であったコンスタンチノープルのハレムのイメージが西欧人

の目を通して、極めて異質なものや異常なものとして色付けされ、

去勢性や堕落、逸脱の象徴としてみなされるようになったと考えら

れる。  

ヘミングウェイのトルコ表象に関して言えば、トルコもしくはコン

スタンチノープルへの言及がテクストに異質なものや去勢のイメー
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ジをもたらしているおり、根本的なところで、サイードが批判的に

指摘している中近東地域に対するステレオタイプとしての「オリエ

ンタリズム」に依拠している。さらに、「神よ陽気に殿方を憩わしめ

たまえ」において、コンスタンチノープルに言及されることで宦官

文化や倒錯性といったモチーフが作品に付与されているが、そこに

は単なる宦官の存在だけではなく、多様なセクシュアリティとして

のソドミーや男性同性愛のコノテーションもまた含まれている。こ

うした観点から、肉欲に関する少年の苦しみが男性同性愛によるも

のである可能性を見出すことができる。  

実際に少年がどのような去勢の仕方を実践したのかは説明されてい

ないが、少年が出血多量によって命を落としかけていることから、

医師が行う去勢の仕方とは異なる素人判断による去勢方法を選んだ

ことが窺え、カムリとスコールズは少年の去勢方法がむしろ性転換

に近いと指摘している（ 8 0）。可能性としては、本作に登場する少年

が男性への肉欲に苦しみ、その性欲を抑制するために去勢手術を試

みたという動機や自身の身体を女性化しようとする願望など複層的

に読み解くことができるだろう。男性器を切除した少年の明確な意

図は不明だが、少年の自身の肉欲に対する並々ならぬ罪意識と拒絶

を考慮に入れると、少年の逸脱したセクシュアリティの問題が関与

している。  

少年が暴力的に性器を切除したことで、出血多量によって瀕死の状

態にある痛みや苦しみは読者の想像を超えるものであり、麻酔や医

療的介助もなく自身で去勢を行った少年の断固たる決意には追い詰

められた精神状態におかれていたことが窺え、絶望感や自死願望を

見出すことができる。イスラム世界における宦官という存在は、そ

もそも、生命を生み出す生殖活動を行わないという点で、死に近い

存在だと考えられ、「死者からのメッセンジャー」や「聖なるもの」

としてみなされていたという 4。つまり、宦官とは不毛性がより全景

化された存在であり、生きながら不毛や死を象徴する存在としてみ

なされていた 5。宦官文化やそこから付随する死や破壊、去勢のイメ
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ージが投影された少年の身体はまさに不毛性を体現している。  

ヘミングウェイが描くトルコやコンスタンチノープル表象は、ヨー

ロッパと断絶した固有の地域として表象されており、そこでは暴

力、汚穢、破滅、性的倒錯、去勢、死が錯綜する空間として描き出

されており、まさにクリステヴァが主張している棄却対象としての

「おぞましきもの／アブジェクト」として表象されている。同性愛

が示唆される少年の身体にこうしたトルコのイメージが投影される

ことによって、その身体が棄却されるべき「おぞましきもの」とし

て提示されている。冒頭部での不可解なトルコ地域の比喩が挿入さ

れていることによって、結果として、「アブジェクト」としてのトル

コの象徴性が物語の解釈に影響を及ぼし、少年の身体が「不毛なも

の」や「死を暗示するもの」として身体化／物質化されていく効果

があると言える。フェダマンによると、「神よ陽気に殿方を憩わしめ

たまえ」の執筆当時（ 1 930 年前後）のアメリカにおいて、逸脱した

セクシュアル・マイノリティに対するホモフォビア（同性愛嫌悪）

が非常に強く、赤狩りと平行して同性愛者も厳しい取り締まりの対

象となっていた。「アブジェクト」としてその身体が表象された少年

の迫りくる死は、同性愛もしくは性的逸脱性が社会的に承認されな

い立場であったことを反映している。  
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第 4 章   「インディアン・キャンプ」における先住民妊婦の身体  

―異人種間闘争の狭間に位置する体  

 

 「インディアン・キャンプ」はヘミングウェイの作品の中で最も

衝撃的かつ、暴力的な短編の一つである。本作品は 1 92 4 年 4 月『ト

ランスアトランティック・レヴュー』（ Tra nsa t lan t i c  Re v i ew）誌に掲

載された後、ヘミングウェイの最初の短編集『われらの時代に』（ I n  

Ou r  Ti me ,  1 92 5）に収録されている。「インディアン・キャンプ」に

は、妊娠、自殺、男性性の喪失、権力としての医学など、後の様々

な作品において、繰り返し描かれる主要モチーフが描き出されてい

ることから、ヘミングウェイのテクスト研究においては極めて重要

な作品だと位置づけることができる。  

 概要を確認しておくと、舞台はミシガン湖のほとりで、アメリカ

先住民族の集落とアングロ・サクソン系の移民が隣接して暮らして

いる地域である。夜間、先住民族の村から二人の男が、緊急の要件

で産科医であるアダムズ医師を迎えに、湖をボートで渡ってやって

きたところで物語が始まる。少年ニックとニックの父であるアダム

ズ医師、医師の弟であるジョージの三人がボートに乗り込み、先住

民族の村へと向かう。湖の向こう側に到着後、材木が切り払われ、

森林伐採が進む森の小道を進み、先住民の集落へと到着する。難産

の妊婦がいる小屋の中はむせかえるような匂いが立ち込めており、

苦しむ妊婦が横たわっている傍らで、負傷している妊婦の夫が寝台

の上の段で横になっている。森林伐採の仕事に従事するアメリカ先

住民の夫は三日前にオノで脚にひどい怪我を負っていたのだった。  

 緊急の要請で医師が駆け付けたために、麻酔やメスなど必要な医

療器具の無い状態で緊急帝王切開を行うことになる。四肢を抑え込

まれた先住民族の妊婦は麻酔無しの帝王切開を受け、男子が無事に

誕生するが、痛みによって叫び声をあげていた妊婦は、手術の後は

青白い顔で放心状態となる。女性のあまりに苦しそうな様子におの

のいたニックが麻酔を使えないのかと父である医師に問うが、叫び
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声は重要ではないと医師は答えるのみで対応を取ることはない。術

後、ニックは一連の出来事に圧倒かつ衝撃を受け、すっかり手術や

出産に興味を失ってしまう。  

医療器具なしの緊急帝王切開を行ったアダムズ医師だけが、医療

ジャーナルに掲載されるような手術を行ったことに意気揚々として

いるのだが、ふと妊婦の夫の様子を窺った際に、夫がひっそりと剃

刀で耳から耳まで掻き切って自殺しているのを発見する。夫の突然

の死によって、周囲から冷ややかな眼差しが医師に向けられる中、

ニックとアダムズ医師は集落を後にする。衝撃的な出来事を目撃し

たニックは集落からの帰りのボートで様々な質問を父にぶつけ、何

が起こったのかを把握しようと試みる。ニックはアメリカ先住民族

の夫の自殺を受けて、「僕は絶対に死なない」と強く心に決めた場面

で物語は幕を閉じる。  

これまでの批評の傾向としては、概して、「インディアン・キャン

プ」はニック・アダムズのイニシエーション・ストーリ（ In i t i a t i on  

s to r y）としてみなされ、ニックの精神的な成長について数多く論じ

られてきた。ヤングは次のように論じている。  

 

T he  f i r s t  o f  t he  s e ve n  Nic k  Ad a ms  S t o r y  i s  o f  a n  i n i t i a t i on ,  i s  t he  

t e l l i n g  o f  a n  e ven t  wh ich  i s  v i o l e n t  o r  e v i l ,  o r  bo t h ,  o r  a t  t h e  v e r y  

l ea s t  i s  t he  d esc r i p t i on  o f  an  i n c id en t  wh i ch  b r in gs  t h e  bo y  in t o  

con t ac t  wi t h  so me th i n g  t ha t  i s  p e rp l ex i n g  an d  un p lea san t .  …T hi s  

i s  Nic k ’s  i n i t i a t i o n  t o  p a in ,  an d  t o  t he  v i o l en ce  o f  b i r t h  an d  d ea th .   

（ 3 1 -3 2）  

 

暴力や悪、苦しみなどへのイニシエーションが描かれているとする

ヤングの論述を受けて、ピーター・ヘイズ（ P e te r  L .  Ha ys）は次のよ

うに述べている。 “ [ Nic k’s ]  i n i t i a t i o n  f ro m re l a t i ve l y  r o ma n t i c  you t h  

and  ha pp y  i nn oce nce  i n t o  pa in fu l  a war ene ss  a nd  sc a r r e d  ad u l th ood ”  ( 48) .  

ヤングやヘイズが指摘している通り、インディアン集落への旅では
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少年ニックのロスト・イノセンスと、苦しみの多い大人の世界への

参入が描き出されている。こうしたヤングやヘイズによる伝統的な

解釈に加えて、本研究ではニックの精神的な成長のみならず、ニッ

クのイニシエーションが白人の住む地域から離れ、湖を渡ったイン

ディアン集落で行われたということに着目したい。ニックのイニシ

エーションに関して、アングロ・サクソンの父親と叔父、さらに言

葉を一言も発しない無言のアメリカ先住民たちが関わっている点に

重要性を見出すことができる。  

これまでの批評では主に男性登場人物に焦点が当てられており、

赤子の父親が自殺した理由などが幾度となく議論されてきた。ヘイ

ズを始めとする大半の批評家は、ジョージが赤子の実の父親である

と指摘し、そのことがアメリカ先住民の自殺の原因だと主張してい

る。さらに、ジョージがアメリカ先住民女性をレイプしたのではな

いかという主張も数多く見受けられる。塚田幸光は白人医師がアメ

リカ先住民族の妊婦行う麻酔なしの帝王切開に着目し、「ナイフを白

人の権力、或いは男根の記号として読むとき、この出産はレイプの

象徴的光景になる」（ 8 7）と読み解いている。さらに、ゲリー・ブレ

ナー（ Ger r y  Bre nn e r）は、ジョージを赤子の父親だと断定し、アメ

リカ先住民の夫は自殺することによって、ジョージに強烈な罪意識

を背負わせようとしたと論じている。夫の自殺原因については、今

なお、様々な観点から論じ続けられている。  

本研究では、ジョージ父親説というアプローチではなく、「インデ

ィアン・キャンプ」で強烈なインパクトを読者に与えつつも、ほと

んど研究対象とされてこなかった先住民妊婦の身体表象に焦点を当

てて分析を進める。第 4 章では、「アブジェクト」として表象される

生と死を生み出すアメリカ先住民妊婦の身体と、ニックを介して痛

みが意味として生成される過程を検討し、ニックのイニシエーショ

ンに妊婦身体表象がどのような影響を及ぼしているのかといった観

点から議論を深めていく。  
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ヘミングウェイ・テクストにおける妊婦表象  

 

妊娠や出産もしくは、妊婦の身体は、ヘミングウェイ・テクスト

で繰り返し描かれるモチーフの一つである。いわゆるマッチョな作

家として知られるヘミングウェイが、妊娠を幾度も描いたという点

に奇妙な印象を受ける読者も多いのではないだろうか。ヘミングウ

ェイが妊娠や出産を幾度となく描いたことは、ヘミングウェイの父

親が産科医であった事実と無関係ではないだろう。 19 0 0 年代初頭の

医学的技術が現在ほど発達していない時代、妊娠や出産がいかに生

と死と隣り合わせにあるかということは、幾度となく父親から聞か

されていたことであり、それが物語に投影されていることは想像に

難くない。  

ヘミングウェイの描く妊婦や出産は常に死と関連付けて描き出さ

れる傾向があるが、そうした描写は 2 0 世紀初頭の産科学の限界を如

実に反映しているものだと考えられる。では、ヘミングウェイの描

く妊婦や妊娠、ならびに出産を具体的に分析してみよう。ヘミング

ウェイ・テクストに登場する妊婦を比較してみると、共通性を見出

すことができ、ほとんどの男性登場人物が妊娠に対して拒否反応を

示していることが窺える。「クロス・カントリー・スノー」（ “Cr oss -

Co un t r y  Sn o w, ”  192 5）では、ニックは恋人ヘレンの妊娠によって、

友人ジョージとのホモソーシャルな関係が絶たれることへの強い苛

立ちを示している。また、「白い象のような山なみ」（ “ Hi l l s  L i ke  

Whi t e  E l eph an t s , ”  1 9 27）では、快楽主義的なアメリカ人男性が妊娠

した恋人に中絶するように説得を試みている。概して、男性登場人

物たちが父親になることを拒絶する理由としては、妊娠／出産と男

性のホモソーシャリティの断絶に対する不安や拒否反応を見出すこ

とができる。  

こうした男性の妊娠／出産に対する拒絶は、男性自身のポジショ

ンの変化に対する不安感として読みとることができ、その不安の要
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因の一つとしてヘミングウェイの描く妊婦の身体が男性性を抑圧す

る「おぞましい」存在として表象されている点にあると考えられ

る。こうした観点から、妊婦の身体表象とそれが男性に及ぼす影響

を分析することは重要であると考えられるが、先行研究においては

妊婦の身体はさほど重視されてはこなかった。その顕著な例をカム

リとスコールズの研究に見出すことができる。カムリとスコールズ

は、ヘミングウェイの初期作品には何とかして父親になることに抵

抗する男性が頻繁に登場し、フロイトの精神分析理論では母の身体

をめぐって父と子が闘争するが、ヘミングウェイ・テクストでは母

の身体は必要とせずに息子の誕生こそが父の生命を脅かすと論じて

いる。  

 

… in  t h e  s to r y  ca l l e d  “ In d i a n  Ca mp , ”  a  b a b y bo y  whos e  b i r t h  h as  

j u s t  cau se d  t he  de a th  o f  h i s  f a the r.   Un l i ke  t he  c l a s s i c  F reu d i an  

scen a r io ,  i n  wh ic h  t h e  s t r u gg le  be t ween  f a the r  a nd  so n  wou l d  be  

o ve r  t h e  bo d y  o f  t h e  mot he r,  i n  t h e  He mi n gwa y  Tex t  t he  s t r u gg le  

nee ds  no  t h i rd  pa r t y  beca use  t h e  ve r y  b i r t h  o f  t he  so n  t h r ea t en s  

t he  l i f e  o f  t he  f a the r.  （ Co mle y  a nd  Sc ho les  16）  

 

しかし、息子の誕生こそが父の死を招くことから、男性登場人物た

ちが父になることを拒むというカムリとスコールズの主張は極論過

ぎると言える。カムリとスコールズは男性登場人物が父親になると

いう点に焦点を当てるあまり、父と息子の関係性にのみ着眼し、母

親の身体表象の重要性を見落としている。  

さらに、出産に関する見解について、カムリとスコールズはヘミ

ングウェイの描く分娩の場面は、女性が母親になる際の支払うべき

代償を示し、出産は苦痛がともなう惨めなものを表象していると論

じている。  

 

T he  sc en es  o f  ch i l db i r t h  i n  He mi n gwa y’s  wr i t i n g  a r e  v i v id  



56 

 

t e s t i mo n y  to  h i s  s ens e  o f  t h e  p r i c e  wo me n  pa i d  i n  bec o min g  

mot he r.   He  sa w ch i ldb i r t h  a s  a  wr e t ch ed  ex e rc i s e ,  f r a u gh t  wi th  

pa in  a nd  po ss i b l y  r e s u l t i n g  i n  dea t h .  （ Co ml e y  an d  Sc ho l es  2 7）   

 

しかし、ヘミングウェイは出産を単にみじめなものとして描きだし

ているのだろうか。実際は、カムリとスコールズが言及しているよ

うに出産の苦しみが母親になるための代償という単純で一面的なも

のではなく、むしろ、妊娠や壮絶な難産の場面を通して、その配偶

者もしくはパートナーの男性性が脅かされるというジェンダーのね

じれ現象が生じている点に着目すべきだと考えられる。  

 妊婦の身体と男性性の揺らぎや去勢不安を示す顕著な例は『武器

よさらば』に見出すことができ、妊婦であるキャサリン・バークレ

ー（ Cath e r in e  Bar k l e y）の身体は、快楽と「恐怖／嫌悪」の両義性を

含む存在として提示されている。当初、フレデリックにとって快楽

をもたらす存在であったキャサリンの身体が彼女の妊娠と出産を介

して、恐怖の対象として変貌していく様相が記されている（『武器よ

さらば』については第 4 章参照）。「インディアン・キャンプ」の出

産場面においても、妊婦の身体は両義的な存在として描写されてい

る。「インディアン・キャンプ」では難産で三日間苦しみ続けたアメ

リカ先住民の女性が湖の対岸から来た白人医師によって、麻酔なし

の緊急帝王切開手術を受ける。悲痛な叫び声をあげる妊婦の寝台は

二段ベッドになっており、上の段では足を負傷した妊婦の夫が横た

わっている。手術後、医師はその先住民の夫が、首を耳から耳まで

かき切って自殺しているのを発見する。「インディアン・キャンプ」

における妊婦の身体もまた、他のテクストにおける妊婦表象と同様

に、生と死の挟間に位置する存在として描出されている。「インディ

アン・キャンプ」に登場する妊婦が『武器よさらば』で描かれる妊

婦キャサリンと全く異なっている点は、彼女がアメリカ先住民であ

るという点であり、彼女の人種性はその身体表象にきわめて重要な

意味を持つ。  
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そもそもヘミングウェイ・テクストにおいて、アメリカ先住民は

どのように描き出されているのだろうか。ヘイズは次のように述べ

ている。   

 

Na t i ve  Ame r i ca ns  a r e  n e ve r  ma j o r  ch a rac t e r s ,  b u t  r a th e r  s e r ve r  a s  

fo i l s  t o  i nc rea se  ou r  und e r s t a nd i n g  o f  t he  na tu r e  o f  t he  

p ro t a go n i s t ,  o r,  i n  t h e  s pec i a l  i n s t a nce  o f  Tor r en t s ,  t o  ac t  a s  

veh i c l e s  o f  s a t i r e .  （ 4 5）  

 

さらに、ヘイズは次のように続けている。  “ He min gwa y  f r e que n t l y  

uses  s t e r eo t yp es  t o  d ep i c t  In d i a ns ,  a nd  t h e y  usu a l l y  p o r t r a y  on e  o f  t wo  

th in gs  i n  h i s  wr i t i n g ,  p r o misc u i t y  o r  l o s s”  (5 1 ) .   ヘイズが指摘してい

るとおり、ヘミングウェイ・テクストにおけるアメリカ先住民は喪

失を暗示しており、決して中心人物として登場しないが彼らの物静

かな存在は痛烈なアイロニーとして提示されている。  

大地とその文化や信仰を奪われ、白人社会への同化を余儀なくさ

れ、存在の危機に瀕するアメリカ先住民の身体は、傷病に蝕まれた

病んだ身体として表象される場合が多い。「十人のインディアン」

（ “Ten  In d i a ns , ”  19 2 7）には、ひどく酔い潰れた九人のインディアン

が記されているが、これらの描写はアルコール依存症といったアメ

リカ先住民の深刻な社会問題を提示している。「インディアン・キャ

ンプ」には、材木の皮をはぐ仕事中に足にけがを負った妊婦の夫が

登場する。この男性は妻の出産の苦しみに対して何一つ手助けでき

ず、毛布で頭を覆い、妊婦の叫び声を避けるかのように壁に顔を向

け、ひっそり自殺する。アメリカ先住民が長年住み続けてきた森を

破壊するという自虐的な仕事への従事と、その仕事による怪我、白

人医師による妻に対しての極めて暴力的な帝王切開、さらに彼の死

に様はアメリカ先住民の抑圧された立場を暗示していると言える。  

夫の自殺の理由は明らかにはされていないが、原因の一つには猛

烈な痛みに苦しむ妻が横たわる寝台の上段で、負傷した夫が身動き
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の取れない状態で寝ており、妻と同様に壮絶な苦しみを経験してい

たことが推測される。エレイン・スカーリー（ El a ine  S ca r r y）によれ

ば、そもそも痛みというものは言語化に抵抗するだけでなく言語化

を破壊し、前言語の状態へと回帰させるものであって、人と共有す

ることが難しいと指摘している。  

 

Wha te ve r  pa in  ac h i e ve ,  i t  a c h i e ves  i n  pa r t  t h r ou gh  i t s  

uns ha ra b i l i t y,  an d  i t  ensu res  t h i s  uns ha r a b i l i t y  t h r ou gh  i t s  

r e s i s t a nc e  t o  l an gua g e .  […]  P h ys i ca l  pa i n  does  n o t  s i mpl y  r e s i s t  

l an gua ge  bu t  ac t i ve l y  d es t r o ys  i t ,  b r i n g in g  a bo u t  an  i mme di a t e  

r e ve r s io n  t o  a  s t a t e  a n t e r i o r  t o  l an gua ge ,  t o  t he  so und s  and  c r i e s  a  

hu ma n  be in g  ma ke s  b e fo re  l a n gua ge  i s  l e a rned .  ( 4 )   

 

痛みは主観的・身体的な訴えであるために人と共有することが難し

く、強烈な痛みに圧倒されて人は言葉を失ってしまうので、第三者

のような人物を立てない限り痛みを言葉にすることは難しいとスカ

ーリーは指摘する。しかし、痛みを共有することはできないもの

の、身体を介して表現された痛みは痛みを聞き取った者の経験に置

き換えて共感することができるという。言語化することが困難な痛

みは「傷」や「悲鳴」によって間接的にテクスト化することがで

き、第三者、つまり本短編ではニックの経験を通して共感可能な

「声」として読者は聴きとることが可能となる。痛みについて、ま

ったく共感を抱かないニックの父アダムズ医師に対して、痛みをど

うにかすることはできないのかというニックの素朴な疑問や同情に

よって読者はその痛みを知ることができる。つまり、痛みはニック

を経由して言語化され、意味が形成されることになる。  

「インディアン・キャンプ」では、アメリカ先住民族の妊婦の痛

みの度合いについては直接的には描かれてはいないが、村中の男た

ちが叫び声の聞こえないところに退避するほどの壮絶な痛みを伴う

陣痛であったことと、麻酔無しの帝王切開による外科的痛みがすさ
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まじいものであったことが読みとれる。妻の出産の際に日常生活の

活動を停止し、妻の出産を模倣し痛みを共有する行為は「擬娩」

（ c ou vad e）と呼ばれるが、強烈な苦しみの中に置かれた妊婦の悲鳴

は「声」として機能し、アメリカ先住民族の夫はその熾烈な痛みを

身体化して聞き取り、痛みを共有していたのではないかと推測され

る 1。しかし、結果としてアメリカ先住民族の夫は出産が行われてい

る最中に、ひっそりと自死を選んでしまう。痛みを語るための言語

を持たないアメリカ先住民族の夫は痛みを言説化することできず

に、その痛みを受け止めることしかできず、「アブジェクト」として

機能する痛みに飲み込まれて死んでしまうことになる。そうした観

点から、この夫の死は象徴的な意味での死を意味する。このような

壮絶な痛みに関する記述は読者の身体経験にも訴えかけるものであ

り、先住民妊婦の激しい悲鳴によって、読者もまた死闘する妊婦と

その夫の苦しみを共感する効果があると考えられる。白人医師の暴

力性やアメリカ先住民族の受ける医療行為の凄惨さについて、身体

性に訴えかける表象となっている。  

アメリカ先住民の妻は、白人医師が夜釣りの道具しか携帯してい

なかったために、麻酔なしで腹部を切開し、身体を釣り糸で縫われ

ることになるが、これらの手術はアングロ・サクソンの妊婦であれ

ば、緊急の要請があったとしても、決して行われないような暴力的

な手術である。『武器よさらば』では、キャサリンの身体は靴にたと

えられていたが、「インディアン・キャンプ」では、釣り道具で手術

を受ける妊婦の身体はあたかも魚の身体であるかのように扱われて

いる。ヘミングウェイ・テクストにおいては、先住民族は西欧文明

に対置する形で自然に近しい存在として提示されており、自殺する

先住民の夫や瀕死の妊婦に代表される無力な傷ついたアメリカ先住

民の姿や先住民族全体の物悲しい末路は、伐採された森林や破壊さ

れた自然の描写によって象徴的に描き出されている。  

このようなアメリカ先住民女性の身体が、他のヘミングウェイ・

テクストで描出されるアングロ・サクソンの妊婦の身体と異なって
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いる点は一切の主体性を喪失しているという点である。『武器よさら

ば』において、キャサリンが難産の苦しみの中で何度も麻酔を要求

し、その求めに応じてフレデリックから何度も麻酔を投与されてい

たのとは対象的に、「インディアン・キャンプ」では、アメリカ先住

民があまりの苦痛に悲鳴を上げてもその訴えは一切考慮されること

はない。  

エイミー・ストロング（ Amy Lo ve l l  S t ron g）は妊婦の身体につい

て、 “ Her  b od y  l i t e r a l l y  ge t s  h o l lo we d  ou t  i n  t h i s  s t o r y”（ 3 5）と言及し

ている。ストロングが言及している通り、人種性を帯びた妊婦の身

体は空っぽのうつろな存在として表象され、主体性の喪失、去勢不

安、男性性の揺らぎ、白人対アメリカ先住民といった男性間の権力

闘争を示すために描き出されている。アメリカ先住民の妊婦の身体

はさまざまな権力が交錯し、それらの力関係が書きこまれる空っぽ

なスクリーンやキャンバスとして表象されている。女性の身体を描

くことで、女性を描いているのではなく、実際は男性同士の闘争が

描き出されており、女性の身体表象は男性の社会的立場を投影する

鏡や陰画として提示されている。そうした観点において、この瀕死

のアメリカ先住民族女性の描写手法は「アルプスの牧歌」の女性描

写と酷似している。「アルプスの牧歌」は、第 6 章で詳細に分析を展

開するが、女性の損壊遺体が実際は女性を描写するために描かれて

いるのではなく、結果として夫の社会的立場を示し、夫の虚像とし

てのアイデンティティを構築するために提示されている。こうした

観点からは、傷つき、損壊された女性の身体は、実際は女性の立場

を提示するために描かれたわけではなく、あくまでパートナーであ

る男性の所有物の一部としてみなされており、男性を描くために提

示される空虚な存在であると考えられる。「アルプスの牧歌」の逸脱

した女性の身体表象と同様の描写手法を用いて、「インディアン・キ

ャンプ」の妊婦も男性を描くために描かれていると考えられる。  
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男性性の喪失と結びついた妊婦の身体  

 

アメリカ先住民族の女性の身体表象を分析する上で、異人種間闘

争という観点は重要である。本作の分析を進めていく上で、本作品

には数多くの二項対立が明示されている点に着目できる。自然／文

化、森／文明、アメリカ先住民／アングロ・サクソン、暗闇／光、

汚穢／清潔さ、沈黙／語り、信仰（儀式）／科学（医学）などを例

に挙げることができる。これらの二項対立は常に力の優劣を示して

おり、アングロ・サクソンの圧倒的優位な権力構造が示されるな

か、彼らの影のような存在としてアメリカ先住民の去勢された無力

な姿が淡々と描出されている。  

「インディアン・キャンプ」においては、西洋文明の知である医

学が異人種間の権力の序列を生み出している。医師であるアダムズ

は、西洋文明と先住民を差異化し、その区分をさらに上書きするよ

うな発言を繰り返している。 “ Her  sc r ea ms  a r e  n o t  i mp or t a n t .   I  d on’ t  

hea r  t h e m b eca use  t h e y  a r e  no t  i mp or t an t ”  (1 6 ) .   “P u l l  ba c k  t ha t  qu i l t ,  

wi l l  you ,  Ge orge?  …  I ’d  r a t he r  n o t  t ou ch  i t ”  ( 17 ) .   サイードはオリエ

ントを支配・再構成し、威圧する思考様式である「オリエンタリズ

ム」について、次のように論じている。  

 

To  d i v i de ,  dep l o y,  s c he mat i ze ,  t a bu l a t e ,  i nde x ,  an d  r ec o rd  

e ve r y th i n g  i n  s i gh t  （ a nd  o u t  o f  s i gh t） ;  t o  ma ke  ou t  o f  e ve r y  

obse r va b l e  d e t a i l  a  g ene r a l i za t i on  a nd  o u t  o f  e ve r y  gene r a l i za t i on  

an  i mmu tab l e  l a w a b ou t  t he  Or i e n t a l  na tu re ,  t e mp era me n t ,  

me n ta l i t y,  c us to m,  o r  t ype ;  an d ,  ab o ve  a l l ,  t o  t r a ns mut e  l i v in g  

r ea l i t y  i n to  t he  s t u ff  o f  t ex t s ,  t o  po sse s s  （ or  t h in k  one  

poss es s es）  a c tu a l i t y  ma i n l y  b eca use  n o t h in g  i n  t he  Or i en t  s e e ms  

to  r e s i s t  o ne ’s  p o wer s… （ 8 6）  

 

東洋のあらゆるものを記録しテクスト化するというサイードの
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「オリエンタリズム」を援用すれば、釣り道具で出産を行ったこと

を「メディカル・ジャーナル」ものだというアダムズ医師の発言は

先住民の妊婦を明確に「記録／観察されるもの」として区分し、テ

クスト化するものである。「記録／観察するもの」として、物言わぬ

先住民族を代理表象しようとする医師のまなざしは、先住民を従属

的な存在として変容させていくことになる。さらに、その医学の知

識をニックに見せることで、自らの権威を示している点について、

ストリーキャッシュは次のように述べている。  

 

… h e  [ Dr.  Ad a ms]  co ns t a n t l y  d r a ma t i zes  h i s  p r a gma t i s m,  

e spe c i a l l y  be f o re  t he  e yes  o f  h i s  s on ,  wh o  the y  i ns i s t en t l y  i n v i t e  

t o  wa t ch :  “ You  s ee ,  Nic k ,  ba b i e s  a r e  su p pose d  t o  be  b o rn  h ea d  

f i r s t , ”  “ Se e ,  i t ’s  a  bo y,”  “ Yo u  can  wa tc h  t h i s  o r  no t ,  Ni c k .”   T he  

doc t o r  p l a ys  ou t  a  f a n t a s y  o f  be i n g  bo t h  d i r ec to r  a nd  s t a r  a c to r  i n  

h i s  o wn  o pe ra t i n g  t h ea t e r.  （ 5 6 -5 7）   

 

これらのことから、「インディアン・キャンプ」においては、医学知

識は明確に「権力」や「男性性」と関連付けて描き出されている。  

「西洋文化」対「先住民文化」、「文化」対「自然」といった明確

な優劣の区分が示される中で、アメリカ先住民の妊婦の身体はある

意味ではアメリカ先住民男性の所有物や「領域」として表象されて

いる。ストロングはアダムズ医師をアメリカ初期入植者にたとえ、

このアメリカ先住民の妊婦の身体を白人によって完全に統治される

べき「新大陸」のメタファーとしてとらえている。アダムズ医師は

医学の知識を用いてその女性の身体を暴力的に抑圧することによっ

て、先住民男性の男性性や権力を抑圧している。  

 ここで、アメリカ先住民族の集落において、西洋医学による帝王

切開が行われることの意味合いを検証してみよう。まず、湖の向こ

う側からアングロ・サクソンの一団である、ニックとアダムズ医

師、ジョージが、アメリカ先住民族の集落へと到着した場面は次の
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ように描かれている。  

 

T he y ca me  a r ou nd  a  ben d  a nd  a  d o g  ca me  ou t  ba r k i n g .   Ahe a d  

wer e  t he  l i gh t s  o f  t h e  s han t i e s  wher e  t he  In d i a n  ba r k  pee l e r s  

l i ved .   Mo re  do gs  r ushe d  ou t  a t  t h e m.   T he  t wo  In d i a ns  s e n t  

t he m bac k  t o  t he  s ha n t i e s .   In  t h e  s ha n t y  ne a res t  t h e  r oa d  t he re  

was  a  l i gh t  i n  t he  wi ndo w.   An  o ld  wo ma n  s t oo d  i n  t he  d oor wa y 

ho ld in g  a  l a mp .  （ 1 6）   

 

白人社会から離れた場所で、ひっそりと集まって暮らすアメリカ先

住民の集落がふいに現れ、犬が外界からの侵入者を察知して懸命に

吠えたている様相が記されている。その集落の最も道路に近い小

屋、つまりインディアン集落の中で一番端に位置する小屋に難産で

苦しむ妊婦は横たわっている。村中の年老いたすべての女性が集ま

って妊婦を手助けし、村の男性は悲鳴の聞こえないところへ行って

煙草を吸っている。そこには、女性と男性の領域や役割が完全に分

化された世界が広がっている。  

 「インディアン・キャンプ」で見られるような女性文化に囲まれ

た出産形式、つまり、女性が自分で出産するか、産婆の介添えによ

って出産を行う形式は、近代化以前では極めて一般的な手法であっ

た。 18 世紀になって近代医学が出産の場に導入され、妊婦はベッド

に横たわって医者に産ませてもらう形式に推移していった（落合  

90）。女性に囲まれた古典的な出産では、女性による「主体的な産み

の営み」が行われていたが、主に男性主体である近代医学が出産の

場に導入されたことによって、女性はその主体性を喪失し、出産の

場面は男性医師の産ませる技術へと変容したと指摘されている（金

井  55）。デヴィッド・ダンフォース（ Da vid  N .  Danf o r th）が「産科学

の歴史は、文明化そのものの歴史である」と述べているとおり、「イ

ンディアン・キャンプ」では産科学の導入と文明化が明示されてい

る。「インディアン・キャンプ」における帝王切開の場面は、出産の
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場面が女性文化から男性文化へ推移する様が表象されており、それ

と同時に、古典的な営みを続けていたアメリカ先住民の文化そのも

のが強引に文明化される様が記されている。  

マイヤーズが、 “To  con t r a s t  be t ween  th e  squa l id  an d  t he  c l i n i ca l  

sho ws  th a t  t he  In d i a n  n eed  t he  wh i t e  man ’s  s k i l l ,  b u t  a r e  a l s o  des t r o ye d  

b y  i t ”  ( “ In d i a n”  3 08) .  と言及しているとおり、アメリカ先住民は西洋

医学に頼らざるを得なかったが、逆にそのことによって、彼らのア

イデンティティにかかわる部分が破壊されてしまったと考えられ

る。「インディアン・キャンプ」では、男性の領土や所有物としての

インディアンの妊婦の身体はインディアン男性の男性性や生命と密

接に結びついている。この一連のインディアン集落における生と死

の物語は、たんなる個人的な出来事ではなく、大地や森林を奪わ

れ、自然と共に消えゆくアメリカ先住民の惨禍を凝縮し、隠喩化し

て表象したものとして解釈できるだろう。  

 

 

「性差と人種性」を組み込んだ身体  

 

このようなインディアン集落におけるアメリカ先住民の妊娠した

身体は象徴秩序の真ん中に空いた「穴」・断絶であり、その周りに象

徴的秩序が構成される前 -象徴的な「物」としてみなすことができ

る。アダムズ医師は、医学という知の権力を使用し、妊婦の身体を

抑圧することを介して、自らの圧倒的な優位性を誇示していること

はすでに指摘したが、結果として、妊婦の身体搾取によって、白人

対「インディアン」という権力構造が生み出されていることから妊

婦の身体は主体性を喪失した空っぽな書き込みの場として存在して

いる。  

このような妊婦の身体表象は、前 -象徴的、社会的秩序に組み込ま

れる以前の母性的な存在という意味で考察すれば、クリステヴァの

主張する「アブジェクト」としてみなすことができるだろう。さら
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に、息子の「生命」をもたらすと同時に夫の死を招いてしまうこと

から、妊婦の身体は「危うい・危険な身体」としても表象されてい

ると考えられる。そもそも、女性の身体は、男性にはない月経や出

産、授乳といった予測不可能で、自他の境界をあいまいにするよう

な統合不可能な側面を持ち合わせていることから、無秩序や逸脱、

不安定、病といった存在としてみなされてきた 2。こうした観点から

考察すれば、「インディアン・キャンプ」における妊婦の身体は排

除・棄却されるべきおぞましき対象、つまり「アブジェクト」とし

て提示されている。「インディアン・キャンプ」においては妊婦の身

体は男性間の異人種間闘争を書き込むスクリーンのような空虚のも

のであると同時に、その存在は秩序を揺るがすような危うさを兼ね

備えた両義的存在として描出されている。  

では、こうした妊婦の身体表象はテクスト解釈にどういった影響

を及ぼしているのだろうか。ニックのイニシエーションと関連付け

て読み解くと、妊婦の身体表象が内包する異質性や他者性が重要な

影響力を及ぼしていることが読みとれる。少年ニックは、壮絶な出

産場面を目撃し、まさに、女性の身体の異質性を目の当たりにした

と考察できる。ニックはインディアン集落を離れる際に、次のよう

に発言している。  

 

“Do  l a d i e s  a lwa ys  h a ve  suc h  a  ha rd  t i me  ha vi n g  ba b i e s?”  Nic k  

a s ke d .  

      “ No ,  t ha t  was  ve r y,  ve r y  e xce p t io n a l . ”  

      “W h y  d i d  he  k i l l  h i mse l f ,  Dad d y? ”  

      “ I  d on ’t  kno w,  Nic k .  He  co u ld n’t  s t and  t h i n gs ,  I  gu es s . ”  

      “ Do  man y  me n  k i l l  t he ms e l ve s ,  Da dd y?”  

      “ Not  ve r y  ma n y,  Nic k . ”  

      “ Do  man y  wo me n?”  

      “ Har d l y  e ve r. ”  

      “ Do n’t  t h e y  e ve r? ”  
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      “ Oh ,  yes .  T he y  d o  so met i mes . ”  （ 19）   

 

これらの会話において、ニックは明確に性差を意識した発言をし

ている。男女の性差を主体と客体との対立に関連して考える場合、

圧倒的な受動性を示すアメリカ先住民妊婦の客体化された身体はま

さに「アブジェクト」として表象されている。少年ニックにとっ

て、アメリカ先住民妊婦の出産をめぐる経緯は理解の範囲を超える

ものであり、きわめて異質な存在としての妊婦の身体表象は理解不

可能性を内包している。いわば象徴化が破綻し、客体化された存在

としてニックに提示されている。その陰画的な存在は、ニックが自

分を男として定義する際の境界として機能していると考えられるの

だ。このように、少年ニックは女という性差を組み込んだ身体を目

の当たりにし、それを他者化することで、明確に性差の概念を認識

し始めるようになったと考えられる。また、さらにアメリカ先住民

女性の痛みが全く無視され、男たちに四肢を押さえつけられ、あた

かも強姦されるかのような形で緊急帝王切開を受ける様が描き出さ

れることによって、先住民女性の圧倒的な他者性が提示されてい

る。これまで身にしたこともないような父であるアダムズ医師の暴

力的な対応にニックはこの被抑圧的立場に置かれているアメリカ先

住民族の状況を認識するに至ったと考えられる。  

ここで見逃してはならない点は、「インディアン・キャンプ」では

ジェンダーや人種にまつわる表象が決して、固定化されたものとし

て描き出されていない点である。当初、医学知識を示すことで男性

性を誇示していたアダムズ医師だが、アメリカ先住民の夫の自殺に

よってその場の雰囲気が一変し、白人医師へは冷ややかな非難の目

が向けられるようになる。テクストの後半では、アダムズ医師の高

揚感は消えうせ、男性性や権威の揺らぎを読みとることができる。

アメリカ先住民族の集落における一連の出来事は西洋文明や医学の

暴力性、さらに西洋対アメリカ先住民といった人種に基づく力関係

が決して固定化されたものではないことを示している。  
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「インディアン・キャンプ」では、少年ニックの複雑で不安定な

大人の世界への参入が描き出されており、生と死、暴力を認識する

と同時に、ニックは白人男性として、自分の相対的な位置関係を理

解するに到ったと考えられる。ニックのイニシエーションのプロセ

スにおいて、アメリカ先住民の妊婦こそが、混沌とした大人の世界

への媒介者としての役割を果たしたと言えるだろう。また、妊婦の

「アブジェクト」としての表象は空虚な書き込みの場として提示さ

れ、白人医師が妊婦の身体を暴力的に抑圧することによって、アメ

リカ先住民族の夫の男性性が剥奪されるなど権力が行使される対象

として描出されている。アメリカ先住民の妊婦の身体は、人種や性

差といった主要概念に関連して、多層的な力関係の書き込みの場と

して機能し、「インディアン・キャンプ」における男性の陰画や否定

性として、主題や主人公、物語の展開を裏側から発展させていくこ

とに寄与しているのである。  
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第 5 章   『武器よさらば』における医学と権力  

 

ヘミングウェイの二作目の長編である『武器よさらば』には、信

念や忠誠心といったものが揺らぎ、裏切りや疑念の渦巻く世界が展

開されている。ブレナーは、『武器よさらば』における不条理性に立

ち向かうことのできる制度や信念、組織、価値などは存在しないと

論じている（ 13 1）。さらに、ダイアン・プライス・ハーンデル

（ Dia ne  Pr i ce  He rn d l）はフレデリックが第一次世界大戦の経験を通

して、男性性に危機感や問題を抱いていると指摘している（ 3 9 -

40）。ブレナーやハーンデルが指摘しているとおり、『武器よさら

ば』においては、第一次世界大戦時の不条理な世界を背景にジェン

ダー配置の変容や権力と関連付けられた男性性の揺らぎが示唆され

ている。  

本研究では、作品に描かれる医療行為に着目しつつ、身体表象分

析を試みる。『武器よさらば』では救護所や病院を舞台として、医

者、看護婦、衛生兵、傷病兵などが主たる登場人物として描かれて

いる。主人公であるフレデリック・ヘンリー（ Fr ede r i c  He nr y）はイ

タリア軍に所属する赤十字の衛生隊将校であり、戦場で負傷した兵

士を臨時の救護所に移送する業務を行なっている。フレデリックが

恋に落ちるキャサリン・バークレーは、イギリス系の病院に勤務す

る篤志看護婦（ V. A. D.）である。二人の出会いから、フレデリックの

負傷や軍隊からの脱走を経て、キャサリンの病院での出産場面ま

で、『武器よさらば』は医療ナラティヴを通して物語が展開してい

く。医療行為の歴史的な検証に関しては、マイケル・レノルズ

（ Mic hae l  Re yn o lds）が詳細な分析を行っているが、第 5 章ではアブ

ジェクトとしての妊婦の身体表象と知の権力としての医療と権威の

喪失との関わりについて分析を進める。  
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医学と権力  

 

『武器よさらば』においては、医学は「ジェンダーのテクノロジ

ー」として用いられているとハーンデルは指摘している（ 4 4）。ハー

ンデルの指摘どおり、医学や医療行為はフレデリックのジェンダー

を分析する上でも、重要な意味合いを含んでいる。まず、第一次世

界大戦下において、イタリア軍所属の衛生隊将校であるフレデリッ

クの権威がどのように表象され、構築されているのかという点を明

確に示す上で、医療がどのようにして、権力の手段として用いられ

ていたのかということの検証を試みる。  

第一次世界大戦におけるイタリア戦線を舞台とする『武器よさら

ば』には、巧妙に組織化された軍事的な空間が広がっている。フー

コーは「規律・訓練」（ d i sc i p l i ne）の主要な操作の第一は、雑然とし

た、無益なもしくは危険な多数の人間を秩序づけられた多様性へ変

える「生ける絵図」 “ t ab l e au x  v i va n t s ”  を構成することであると主張

している（ 14 8）。軍人たちはそれぞれ「少 /中 /大佐」、「少 /中 /大尉」

などの階級に差異化され、軍内部の組織は「狙撃兵」、「擲弾兵」、

「近衛兵」、「山岳兵」、「看護兵」、「衛生兵」などに細かく分類され

ている。軍隊という枠組みの中で、個人の身体は規格化や配置を通

して、機能的に階層秩序が生み出されている。  

『武器よさらば』では、軍隊の「規律・訓練」に関して、医学が

権力・知の手段として用いられている。フーコーは軍隊の「規律・

訓練」において、兵士の身体は記号体系化され、道具や機械と一体

化した身体＝兵器、身体＝道具、身体＝機械という一種の複合体と

して作り上げられると主張する（ 16 4）。このような兵士の身体の規

格化に、医師は直接的に関与していると指摘することができる。医

師は傷病兵に対して、手術や治療を介して、規格化された兵士の身

体へと再生し、兵士を戦場へと送り戻す役割を果たしている。フレ

デリックの同僚医師リナルディ（ Ri n a ld i）は、黄疸をわずらったフ

レデリックに対して、次のような軽口を投げかけている。 “ I  w i l l  ge t  
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you  [ Fre de r i c ]  d ru n k  an d  t a ke  o u t  yo ur  l i ve r  an d  pu t  you  in  a  goo d  

I t a l i an  l i ve r  an d  ma k e  you  a  man  a ga in ”  ( AF TA ,  1 68) .  身体を機械の部

品のように扱うリナルディの発言は、兵士の身体の規格化を如実に

示しており、国家＝軍隊が必要とする「模範的な人間」を構築する

医師に付与された権限を表している。  

さらに医師は、兵士の身体に刻まれた戦傷の階層化を行なう権限

を与えられている。フレデリックの入院する野戦病院を見舞ったリ

ナルディは、戦傷によって勲章（銅功賞）が授与される可能性を示

唆している。  

 

“Yo u  wi l l  b e  dec ora t ed .   T h e y  wan t  t o  ge t  you  th e  me da g l i a  

d ’ a rge n to  b u t  pe r hap s  t h e y  ca n  ge t  o n l y  t he  b ro n ze .  … Di d  yo u  

ca r r y  a n ybod y  on  yo ur  bac k?   Gor d in i  s a ys  yo u  c a r r i e d  se ve ra l  

peo p le  on  you r  b ac k  bu t  t he  me d ica l  ma j o r  a t  t he  f i r s t  pos t  

dec l a r e s  i t  i s  i mp o ss i b l e .   He  h ad  t o  s i gn  t he  p r op os i t i on  fo r  t he  

c i t a t i o n . ”  ( A FTA ,  6 3 )   

 

階層的に組織化された軍隊内部では、兵士の配置は昇格や賞与によ

って変動する。兵士が戦場で身体に受けた「傷」もまた、監視の対

象となり、賞与や昇格を与える一つの装置として機能しているので

ある。ただし、リナルディが言及している通り、医師の診断・承認

を介さなければ、賞与や昇格は認められることはない。兵士の身体

の秩序化に、医師が権限を有していることが示されている。  

医学に従事する者の特権性は、フレデリックと一兵士の会話にお

いて、アイロニカルな具体例を見出すことができる。山の駐屯所と

収容所を、救護車で往復していたフレデリックの横を、バシカリタ

旅団の一部隊が泥まみれの状態で通り過ぎる。幾人かの衰弱した脱

落兵の最後尾に、びっこをひいた兵士が歩いており、ほどなくして

彼は、立ち止まって道端に座り込んでしまう。その落伍兵は脚を負

傷したのではなく、ヘルニアを患っており、隊に戻りたくないため
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に故意に脱腸帯をはずしたのだと言う。  

 

“Be cau se  t he  c ap t a i n  do c to r  kne w I  had  t h i s  r up t u re .   I  kn e w  

awa y  t he  god da mn  t r us s  so  i t  wou l d  ge t  b ad  and  I  wou ldn ’t  ha ve  

t o  go  t o  t he  l i n e  a ga i n .  … Cou ldn ’t  yo u  t a ke  me  n o  p l a ce  e l s e ?  … If  

I  go  bac k  t he y’ l l  ma ke  me  ge t  op e ra t e d  o n  a nd  th en  t he y’ l l  p u t  me  

in  t he  l i ne  a l l  t h e  t i me .”  ( A F TA ,  35 )  

 

故意に脱腸帯を外したこの落伍兵は、本来ならば軍法会議に処せ

られるべきであるが、むしろフレデリックに戦線からの離脱を協力

してくれるように懇願する。落伍兵の訴えから、規格化された兵士

の身体から逸脱することが、戦線から離脱する条件となっているこ

とが窺える。医師や医療従事者は兵士の身体が、規格化された兵士

の身体として正常／逸脱であるかを管理する権限が付えられてお

り、戦場で兵士の傷病に関わる系統的な分類・分配を行なう衛生隊

の将校であるフレデリックにも、医療従事者として、この身体管理

の権限を与えられているのである。落伍兵の訴えに応じて、フレデ

リックは次のように故意に別の傷を作るよう命じる。 “ Yo u  ge t  ou t  

and  f a l l  d o wn  b y  t he  road  a nd  ge t  a  b u mp  on  yo ur  he a d  an d  I ’ l l  p i c k  yo u  

up  on  o ur  wa y  ba c k  a nd  t a ke  you  t o  a  h os p i t a l ”  ( AF TA ,  3 5 ) .  フレデリッ

クと落伍兵の会話からは、逸脱した身体の捏造が図られており、兵

士の身体を管理するフレデリックの権限が軍隊の「規律・訓練」の

「抜け穴」として利用されていることが、アイロニカルに示されて

いる。  

軍隊訓練と兵士の非人間化について、ロジャー・ホロックス

（ Ro ger  Hor r oc ks）は次のように述べている。  

 

Na t i ona l  a r mies  a r e  t he  sup re me  ex pre s s io n  o f  pa t r i a r ch a l  s t a t e  

po wer. . . .  Mi l i t a r y  t r a in in g  s e t s  ou t  me t ho d ica l l y  t o  r ed uce  t h e i r  

i nd i v id ua l i t y,  t o  t a ke  a wa y  th e i r  po wer  o f  ch o i ce ,  i n  a  word ,  t o  
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deh u mani ze  t he m.   ( 31 )   

 

ホロックスの示唆するとおり、軍事訓練によって、個性を減じら

れ、選択の権限を剥奪された兵士は非人間化された受け身の存在と

なっている。外科医であるリナルディや、衛生兵であるフレデリッ

クは医療行為を介して、さらに脱腸帯をはずした落伍兵や、傷病兵

といった権限を有さない兵士たちの陰画的な存在をもって、彼らの

力関係を確立していると考えられる。兵士を非個性化し、権限を奪

うことによって、軍隊はその統制を図るが、その過程において、知

の権力を有する医療従事者が力と支配力を有することになるのであ

る。  

医療行為と権威の関連は、第 4 章で議論を展開した短編「インデ

ィアン・キャンプ」に登場するニックの父親にも見受けられる。妊

娠したアメリカ先住民女性に対し、西洋医学の知識を有するアダム

ズ医師は女性の四肢を押さえ込み、麻酔なしで手術を行なう。叫び

声以外は一言も言葉を発することのない無力な先住民の陰画的な存

在を前にして、医師は圧倒的な権威を誇示することになる。アダム

ズ医師は手術道具なしの緊急帝王切開後、いわゆる男性性を誇示す

るスポーツと考えられているフットボールの選手のように、高揚し

た気分を感じている。 “ He  was  f ee l i n g  ex a l t e d  a nd  t a l ka t i v e  a s  f oo t ba l l  

p l a ye r s  a r e  i n  t h e  d r e s s in g  roo m a f t e r  a  g a me”  ( “ In d i a n  Ca mp , ”  6 9 )  アダ

ムズ医師が権威を誇示する一方で、なす術も無く二段ベッドの上か

ら、妻の手術の様子を終始耳にしていた先住民の夫は、手術後、自

殺した姿で発見される。この先住民男性の死は、アダムズ医師の優

位が、先住民男性の権威を剥奪することによって確立されたもので

あることを暗示している。ヘミングウェイ作品においては、知の権

力と結びついた医療行為を行なうことで特権性を帯び、医療行為を

行う者の抑圧的な存在を介して、医療従事者の優位な立場が構築さ

れている。  
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男性性の剥奪と逸脱した身体  

 

物語が進行するにつれ、リナルディとフレデリックの身体は傷病

によって、蝕まれていくようになる。医学によって制御不能な身体

を前に、リナルディとフレデリックが権威を喪失していくプロセス

からは、血の権力である医学知識を有することで優位に立つ彼らの

アイデンティティが構築されたものであることが明示されている。

リナルディはある病によって身体を蝕まれることによって、その精

神が崩壊していくことになる。手術の成功を得意気にフレデリック

に語り、自信に満ち溢れた様相を呈していたリナルディだが、戦争

が進むにつれてその様子は一変する。同僚との会話で、リナルディ

が何らかの恐怖に取りつかれていることが窺える。  

 

  “T he y  t r y  t o  ge t  r i d  o f  me  [ Rina l d i ] .   E ve r y  n i gh t  t he y  t r y  t o  ge t  

r i d  o f  me .   I  f i gh t  t he m off .   Wh a t  i f  I  ha ve  i t ?   E ve r ybo d y  ha s  

i t .   T he  who l e  wo r l ds  go t  i t .   F i r s t ,  …i t ’s  a  l i t t l e  p i mple .   T hen  

we  n o t i ce  a  r a s h  be t wee n  t he  s hou lde r s .   T hen  we  no t i ce  n o t h in g  

a t  a l l .   We  pu t  o u r  f a i t h  i n  merc ur y.”  

    “ Or  sa l va r s an ,”  t he  ma j o r  i n t e r ru p t e d  qu i e t l y.  

    “ A me rc ur i a l  p r odu c t , ”  Rin a ld i  s a id .   ( AF TA ,  1 75)   

 

リナルディと同僚軍医が口にする「サルヴァルサン」や「水銀剤」

とは、『武器よさらば』が執筆された 1 920 年代には梅毒の主な治療

薬として知られていた。これらの薬の服用がほのめかされているこ

とによって、リナルディの梅毒感染が示唆されている。梅毒の特効

薬である「ペニシリン」が青カビの一種から精製されたのは 19 39 年

のことであり、人体への実験が繰り返され、梅毒の治療薬として普

及し始めたのは第二次大戦後であった。性病の一種である梅毒に感

染した患者は性器を始め体全体に膿疱ができ、四六時中、苦痛に悩
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まされ続けた。 15 世紀末に初めて確認されて以来、病の奇怪さや極

度の伝染性、致命的な終局から、梅毒は神の下した罰とみなされ、

およそ五百年にも渡って人々に恐怖を抱かせる病であった。  

192 0 年代、優生学が席捲していたヨーロッパとアメリカでは、劣

悪だとみなされた遺伝子を根絶しようとする動きがみられたが、そ

の対象とされたのが、反社会的活動を行なう者のみならず、精神病

患者や、梅毒患者などの性病感染者たちであった。つまり、 1 920 年

代、梅毒患者の身体は逸脱した身体とみなされていたのである。医

師であるリナルディが、梅毒に感染したことは、彼自身の身体が社

会的に排除の対象となり、彼の医師としての特権性が一切剥奪され

ることを意味する。フーコーは権力と監視に関して、次のように言

及している。  

 

      I t  was  …o rga n i ze d  a s  a  mu l t i p l e ,  au to ma t i c  an d  ano n ymo us  

po wer ;  …i t s  f unc t ion in g  i s  t ha t  o f  a  n e twor k  o f  r e l a t i o ns  f ro m to p  

t o  bo t t o m,  bu t  a l so  t o  a  ce r t a in  e x t e n t  f ro m bo t to m to  t op  a nd  

l a t e r a l l y ;  t h i s  n e t wor k  ‘ ho l ds ’ t h e  wh o le  t o ge t he r  an d  t r a ve r se s  i t  

i n  i t s  e n t i r e t y  wi t h  e ff ec t s  o f  po wer  t h a t  de r i ve  f ro m on e  a no t he r :  

supe r vi s o r,  pe r pe t ua l l y  s up e r vi sed .  T he  p ower  i n  t he  h i e r a r c h i zed  

su r ve i l l a nce  o f  t h e  d i sc ip l i nes  i s  n o t  po ss es se d  a s  a  t h in g ,  o r  

t r ans f e r r e d  a s  a  p ro p e r t y ;  i t  f un c t io ns  l i ke  a  p i ece  o f  mac h in e r y.   

An d ,  a l t ho u gh  i t  i s  t r ue  t ha t  i t s  p y ra mi da l  o rga n i za t i on  g i ve s  i t  a  

‘ hea d’ ,  i t  i s  t he  a ppa ra tus  a s  a  who le  t ha t  p r odu ces  ‘p o we r ’ an d  

d i s t r i bu t e s  i nd i v id ua l s  i n  t h i s  pe r ma ne n t  and  co n t i nuo us  f i e l d .  

（ Disc i p l i ne ,  1 76 -1 7 7）  

 

フーコーによれば、監視の目は、「上から下へ」と同時に「下から上

へ」も注がれ、監視者も常に監視される仕組みになっており、「規

律・訓練」の階層秩序化された監視において、権力は一つの機械仕

掛けとして機能している。半狂乱に近いリナルディの精神状態は、
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自身にすり込まれた監視の眼差しを反映しているに他ならない。身

体を管理することで特権性を有していたリナルディだが、医学知識

ではコントロール不可能な身体によって、彼自身の権威を喪失した

と言えるだろう。  

リナルディに見受けられるような身体の変容と権力の喪失は、フ

レデリックにも見受けられ、兵士の規格化された身体からの逸脱に

よって、フレデリックの軍内部での位置関係は変容していく 1。フレ

デリックは、塹壕内でオーストリア軍の砲弾を受け、両足の大腿部

と膝関節を負傷し、頭部裂傷の重傷を負うが、この出来事によっ

て、フレデリックの位置関係が明確に変容していくことになる。自

由を奪われたフレデリックの身体はコントロールされる（管理され

る）身体へ位置づけられることになる。フレデリックの苛立ちは、

看護婦長ミス・ヴァン・キャンペン（ Mis s  Van  Ca mpe n）へと向けら

れる。  

 

I  a t e  s o me  l un ch  an d  in  t he  a f t e rn oo n  Mi s s  Va n  Ca mp en ,  t he  

supe r in t end en t ,  ca me  to  s ee  me .   S he  d i d  no t  l i ke  me  and  I  d i d  

no t  l i ke  h e r.   Sh e  was  s ma l l  an d  nea t l y  s usp i c io us  an d  t oo  go od  

fo r  he r  p os i t i on .   S h e  a s ke d  ma n y  q ues t i o ns  and  s ee me d  t o  t h i n k  

i t  was  so me wha t  d i s g race f u l  t ha t  I  was  wi th  t he  I t a l i a ns .   

(AF TA ,  8 6 )  

 

ジュディス・フェッタリー（ J ud i th  F e t t e r l e y）は、フレデリックは

看護婦長の振りかざす権威や規則にいささかも動じることはなく、

その権威を全く信用しようとしないことから、二人の関係を権力闘

争と定義し、そこにはミソジニー（女性嫌悪／蔑視）が見られると

主張している（ 54）。フェッタリーが指摘しているとおり、二人の関

係において、看護婦長が権威的な位置を占めている。看護婦長はフ

レデリックが戦線への復帰を遅延するために、故意にアルコールを

摂取して黄疸を患っていると主張するが、この場面では、先に言及
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した故意に脱腸帯を外した落伍兵とフレデリックの力関係がまさに

裏返しとなって反復されている。軍隊の「規律・訓練」の一手段と

して、医療行為を行ない、兵士の身体を管理する権限を付与された

看護婦長は医学という知識に基づく権力を有している。フレデリッ

クの権威や特権性を抑圧することを介して、看護婦長は自身の権力

を獲得しているとみなすことができる。このような、フレデリック

のミソジニー（女性嫌悪／蔑視）的反抗からは、管理される側とな

ったフレデリックが被る権力剥奪に対する、彼の側からの抵抗だと

解釈できる。  

フレデリックが負傷し任務から離脱したことは、軍の「規律・訓

練」の一旦を担っていたポジションを失ったことを意味する。戦線

に復帰後、フレデリックが不在の間も衛生隊は何の問題もなく機能

しており、フレデリックは自分が存在しなくても同じ、もしくはい

ない方が効率がよいのではないかと気付く。結局、フレデリックは

憲兵から背信の嫌疑をかけられ、見せしめに銃殺されそうになり、

軍隊から逃亡するに至る。軍隊で兵士の身体を規格化する権限を与

えられ、医学的知識を介して特権を得ていたリナルディやフレデリ

ックであったが、彼ら自身の身体が傷病によって蝕まれることによ

って位置関係が変容し、その特権性を失い始めることになり、それ

に伴い、彼らの権威は剥奪されるに至ったと解釈できるのだ。  

 

 

「アブジェクト」として表象される妊婦の身体  

 

フレデリックは軍隊からの逃亡後、ストレーザでキャサリンと落

ち合うことになる。二人は憲兵の目を避けるように、夜の闇をぬっ

て湖をボートで渡り、スイスへと逃亡する。軍隊からの逃亡は、フ

レデリックがホモソーシャルな関係性から完全に断絶することを意

味する。カムリとスコールズは、フレデリックとキャサリンの関係

において、フレデリックが子供の位置にまで引き戻されており、キ
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ャサリンが母親兼恋人の位置を占めていると指摘する（ 3 8 -3 9）。ス

コールズとカムリの指摘に即して、二人の関係性を解釈すると、フ

レデリックの軍隊からの逃亡はマスキュリンな法の領域外への脱却

であり、フレデリックは一切の権威を喪失した子供のような状態に

陥っている。フレデリックが髪を伸ばし、キャサリンが髪を切るこ

とで、二人はそっくりな似姿になることを夢想し、二人の一体化の

ファンタジーに浸っている。  

スイスで平穏な暮らしを送るフレデリックであるが、キャサリン

の妊娠・出産は、彼の安泰な生活に大きな影を落とすことになる。

それでは、妊娠したキャサリンの身体は、フレデリックの自我喪失

と関連して、一体どのように表象されているのだろうか。フレデリ

ックとの病院での逢瀬の後に、キャサリンは妊娠し、フレデリック

にその事実を告げている。  

 

      “ Yo u  a r en ’ t  a n gr y,  a r e  you ,  da r l i n g?”  

      “ No .”  

      “ An d  yo u  don ’t  f ee l  t r ap pe d?”  

      “Ma yb e  a  l i t t l e .   Bu t  no t  b y  yo u . ”  

      “ I  d i dn ’t  me a n  b y  me .   Yo u  mu s t n ’ t  be  s t up i d .   I  mea n t  t r app ed  

a t  a l l . ”  

      “ Yo u  a l wa ys  f ee l  t r ap ped  b i o lo g i c a l l y. ”   ( A F TA ,  13 9)  

 

192 0 年代、避妊の確実な手段はなく、妊娠は容易に制御できるも

のではなく、キャサリン自身、様々なことを試したがどうにもなら

なかったと述べている（ 1 38）。キャサリンの妊娠を幾分「わな」に

かかったように感じているというフレデリックの発言は、コントロ

ール不可能な女の身体に対する当惑を示唆している。キャサリンが

陣痛を訴える場面では、キャサリンの身体に対して、フレデリック

が医療行為に介入する様相が見うけられる。キャサリンは苦痛を緩

和するための麻酔を幾度も要求する。医者が不在のために、医者に
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代わってフレデリックがキャサリンに麻酔をかけている。 “ I  t u r ne d  

t he  d i a l  t o  t h r ee  an d  t hen  fo ur.   I  wi s hed  t he  do c to r  wo u ld  co me  b ac k .   

I  was  a f r a id  o f  t h e  n u mber s  a bo ve  two”  ( 323) .   第 4 章で分析を行った

「インディアン・キャンプ」におけるアメリカ先住民族の妊婦の場

合とは異なり、アングロ・サクソンであるキャサリンは自らの意思

で痛みを訴えることが可能であり、その訴えは周囲の人々によって

聞き取られている点において、アメリカ先住民族女性が剥奪されて

いた主体性や人権を有している。そうした観点で、キャサリンの身

体は空虚な「空っぽな存在」としては描写されてはないが、その痛

みや出産が西洋医学によってうまくコントロールできないという観

点において、統制不能な恐怖の存在として描出されていく。苦痛を

訴えるキャサリンに対し、フレデリックは安全性を超えてまで、麻

酔を増量するという無謀な医療行為を試みる。しかし、もはや一向

に麻酔が効く気配はなく、コントロール不能なキャサリンの身体を

前にフレデリックは、なす術もなく困惑と恐れを覚える。  

結局、キャサリンは緊急の帝王切開を受けることになるが、 1 92 0

年代の帝王切開手術は身体への負担や感染症の危険性が少ないとい

う理由で子宮下部を小さく横に切開する帝王切開が主流であった

が、レノルズはキャサリンに施された手術の描写から、腹を縦に切

開するいわゆる古典的な帝王切開が行なわれたと推察している

（ 1 23 -1 2 4）。古典的帝王切開では、縦に長く切開した腹部から子宮

を完全に取り出し、体外で子宮を切開してから赤子を取り上げる。

キャサリンの傷口に関しては、次のように描写されている。「医師が

鉗子でひろげた非常に長い切り口の厚い傷口を縫い合わせていた」

“… t he  do c to r  was  se win g  up  t h e  g rea t  l o n g ,  f o r cep -s p r ead ,  t h i c k -e d ge d  

wo un d”  (32 5) .  さらに、フレデリックの「切り口が随分と長いです

ね」  “ t he  i n c i s i on  l oo ked  ve r y  l o n g”  (3 2 5)  という発言からも、レノル

ズが指摘している通り、傷口の長さが特徴とされる古典的帝王切開

が施されたと推察することができる。  

フレデリックは看護婦からキャサリンの帝王切開手術の見学を許
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可されているが、フレデリックの目を通して語られるキャサリンの

出産の場面では、彼のキャサリンの身体に対する当惑が恐怖や嫌悪

へと移り変わっていく。手術を見学席から見ていたフレデリック

は、手術の光景が異端審問の絵に似ていると感じている。  

 

   I t  l oo ke d  l i ke  a  d r a wi n g  o f  t h e  In q u i s i t i on .   I  kne w  as  I  wa tc hed  

I  co u ld  h a ve  wa tc he d  i t  a l l ,  b u t  I  was  g l ad  I  had n’t .   I  do  n o t  

t h in k  I  co u ld  h a ve  wa tche d  the m cu t ,  b u t  I  wa t c hed  th e  woun d  

c lose d  i n to  a  h i gh  we l t ed  r i d ge  wi t h  qu i c k  s k i l l f u l - l oo k in g  

s t i t ch es  l i ke  a  co bb l e r ’s ,  a nd  was  g l a d .   ( AF TA ,  3 25)  

 

傷を縫合する医師を靴屋に例えるなど、フレデリックの語るキャ

サリンの身体はもはやグロテスクな物体として描写されている。キ

ャサリンの手術を最初から見ようと思えば見ることはできたが、見

なくてよかったと感想をもらすフレデリックの心情からは、もはや

キャサリンの身体に対する嫌悪や拒絶すら読みとることができる。

スイス逃亡後、母子共生的な一体化を夢想していたフレデリックに

とって、キャサリンの身体は快楽をもたらす存在であったが、医学

の力をもってしても、制御不能なキャサリンの身体はもはや恐怖の

対象としてフレデリックの前に立ちはだかっている。エビイは『武

器よさらば』を通して、フレデリックの去勢不安を読み取ることが

できると指摘しているが、キャサリンの難産の場面ではフレデリッ

クの顕著な去勢不安が示されている（ 6 2）。これらのことから、キャ

サリンの身体は快楽と恐怖／嫌悪の両義性を含む存在として提示さ

れている。  

快楽／嫌悪といった両義性を内包するキャサリンの身体は、まさ

に「おぞましきもの／アブジェクト」として表象されており、フレ

デリックが恐怖を拭い去り、自我崩壊の危機を回避する為には、生

と死の狭間に位置するキャサリンの身体が棄却される必要性があっ

たと考えられる（「おぞましきもの／アブジェクト」の解説は序章参
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照）。フェッタリーは『武器よさらば』においては「いい女は死んだ

女だけだ」（ 7 1）と極論を展開しているが、去勢不安に怯えるフレデ

リックの立場から見れば、「おぞましきもの」として恐怖と嫌悪を呼

び起こす妊婦キャサリンの身体は棄却される必要性があり、フェッ

タリーの極論は男性性喪失の危機に追い込まれたフレデリックの立

場を弁明するものである。  

『武器よさらば』では、権力の装置としての医療行為を介して、

医療従事者が特権的な地位を築いている。一方で、医療従事者の身

体が蝕まれていく際や、分娩時の妊婦の身体を前に医療の限界が明

示され、権力としての知が効力を持たない場合に、堅固であるはず

のアイデンティティの揺らぎを読みとることができる。結果とし

て、権力としての医学がキャサリンの症状を改善することができ

ず、フレデリックの麻酔投与による医療介入も効果を持たないこと

が判明することで、フレデリックの不安が増大していくことにな

る。フレデリックがコントロール不能なキャサリンのアブジェクト

な身体を前に、漠然とした恐怖に飲み込まれていく様には、フレデ

リックの自我が瓦解しかける様を読み取ることができる。  

ヘミングウェイが 3 7 回書き直したと言われる結末が、母子ともに

死亡するというミソジニー（女性嫌悪／蔑視）的帰結 2 である理由の

一つとしては、初稿が完成した 192 8 年秋の時代背景を鑑みる必要が

あるだろう。第一次世界大戦後の 1 92 0 年代、ジェンダー配置が大き

く変化し、フラッパーが登場するなど女性が古いヴィクトリア朝の

因習から解放された時代であったが、そのような文化的解放からほ

ぼ 10 年が経過した頃から、ゆるやかに文化的解放に対する揺り戻し

の兆しが見られつつあった。フレデリック・ルイス・アレン

（ Fred e r i c k  Le wis  A l l en）は、 1 920 年代末から 30 年代アメリカを概

観し、「（ 1 920 年代初頭にみられたような）タブーが砕かれ、モラル

が作り変えられて放棄されるなど、行動の基準が絶えず変化してい

るという、あのワクワクした感覚はもはやなくなっていた」と述べ

ている（ 3 03）。さらに、フェダマンは「すでに 19 20 年代末には、保
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守派が『働く女はアメリカの家族を蝕む』とやかましく主張し始め

ていた。 … アンチ・フェミニストたちは、フェミニズムが起こる以

前のよりシンプルな時代に時計の針を戻したがった」と、女性を取

り巻く環境に対して、保守的な動きが見られたことを論じている

（ 9 5 -9 6）。『武器よさらば』において、妊婦の身体が結果として「ア

ブジェクト」として棄却される結末は社会秩序を維持するために、

男性のアイデンティティや男性の自我の揺らぎに対する社会不安は

排除されなければならないという不可視のイデオロギーを反映した

ものだと指摘できるだろう。  
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第 6 章  「アルプスの牧歌」における言説とセクシュアリティの構築  

 

「アルプスの牧歌」はヘミングウェイ・テクストの中でも異彩を放

つ、最も奇妙なゴシック調の短編である。本作の語り手はニック・

アダムズ（ Ni c k  Ada ms）であるとみなされており、『ニック・アダム

ズ物語』に収録されている「殺し屋」や「世の光」（ “T he  L i gh t  o f  t he  

Wor ld , ”  19 33）と同様に、ニックとその友人が見知らぬ土地を訪れ、

現地の人々の間で巻き起こる暴力的な出来事に遭遇し、人間の新た

な側面を知るという物語形式を取る。舞台はアルプスの雪深く閉ざ

された山岳地帯。冬に亡くなった女性の遺体が春の雪解けまでの

間、薪小屋で保管されていたが、五月の埋葬時に遺体の顔面がひど

く損壊していることが明らかとなる。女性の夫（農夫）の説明によ

ると、夜、薪を切る際、立てかけておいた妻の遺体の口にランタン

を掛けて明かりを灯していたのだという。死亡報告書の提出後、女

性の遺体は丸太の上に寝かされていたが、新たな丸太を切り出す必

要性から、遺体は壁に立てかけた状態で保管されていた。むき出し

の女性の遺体は口を開けたままの状態で凍り付き、あたかも蝋人形

のような姿で氷点下の薪小屋に置かれていたと推察される。寒冷地

において、冬季に亡くなった遺体を保管し、春先に埋葬を行うこと

は珍しくはないが、妻の遺体を「物」のように扱い、目が当てられ

ないほど顔を損壊させる暴力性は明らかに夫オルツ（ Olz）の異常性

を示している。  

多くの先行研究において、遺体を不遜に扱うオルツの非人間性が

非難されており、 “ Ol zʼ s  i nh u man  l a c k  o f  f ee l i n g  f o r  h i s  w i f e ”（ Ba ker  

168）という言及や  “ a  pa r t i cu l a r l y  b ru t a l  a nd  gu i l t -d r en che d  s to r y”

（ Lyn n  34 1 -4 2）といった指摘がなされている。このような批判的論

評の背景には、本作の執筆時（ 19 27 年頃）に、ヘミングウェイが最

初の妻ハドレーとの離婚問題を抱えていたことから、損壊遺体は妻

ハドレーへの当てつけだと考えられ、ミソジニー（女性嫌悪／蔑

視）的作風として位置づけられてきた経緯がある。しかし、オルツ
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の暴力性のみに着目するミソジニー（女性嫌悪／蔑視）的解釈にお

いては、詳細なテクスト分析がなされないまま「アルプスの牧歌」

が過小評価され、未だに多くの未解釈の箇所が残されたままとなっ

ている。  

本研究では、原稿分析という観点から、 2 016 年 5 月にボストンの

ケネディ図書館で実施した手書き原稿ならびにタイプ原稿調査結果

をふまえて、独自のテクスト解釈を展開した。原稿分析によって、

改稿の過程で「アルプスの牧歌」には、読者の解釈を阻む様々な空

白があえて意図的に挿入されたことが明らかとなった。テクストの

空白は本作を解釈する上で、重要なファクターの一つであるとみな

すことができ、その空白ゆえに、本作の奇妙かつ不可解な物語性が

生み出されている。物語には、あえて明確に「描写されないこと」

や語られないことが数多く存在すると指摘でき、具体的には死体を

損壊したとされる虚ろな農夫は極端に口数が少なく、遺体の詳細や

損壊の合理的な理由などを一切語ろうとせず、村人たちは噂の核心

部分では語り手に理解不能な地方言語を用いたり、意味深長なジェ

スチャーや眼差しを交わしたりするなど、遺体損壊をめぐって、一

体何が起こったのかということは明確にされることがない。むし

ろ、描かれない空白の存在によってテクスト内外で様々な言説が生

み出されていると考えらえる 1。   

まず、自ら多くを語ることのない農夫の素朴な実像に反して、野

獣としての異常な人物像が形作られていく過程について論じ、次に

村人たちが語らないことの背後にあると考えられるネクロフィリア

的欲望の可能性を指摘し、最後に、物語の中心に位置する圧倒的な

空虚の存在としての女性の遺体に焦点を当て、損壊遺体が様々なテ

クスト内外の言説を生み出す源泉となっている点について論じる。

言説とセクシュアリティの構築やネクロフィリア的欲望（遺体損

壊、遺体保持、遺体への執着等の行為を含む）、女性の遺体表象な

ど、これまで看過されてきた観点からテクスト分析を進める。な

お、オリジナル原稿は直接引用不可と規定されていることから、日
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本語訳によって提示する。   

 

 

書き換えられた農夫の人物像  

 

「アルプスの牧歌」の原稿は四つ存在し、第一原稿（ 2 44 .  “ Al p ine ”  

EHP P -MS  3 6 -  0 29）は出版原稿とは構造や人物設定という点で大きく

異なっている。大部分が会話で構成されている初期原稿では、牧師

は現れず、墓掘り男がオルツに遺体損壊の真相を問いただし、オル

ツの妻の死亡経緯をニックと友人ジョン（ J ohn）に説明する。第二

原稿以降では風景描写などが加筆され、オルツのいないところで村

人たちが推測を交えながら、不確かな噂話の形式で遺体損壊の経緯

を語るようになる。死体損壊にまつわる噂話を村人たちが語り、そ

れをニックが語り直すという入れ子構造へと物語構造が書き換えら

れ、さらに「意味深長な空白」の挿入や人物像の修正が施されてい

る。物語はより複雑なものへ、より「謎めいたもの」へと全体的に

修正されている。ヘミングウェイの執筆手法は氷山の理論と称せら

れ、氷山のごとく文字として表記されているのは全体の八分の一程

度で、その表面下には意味が多面的な広がりをみせていることはよ

く知られているが、そうした氷山の理論に基づき、描かないことの

効果を狙って文章が削ぎ落とされ、すべての情報を読者に開示しな

い手法で本作は描き出されている 2。これまでに「アルプスの牧歌」

の詳細なテクスト分析がなされてこなかったのは、このような読者

の解釈を阻むテクストの特性に起因すると考えられる。  

先に述べたような描写を最小限度に抑える手法は、主要登場人物

であるオルツの描写において特徴的に見受けられる。第一原稿から

第二原稿  （ 2 45 .  “A lp ine ”  E HP PM S 36 -0 30）への修正時点で、オルツ

の人物設定は乱暴者から寡黙で虚ろな人物へと変更され、オルツの

人物素描に関わる部分は大幅に削減されている。第一原稿では、オ

ルツは大酒飲みで威圧的な態度をとる粗野な人物として描き出され
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ている。「オレと飲むなら、シュナップスを飲め。 […]  1 リットル、

オーダーしろよ」（ 244 .  “ Alp i ne”  E HPP -MS 36 -0 2 9 ,  6）と墓掘り男に

対して、昼間から強い蒸留酒を飲むように威圧し、ニックとジョン

にも無理やり一緒にシュナップスを飲むように強要する。それに応

じて、周囲の人々はウィンクをしたり、視線を交わしたりすること

で、それぞれがオルツを「厄介な人物」だと感じていることを示し

ている（ 2 44 .  “ Al p in e”  E HP P -M S 36 -0 2 9 ,  6 -7）。  

オルツの粗暴な振る舞いや威圧的な態度を見て、ジョンは「 [妻が

病死したという ]  話は信じられないよ。オルツは奥さんを殺したん

じゃないのか」（ 2 4 4 .  “ Alp i ne”  E HPP -M S 36 -0 2 9 ,  12）とオルツに対し

て疑惑の目を向けている。オルツの妻殺害疑惑は興味深い観点では

あるが、第二原稿以降ではオルツは生気のない人物像へと書き換え

られ、妻の死因というよりは、遺体損壊に重点が置かれて物語が展

開していくことになる。こうした観点から、殺害疑惑に着目するよ

りは、むしろ殺人を犯しそうなほどの乱暴者から、虚ろな男へと人

物表象が変容した点に着目することの方が意義深いと言えるだろ

う。   

第二原稿では、オルツの発言は極端なまでに減らされ、他の人と

のコミュニケーションを断絶させ、感情を表に出さない虚ろな状態

へと書き換えられている。オルツの暴力的な側面は全く削除され、

肘につぎはぎの当てた古い軍服を喪服として着ている点や、酒場で

村人やニックたちとの交流を避け、川や野原が広がる外の景色ばか

りに目を向けている内向的な側面が書き足されている。出版された

版のオルツ  の描写は次のとおりである。   

 

T he y [ t he  p eas an t  an d  t he  sex t on ]  s a t  do wn  a t  t h e  t ab l e  u nd e r  t he  

win do w.  T he  g i r l  ca me  in  a nd  s to od  b y  t he i r  t ab l e .  T h e  p eas a n t  

d id  no t  s ee m t o  see  h e r.  He  s a t  wi t h  h i s  h ands  o n  t he  t a b l e .  He  

wor e  h i s  o l d  a r my  c l o the s .  T he r e  we re  pa t ches  o n  t he  e l bo ws .   

“Wha t  wi l l  i t  be?”  a s ked  t h e  s ex t on .  T he  peas an t  d i d  no t  p a y  a n y 
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a t t en t i on .   ( Co mpl e t e ,  26 4)  

 

オルツが他人への興味を失くし、ウェイトレスや墓掘り男の問いか

けにも返答せず、外ばかり眺めている様が示されている。第一原稿

では荒々しい厄介者として描き出されていたオルツが第二原稿では

魂の抜けたような状態に様変わりしていることが窺える。  

第二原稿以降では、村社会におけるオルツの孤立が特徴的に描か

れており、宿主はオルツを侮蔑的に野獣 “ beas t ”  ( Co mple t e ,  26 5)  と繰

り返し呼び、牧師は嫌悪の眼差しを向け、墓掘り男は嘲笑の対象と

してオルツを見ている。一方で、村人による評判とは異なり、オル

ツが礼節をもって村人に接している点が見受けられ、貧農であるに

も関わらず、埋葬のお礼として墓掘り男に酒を振る舞おうとするオ

ルツの律儀な性質が示されている（ Comple t e ,  26 4）。さらに、埋葬場

面では、手を休めた墓掘り男に代わって、妻の墓に丁寧に土を埋め

る男の姿が描かれ、第二原稿以降、オルツの素朴で実直な人柄が垣

間見え、オルツが野獣  だとする噂が独り歩きしている可能性が示さ

れている。  

喪に服す寡黙なオルツに対して、噂好きな村人たちは不確かな情

報を吹聴してまわっている。マイラ・アームステッド（ M yra  

Ar ms t ead）は村人の品位の無さや農夫に対する偏見について指摘し

ているが、アームステッドが論じているとおり、口汚く農夫を罵

り、農夫を侮蔑対象とする村人の非礼さは目に余るものがある。小

さな閉ざされた村の住人たちの言動には排他主義的傾向が見受けら

れ、別の村に住みながらも自分たちの村の教会に属する外部者オル

ツに対して、強烈なフォビアを抱いており、外部者の存在を差別化

することで小さな村の結束を維持していると考えられる。第二原稿

以降では、オルツの野獣としての評判と実像が乖離していることか

ら、オルツの実体が空洞化され、その周囲に噂好きの村人による言

説が構築されている。   

噂話と実像の乖離は、語り手ニックがオルツとは酒場で顔を合わ
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せた程度で、人物像を全く知らず、ほとんどの情報を村人から得て

いることから生じており、こうした噂の不確かさはニックの視線が

偏ったものであることを露呈している。本作における語り手ニック

が現地のコミュニティに馴染んでいないという点や現地の方言に明

るくないという理由から、ニックの語りがあやふやで不確かなもの

であると考えられる。村人たちの差別的な発言や無責任な噂話の上

に、ニックの不確かな語りが上書きされ、野獣としてのオルツの虚

像、並びに異常性が形作られている。   

 

 

女性の遺体をめぐるテクストの空白  

 

すでに実像と乖離したまま、言説を通してオルツの異常性が形作ら

れていく点について論じたが、さらに物語解釈を深めていく上で、言

語化して語られないこと、つまりテクストに空白部が存在する点を考

察する必要がある。テクストの空白部は一つには、村人たちの語る特

殊な言語によって生み出されており、外部から来たニックやジョンの

前で損壊遺体に関して語る際に、宿主や墓掘り男は意図的に現地の

人々にしか理解できない方言を用いている。ニックとジョンが現地の

方言を理解できるかを気にかけ、宿主は  “Do  yo u  und e r s t an d  d i a l e c t ?”  

(265 )  と確認している。語り手ニックとジョンは地方言語を理解でき

ず、実際には村人たちの間で語られていた内容は「語られないこと／

秘密」として提示されている。  

さらに、村人たちは何か公言しにくいことがある場合に、視線を

交わしたり、凝視したり、表情を変える等のジェスチャーや非言語

コミュニケーション（ “ No n verba l  c o mmu nic a t i o n”）を用いて意思疎通

を図っている。非言語コミュニケーションやジェスチャーの例とし

て、牧師の行動に着目することができる。冒頭部の埋葬の場面で

は、牧師はニックとジョンに言葉を交わすこともなくおじぎをする

が、そのことで何か奇妙なことが起こっていることをニックとジョ
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ンは感じ取っている。 “ I  s a i d ,  ʻ Gr üss  Go t t , ʼ  t o  t h e  p r i e s t  a s  h e  wa l k e d  

pas t  u s  c o min g  ou t  o f  t h e  c hur ch ya rd .  T h e  p r i e s t  b owed .   ʻ I t ʼ s  f u nn y  a  

p r i e s t  n e ve r  s pea ks  t o  you , ʼ  J ohn  sa i d”  ( Co mp le t e ,  26 2) .  埋葬時に亡く

なった妻の顔を見た牧師はおじぎによってかろうじてニックとジョ

ンに挨拶を交わすが、牧師の奇妙な振る舞いは、死者に対する冒涜

を目の当たりにして、言葉を失くすほどのショックを受けると同時

に、激しい嫌悪感や憤りなど強いネガティヴな感情にとらわれてい

ることを示している。「アルプスの牧歌」においては、非言語コミュ

ニケーションは特に批判や嫌悪、他人への反論といった公言し難

い、負の感情を示す際に用いられる傾向がある。遺体を見た直後の

牧師の眼差しにも、その一例を見出すことができる。   

 

[T he  s ex t on  ex p la i ne d]  “ [ .  .  . ]  W he n  t he  p r i e s t  un co ve re d  he r  f ace  

he  a s ked  O l z ,  ʻ Did  your  wi f e  su ff e r  muc h ?ʼ  ʻ No , ʼ  s a i d  Ol z .  ʻW hen  

I  ca me  i n  t he  ho use  s he  wa s  dea d  ac ro s s  t he  bed . ʼ  “T he  p r i e s t  

l oo ked  a t  he r  a ga i n .  He  d i dnʼ t  l i ke  i t .  “ ʻ How d i d  he r  f ac e  ge t  t ha t  

wa y? ʼ  [ s a i d  t he  p r i e s t ]   “ ʻ I  do nʼ t  kn o w, ʼ  Ol z  s a i d .  “ ʻ Yo uʼ d  b e t t e r  

f i nd  o u t , ʼ  t h e  p r i e s t  s a id ,  a nd  p u t  t he  b l a n ke t  b ac k .  Ol z  d id nʼ t  s a y  

an yt h in g .  T he  p r i e s t  l oo ked  a t  h i m.  Ol z  l o o ke d  bac k  a t  t he  p r i e s t .  

[ .  .  . ] ”  （ 2 65 -6 6）   

 

損壊した遺体とオルツに向けられた眼差しは、遺体に何が起こった

のか推し量ろうとする思惑と、遺体損壊を行ったオルツに対する強

い批判と侮蔑を意味している。牧師によるオルツへの批判は言葉で

表明されることはなく、むしろ言葉で言い表すことが汚らわしいほ

どにスキャンダラスな内容であることが暗示されている。村人が暗

号のように使用する地方言語の使用によって、女性の遺体損壊に関

して秘密  がある可能性が示唆されている点はすでに指摘したが、牧

師の意味深長な振る舞いによっても、何らかの語られないことが存

在する可能性が提示されている。  
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では、遺体損壊事件をめぐるスキャンダラスな語られないことと

はどのようなものなのだろうか。妻の損壊遺体について具体的に考

察してみよう。妻の遺体を見た牧師は  “D id  yo ur  wi f e  s u ff e r  mu ch?  

[ .  .  . ]  Ho w d id  he r  f a ce  ge t  t ha t  wa y?”  ( Comple t e ,  26 5)  と問うている

が、牧師の質問の真意には、遺体の顔が安らかな表情とは程遠いほ

どに、ゆがみ、破損していることから、死に際、もしくは死後の妻

の身体に異常事態が発生したことが示されている。ジョゼフ・デフ

ァルコ（ J osep h  De F a lco）はランタンを引っ掛けることで、農夫は妻

の凍った遺体を切断したのではないかと推測している（ 2 16）。デフ

ァルコが指摘しているとおり、特に口周辺のひどい損傷が想定さ

れ、下アゴ部分はランタンを繰り返し掛けていたことによる部分的

切断とランタンの熱による皮膚の溶解と変色が考えられる。原形を

留めぬほどの破損状態に、遺体の口元に対するオルツの異常な執着

を読みとることができる。  

では、果たして本当に明かりを灯す目的のためだけに、オルツは

それほどまでに遺体の口元に執着していたのだろうか。村人たちが

言葉で表現することさえ憚られる類の事柄とは果たしてどういうも

のだろうか。テクストに敢えて空白を挿入する手法は、ヘミングウ

ェイ・テクストにおいてよく見られる描写法であり、特に性的タブ

ーの侵犯や逸脱したセクシュアリティを取り扱う際に用いられてい

る。宿主によって繰り返される獣という表現や、村人たちが暗号の

ように地方言語やジェスチャーを用いることで損壊事件の全容を隠

そうとする点などを鑑みて、遺体損壊事件が猥褻性や性的タブーの

侵犯と関連した語られないことが存在すると考えられないだろう

か。口を開けたままで凍り付いている妻の遺体と、その口元に執着

する夫オルツの異常行動からは、いわばネクロフィリア的な性的欲

望を抱いて遺体損壊を行った可能性を捨て去ることはできない。  

オルツがどのような意図をもって遺体を破損したのかということ

や、遺体に性的昂揚感を抱くネクロフィリア的な欲望を抱いていた

かは、テクストに記載されていないために定かではない。しかし、
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オルツが妻の遺体に異常に執着し、その遺体の一部を見るも無残に

破損したという点においてはネクロフィリアである可能性が読み取

れ、その執拗な異常性にはフェティシズムや性的欲望をも垣間見る

ことができる。テクストの余白が読者の解釈の幅を広げ、その欲望

を投影するスクリーンとして機能し、様々な解釈を可能にするテク

ストとなっている。牧師が遺体を見たときの過度な拒絶反応はそう

した冒涜行為への厳しい批判を暗示しているとも読みとれる。重要

な点はオルツの欲望が不確かなものであるにも関わらず、排他主義

的な村人たちによって、時に噂として、時に口にすることさえ憚ら

れるほどのスキャンダラスな「語られない秘密」として、オルツの

周囲に張り巡らされ、その言説が上書きされていく形でオルツの野

獣としての虚像や異常なセクシュアリティが構築されている点にあ

るのだ。   

 

 

損壊遺体から生み出される言説  

 

これまでに、オルツの異常性や逸脱したセクシュアリティに関す

る言説が、物語内の秘密や空白によって生み出されてきた過程を考

察してきた。「アルプスの牧歌」においては、語られていることより

も語られていないことが、  登場人物ならびに読者の創造力を書き立

てる役割を果たしているが、一章で述べたとおり、そうしたテクス

トの空白は作者ヘミングウェイが改稿の過程において、あえて挿入

したことが判明している。技巧として様々な空白や秘密が物語に組

み込まれているが、物語のまさに中心に位置する空白がオルツの妻

の損壊遺体であり、その遺体は合理的な損壊理由や破損状況が詳述

されることなく、空っぽ  な状態で提示されている。   

いわゆる氷山の理論に基づく、ミニマリスト的描写手法におい

て、死亡女性についての情報はほとんど与えられず、心臓麻痺で死

亡した簡単な経緯と埋葬時に遺体の損壊が露呈したという情報が提
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示されるのみである。実際、オルツの妻についての分析を進めてみ

たところ、人物像など女性自身についての情報はほとんど得ること

はできないが、女性の遺体に対する村人たちの反応を分析すること

で、むしろ夫であるオルツについての情報が提示されることにな

る。ある意味で、この女性の遺体は空虚なキャンバスとして、夫オ

ルツの社会的立場を投影し、その特異な表象によって、夫の周囲に

構築される秘密としての言説を生み出している。  そうした観点にお

いて、この破損した女性の遺体はオルツ像が形成されていく上で常

に陰画として機能している。  

この圧倒的な存在感を放つ凍てついた遺体は、空っぽであるがゆ

えに、人々が様々なことを噂する余地を与え、多種多様な解釈を生

み出す源泉となっており、テクスト内外において様々な言説を生み

出す素地となっている。多くを描かずに読  者に解釈を委ねるという

描写手法ゆえに、解釈を一つに収斂することが不可能となっている

と言えるのだ。ミソジニー（女性嫌悪／蔑視）的解釈においては、

妻の破壊された口元は表現手段を奪うことを意味することから妻に

対する復讐として読みとることも可能である。ただ、こうした解釈

においては、意気消沈した様で喪に服すオルツの振る舞いやその実

直な人物像を全く考慮しないことになり、物語を一面的な側面から

解釈することになる。  

一方で、妻に対する歪んだ愛情という観点から、遺体を考察する

ことで、解釈の幅の広がりを提示することができる。口元から掛け

られていたランタンには象徴的な意味合いを見出すことができ、ロ

バート・ガジュセク（ Rob er t  Ga j duse k）は妻のアゴからかけられて

いたランタンは物理的にも精神的にも孤独な農夫に「光」を灯した

と指摘している（ 8 6）。また、アド・デ・ブリース（ Ad de  Vr i e s）は

ランタンが死者の墓地や遺影の前に置かれる場合に、死者の再生／

復活の手助けをする魂を象徴すると解説している（ 38 5）。ガジュセ

クやデ・ブリースが指摘しているとおり、古来よりキリスト教にお

ける信仰心のメタファーとして葬儀の際に用いられてきたランタン
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は「光」のメタファーとして読みとることができる。  ジョセフ・フ

ローラ（ J osep h  M .  F lo r a）はオルツが妻を愛していたのは間違いない

ようだと主張しているが、非常に歪んだ形ではあるが、妻への愛情

ゆえに死後の遺体に執着し、その再生を願って口元が破損するまで

ランタンを掛け続けたという解釈もある一面では可能なのである

（ 2 08）。   

詳細が描かれていないことから、実際にどういう事情でオルツが

妻の遺体を破壊したのかは、いくら考察しても断定することはでき

ないが、妻に対する歪んだ愛情や異常性、ランタンに込められた追

悼の意など、妻の破損した遺体は夫オルツの性質や精神状態を映し

出す鏡のような存在として機能している。先の章において、「アルプ

スの牧歌」には遺体損壊をめぐる謎が存在し、  詳細があえて語られ

ていないという物語の特性から様々な言説が生み出されていること

はすでに指摘した。女性の損壊遺体はまさに謎の中心に位置し、噂

をはじめとする様々な言説を生み出す基盤となる「無」の存在とし

て描き出されている。本作は情報を最小限度に削ぎ落とすという手

法や、不確かな語りの手法によって、読者の創造力を書き立てる効

果が巧妙に図られたテクストであり、あえて謎を残すことで物語に

深みと解釈の多様性がもたらされている。   

第 6 章では、これまでにテクスト分析を半ば放棄されていた「ア

ルプスの牧歌」の原稿分析を試み、テクストの空白から生み出され

る言説、「アブジェクト」としての女性の損壊遺体表象に焦点を当て

て論を展開した。まず、原稿修正の段階でテクストがより「謎めい

たもの」へと書き換えられ、荒々しく粗野なオルツが虚ろな寡黙な

男へと書き換えられている点に着目した。遺体損壊をめぐって村人

から野獣と罵られる一方で、オルツ自身は礼節を尊び妻の死を悼む

様が見受けられ、オルツの実像と噂話が乖離している可能性を指摘

した。村人の無責任な噂話の上に、ニックの不確かな語りが上書き

され、オルツの周囲に野獣としての虚像ならびに異常性が形作られ

ている点を論じた。また、村人の非言語コミュニケーションによっ
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て、遺体損壊に関して語られないことが存在し、語られないことに

よって死体損壊事件が忌まわしいスキャンダラスなものとして提示

され、結果として、オルツの  異常性が構築されていく過程を考察し

た。最後に、「アブジェクト」としての損壊遺体は女性自身を表象す

るためではなく、空っぽなキャンバスのような役割を果たし、夫の

周囲に構築される言説ならびに多様な解釈を生み出す源泉となって

いると結論付けた。  
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第 7 章  病んだ身体―「蝶々と戦車」における空間・身体・死者の魂       

 

「蝶々と戦車」はヘミングウェイが NANA（ No r th  Ame r i can  

Ne ws pap e r  Al l i a nc e）の特派員として取材活動を行っていたスペイン

内乱時に執筆され、 1 938 年に『エスクアイア』（ Esq u i r e）で発表さ

れた後、著者の死後に『第五列と四つのスペイン内戦の物語』（ The  

F i f t h  Co l umn  an d  Fo ur  S to r i e s  o f  t h e  Sp a n i sh  Civ i l  War ,  1 96 9）におい

て出版された。本短編は内乱勃発後二年が経過した 1 93 7 年  11 月の

包囲攻撃下にあるマドリッド（ Madr i d）を舞台として、長引く戦況

下で人々の精神状態が荒廃し始め、苛立ちがピークに達している最

中に、ささいな悪ふざけによって一市民が銃殺されるという実際に

あった事件をモデルとした短編である。これまで「蝶々と戦車」は

ほとんど着目されることがなく、詳細なテクスト分析も行われてこ

なかったが、数少ない批評のうちアレン  ・ジョセフ（ Al le n  

J oseph）はヘミングウェイの描くスペイン内乱をめぐる短編の二つの

特徴を挙げている。一つには特派員や映画製作者、作家である一人

称の語り手にヘミングウェイ自身が投影されている点、もう一つに

は作品には隠しがたい政治性（腐敗政治への嫌悪感）が示されてい

ることを指摘している（ 3 14 -1 6）。  

ヘミングウェイのスペイン内乱に対する幻滅は「蝶々と戦車」を

執筆していた 193 8 年にマックスウェル・パーキンズ（ M axe l l  

Pe r k ins）に宛てた手紙の中で読みとることができ、現地では「裏切

りと腐敗が渦巻いている」  “ ca r n i va l  o f  t r eac he r y  a nd  ro t t en -n es s ”

（ 4 74）が渦巻いていると言及している。スペイン内乱下で左派を支

持しつつも、腐敗した体制に戸惑いを感じる様子が読み取れ、その

ような政治スタンスは作品にも影響を及ぼしている。本研究ではヘ

ミングウェイの政治スタンスに着目しつつ、スペイン内乱時の権力

構造の推移に関連付けて、緊迫した戦時下において悪ふざけを行っ

た結果、憲兵から反逆的とみなされ射殺される一市民フリット・キ

ング（ Fl i t  K in g）の身体がどのように表象されているのかを明らかに
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する。まず、自己管理的な近代的権力システムが人々に浸透してい

る物語空間としての酒場を分析し、次にフリット・キングの病に侵

された身体が疲弊したスペイン市民ならびに旧国家権力としてのス

ペイン王政の崩壊を暗示していることを指摘する。そして、タイト

ルでも言及されている蝶（ b u t t e r f l y）の持つ象徴性に着眼し、フリッ

ト・キングの身体が権力から除外された人々の鎮魂のメタファーや

規範からの逸脱性など、様々な意味記号を内包する可能性を読み解

く。  

 

 

自己監視的な近代的権力  

 

「蝶々と戦車」はマドリッド  のアクアリウム（ T he  Aqu ar iu m）と

いうバーでスペイン内乱時に実際に起こった市民の銃殺事件をもと

に、ヘミングウェイが小説化した短編である。物語は語り手である

外国人特派員の男性が、検閲局から宿泊先のフロリダ・ホテルヘ帰

る途中、降りだした雨をしのぐために、チコーテ・バーに立ち寄っ

たところから始まる。包囲攻撃下のマドリッドにおいて、外国人メ

ディア関係者や軍関係者が集うチコーテ・バーは特権化された場を

形成しており、語り手がチコーテ・バーのドアをくぐった瞬間から

半ば劇場化された空間においてフリット・キングをめぐる物語が幕

を開ける。ヘミングウェイ・テクストにおいて、カフェやバーとい

った公的空間は数々の物語の舞台となってきたが、それらの空間は

自己の内面と対峙する場として描き出されることが多く、同性愛な

どの秘められた欲望や、結婚や妊娠など人生における転換期の迷い

や迫りくる死に向き合う場として描き出されることが多い 1。カフェ

やバーは、人々が個々の複数性を重視し、共通性やシンパシーを見

出す、いわゆる「親密圏」と呼ばれる空間を形成することが可能な

場として描き出されている。時として、客同士もしくは客とバーテ

ンダーとの間には男同士の絆（ bro the rhoo d）が築かれる場合も見受
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けられ、非政治的なその空間はマーティン・ライト（ M ar t in  L i gh t）

が指摘しているとおり、「世俗的な聖域」  “ sec u l a r  s anc t i on”  (6 7 -8 )  

として表象されている。戦前のチコーテ・バーはバーの中でも、特

に多くの客に愛される酒場であった。  

しかし、「蝶々と戦車」を始めとするスペイン内乱に関する短編に

おいては、人々が自由に集う親密圏としてのバーが変貌を遂げたこ

とが示されている。語り手が酒場のドアをくぐると、室内はカウン

ターに近づけないほど混雑し、煙や皮のコートの匂いが充満し、歌

声で互いの声が聞こえないほどの喧騒の中、混沌とした空間が広が

っている。かつては政治性が排除され、人々の個や絆

（ br o th e rh oo d）が重視されていたチコーテ・バーだが、「蝶々と戦

車」の前作である短編「密告」（ “T h e  De nun c i a t i on ,”  1 938）において

は、もはや居心地の良い聖域としてのバーはそこにはなく、バーテ

ンダーが客であるファシストを密告する共和派の法の番人のような

役割を果たし、酒場自体が共和派のイデオロギーを強化する空間へ

と変容を遂げたことが示されている。  

ミシェル・フーコーは『監獄の誕生』において権力論を展開し、

社会の主体はイデオロギーによって外部から強制や抑圧によって統

制されるのではなく、権力が人々の意識に無意識的に浸透し、主体

の内部から自己を管理する力として作用するという自己管理的な権

カシステムについて論じた。内戦下のチコーテ・バー内部では、監

視的かつ懐疑的な人々の眼差しが網の目のように張り巡らされてお

り、フーコーが指摘するような近代的権力が人々の内面に浸透して

いる様が読みとれる。ほぼ同時期に執筆された「密告」ではチコー

テ・バーでウェイターが反対派を密告し、「蝶々と戦車」においては

検閲局で働くドイツ人が異常に他人に興味を抱き、常に信憑性のな

いゴシップをまき散らして他人の行動に監視の目を光らせており、

執拗に人の噂話ばかりしている様が描き出されている。  

 

A wa i t e r  I  kne w fo un d  a  c ha i r  f ro m a no t h e r  t a b l e  an d  I  s a t  do wn  
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wi th  a  t h i n ,  wh i t e - f a ced ,  Ad a m’s -a pp l ed  Ger ma n  I  kne w who  was  

wor k in g  a t  t he  ce nso r sh ip  a nd  t wo  o t he r  p eop l e  I  d i d  no t  kno w.  

T he  t a b l e  was  i n  t h e  mid d le  o f  t h e  r oo m a  l i t t l e  o n  yo ur  r i gh t  a s  

you  go  i n .  […]  T h i s  Ger ma n  was  a  ve r y  s t r an ge  Ge r man  in dee d  

and  n one  o f  t he  go od  Ger man s  l i ke d  h i m.  He  l i ved  un de r  t h e  

de lu s io n  t ha t  he  c ou l d  p l a y  t h e  p i an o ,  b u t  i f  yo u  kep t  h i m a wa y  

f ro m p i an os  h e  was  a l l  r i gh t  un l e s s  h e  wa s  e xpo se d  t o  l i qu or,  o r  

t he  op por t un i t y  t o  go ss ip ,  a nd  n ob od y  had  e ven  be en  ab l e  t o  ke ep  

h i m a wa y  f ro m th ose  two  th in gs  ye t .  Gos s ip  was  t he  bes t  t h in g  he  

d id  an d  he  a l wa ys  kn ew so me th i n g  ne w  a n d  h i gh l y  d i s c r e d i t ab l e  

abo u t  an yon e  yo u  c o u ld  men t i on  i n  Ma dr i d ,  Va le nc i a ,  Ba rce l o na ,  

and  o t he r  p o l i t i c a l  c en t e r s .   ( “ Bu t t e r f l y”  i n  C omple t e ,  4 29 )  

 

「蝶々と戦車」においては、混み合った店内で、ほとんどの客が

揃いの皮のコートを着用しているが、そうした皮のコートは左派の

政治信条を示す記号として機能し、イデオロギーを可視化した者の

みがその場に存在する権利を持つという排他性を示唆している。さ

らに、語り手自身も常に周囲を見回し人々を観察している様子が窺

える。  

    

T he  p l ace  was  r e a l l y  pac ked  a nd  e ve r ybo d y  was  ve r y  j o l l y ;  ma ybe  

ge t t i n g  j us t  a  l i t t l e  b i t  t o o  j o l l y  f r o m t he  ne wl y  mad e  Ca t a l an  

l i qu or  mo s t  o f  t he m wer e  d r in k in g .  A c ou p le  o f  pe op l e  I  d i d  n o t  

kno w s l a pp ed  me  on  t he  bac k  an d  wh en  th e  g i r l  a t  o u r  t ab l e  s a i d  

so meth in g  t o  me ,  I  c ou ld n’t  h ea r  i t  an d  s a id ,  “ Sur e . ”  

 S he  [ Ger man  wi f e ]  was  p re t t y  t e r r i b l e  l o o kin g  no w I  ha d  

s top ped  l oo k in g  a r ou nd  an d  wa s  l oo k in g  a t  o u r  t ab l e ;  r e a l l y  p r e t t y  

t e r r i b l e .  Bu t  i t  t u rn e d  o u t ,  wh en  the  wa i t e r  c a me ,  t h a t  wha t  sh e  

had  a s ke d  me  was  t o  ha ve  a  d r in k .  T he  f e l l ow  wi th  h e r  wa s  no t  

ve r y  fo rce f u l  l oo k in g  bu t  s he  was  fo r ce f u l  en ou gh  fo r  b o th  o f  
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t he m.  S he  ha d  on e  o f  t h ose  s t r on g ,  s e mi -c l a s s i c a l  f ace s  a nd  wa s  

bu i l t  l i ke  a  l i on  t a me r ;  a nd  t he  b o y  wi th  h e r  l oo ked  a s  t h ou gh  he  

ou gh t  t o  be  wea r i n g  an  o ld  sc ho o l  t i e .  He  wasn ’t  t ho u gh .  He  was  

wea r in g  a  l e a the r  c o a t  j u s t  l i ke  a l l  t h e  r e s t  o f  u s .  On l y  i t  was n’t  

we t  be ca use  t h e y  ha d  be en  t he re  s i n ce  be f o re  t he  r a i n  s t a r t ed .  She  

had  o n  a  l e a th e r  coa t  t o o  a nd  i t  was  bec o min g  to  t he  s o r t  o f  f ace  

she  ha d .  ( “ Bu t t e r f l y”  i n  Comple t e ,  4 31 -2 )  

 

バー空間はもはや人々が個を尊重し合い、近代権力から解放された

空間ではなく、互いが互いを監視し合う緊張感の漂う監獄のような

「監視空間」へと変貌を遂げたことが読みとれる。  

このように「聖域」から「監視空間」へと変貌を遂げたチコー

テ・バーには揃いも揃って奇妙で不快感を与える客ばかりが登場

し、会話の多くはかみ合わないまま物語が進行する。特に周囲の人

の行動を執拗に監視するドイツ人の夫妻についての描写は痛烈なカ

リカチュアとなっており、猛獣使いのような高圧的な妻と、子供じ

みた風貌の夫が奇妙な行動を繰り返す様が描き出されている。猛獣

使いのような女性は看護師の訓練を受けているが、噴霧器（ f l i t -

gun）を持つ男が死亡しているかどうかの分別もつかず、応急処置を

施そうとして無能さを露呈し、その夫は警察の取り調べを待つ間に

身分証明書を紛失したり見つけたりを繰り返し、冷や汗で髪が濡れ

て巻き毛になり顔は赤らみ、次第に時間を遡るかのように十歳近く

も若返ってしまうのである。  

 

 T he  hu sba nd  lo s t  a n d  f oun d  h i s  p ape r s  s e ve ra l  t i mes  wi th  

ne r vou sne ss .  He  ha d  a  s a f e  co nd uc t  pas s  s o mewher e  bu t  he  h ad  

mi s l a id  i t  i n  a  po c ke t  an d  he  ke p t  on  se a r ch in g  and  p e r s p i r i n g  un t i l  

he  f ou nd  i t .  T h en  he  wo u ld  p u t  i t  i n  a  d i f f e r en t  p oc ke t  an d  ha ve  t o  

go  sea r ch i n g  a ga in .  He  pe r sp i r ed  h ea vi l y  wh i l e  d o in g  t h i s  an d  i t  

ma de  h i s  h a i r  ve r y  c u r l y  an d  h i s  f a ce  r ed .  He  n ow l oo ked  a s  t hou gh  
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he  sho u ld  h a ve  n o t  o n l y  an  o l d  sch oo l  t i e  bu t  on e  o f  t ho se  l i t t l e  

caps  b o ys  i n  t he  l o wer  f o r ms  wear.  You  h a ve  he a rd  h ow e ve n t s  a ge  

peo p le .  Wel l ,  t h i s  sh oo t i n g  ha d  ma de  h i m  lo o k  ab ou t  t e n  yea r s  

you n ger.  ( “ Bu t t e r f l y”  i n  Comple t e ,  4 35 )  

 

ヘミングウェイは監視空間と化したチコーテ・バーとそこに集う

奇妙にデフォルメされたメディア関係者ならびに、警察組織の腐敗

や機能不全を描き出すことで、戦時下における不条理な混乱した世

界観を描き出そうとしたと考えられる。一連のチコーテ・バーの描

写は非政治的な憩いの場としてのバーが姿を消し、近代的な監視権

力のはびこる全体主義的空間へと姿を変えてしまったことへの失望

を示唆し、形骸化した左派権力の横暴を暴くものとなっている。  

 

 

逸脱性を刻みこまれた身体  

 

このような不条理な空間に突如として害虫駆除用の噴霧器を持つ

一人の中年の男が乱入し、バーテンダーや店内にいる人々にコロン

を噴きつけ、人々の笑いと同時に怒りをも引き起こし、結果として

銃弾を浴びて絶命するという事件が起こる。この不可解な行動を取

る男はまさに物語の中心に位置する人物であり、男の身体には一般

市民の衣服（他の客はみな揃いの皮の衣服を身に着けている）、肺

病、秩序の侵犯、狂乱、混沌、道化といった様々な逸脱の記号が書

き込まれている。のちに男の同僚への事情聴取によって噴霧器は結

婚式の余興のために購入したものであることが明かされ、男の常軌

を逸した振る舞いは他愛ない平凡な一市民の戯れにすぎなかったの

だとバーテンダーは説明する。しかし、男の身体に記された逸脱の

記号を詳細に読みとることで、男の振る舞いが単なる悪ふざけでは

ないことが示唆されている。  

まず、この男は一体何者なのだろうか。事件後、バーテンダーは
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この男が家具職人であると説明するが、男が置かれている貧しい環

境はその着衣から推し量ることができる。  

 

“Wi th  h i s  sh i r t  r i ppe d  o pe n  yo u  c ou l d  see  t he  f l i t  k i n g  h ad  no  

und e r s h i r t  an d  t he  so l e s  o f  h i s  sh oes  wer e  wo rn  t h ro u gh .   He  

l oo ked  ve r y  s ma l l  a n d  p i t i f u l  l y in g  t h e re  on  t he  f l o o r. ”   

( 433 ,  e mp has i s  mi ne )   

 

フリット・キングは下着を身につけず、靴底が完全にすり切れた靴

を履き、とても哀れな様子で床に横たわっている。フリット・キン

グの事件はヘミングウェイの戯曲  『第五列』（ The  F i f t h  

Co l u mn , 19 38）でも描かれており、戦争記者であるドロシー・ブリッ

ジズ（ Dor o th y  Br i d ges）が、ことさらこの労働者の貧しい身なりに

ついて言及している。  

 

[Do ro t h y  sa ys ]  “ A man  wa s  sho t  t he  o th e r  n i gh t  i n  Ch ic o t e ’s .   

[…]   J u s t  a  p oor  ma n  wh o  wa s  s qu i r t i n g  e ve r yo ne  wi t h  a  f l i t  gun  

[…,  an d]  so me on e  t o o k o f f en se  an d  s ho t  h i m.   […]   [He]  ha d  

such  d i r t y  h ose  a nd  h i s  s hoe s  wer e  co mp le t e l y  worn  t h rou gh  o n  

t he  bo t t o ms  an d  he  h ad  no  u nde r sh i r t  a t  a l l . ”   ( 2 2 -2 3)   

 

こうした描写はこの男が貧困にあえぐ労働者階級に属していること

を示している。「蝶々と戦車」の冒頭部では長引く戦火の中、食料物

資の不足によって人々が我慢の限界に達していることが明記されて

おり、この男もまた苦境に晒されている市民の一人だと考察でき

る。  

 

I t  was  t h e  s eco nd  wi n t e r  o f  sh e l l i n g  i n  t h e  s i e ge  o f  Ma dr id  a n d  

e ve r y th i n g  was  sh or t  i nc l ud i n g  t o bac co  a nd  pe op le ’s  t e mpe r s  and  

you  were  a  l i t t l e  hun gr y  a l l  t he  t i me  a nd  wo u ld  b eco me  s ud de n l y  
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and  u nrea so nab l y  i r r i t a t ed  a t  t h i n gs  you  c ou ld  d o  no t h in g  ab ou t  

such  a s  t he  wea th e r.   ( “ Bu t t e r f l y”  i n  Comple t e ,  42 9)  

 

こうした貧しい市民に対して、チコーテ・バーに集う人々は特権

性を持つ立場であることが示唆されている。チコーテ・バーに集う

外国人メディア関係者、ならびに軍関係者は戦時下の食糧難にも関

わらず、新たに入手したカタルーニャ地方の酒に酔いしれ、陽気な

盛り上がりを見せている。特権性を持つ人々の姿は「密告」におい

ても描写されており、語り手の男性がアメリカ大使館からの連絡を

受けて 4 . 5 キロほどの新鮮な肉を受け取りに行き、その肉が雑誌『ス

パー』（ Sp ur）が入っていた封筒にくるまれている様が記述されてい

る。ケネス・ジョンストン（ Ken ne th  J o hns to n）は、当時の『スパ

ー』には高価な乗馬用の服を身につけた男女の写真や、ポロやテニ

ス、ゴルフやヨットに関する記事が掲載されていたことから、特権

階級の人々が読む雑誌であったと指摘している（ 26 3）。スペインの

富裕層の多くは右派であるフランコ政権を支持していたが、左派で

ある共和派内部においても明白な階級・経済格差が生じていたと考

えられる。  

フリット・キングが亡くなった後、その妻には犯人の名前が告げ

られない可能性があると語り手は示唆しているが、共和派の大義の

下、夫の死の真相を知ることもできない貧しい労働者の弱い立場を

示している。特権性を持つ人々に対して、貧しい労働者がどのよう

な感情を抱いていたかは描写されてはいないが、アリやハエ、ゴキ

ブリなどの害虫駆除の用途で用いられる噴霧器によって、チコー

テ・バーの客やバーテンダーにコロンをまき散らす男の振る舞いは

単なる酔っ払いの戯れとしてすますことはできない。複数の男に殴

られても再び噴霧器を手にバーに入って来た男には執念すら感じら

れ、特権性を持つ人々への憤りや長引く戦争への不満など抑えよう

のない感情の爆発を読みとることができる。  

このような貧しい労働者階級の男性の身体には、貧しさや差別を
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暗示する病のメタファーが書き加えられている。テクストでは異常

に白い男の肌について、繰り返し記述されている。 “He  had  t h e  f l i t  

gun  a ga in  a nd  a s  h e  pus hed ,  wi l d -e ye d  a n d  whi t e - f a ced ,  i n t o  t he  r oo m h e  

ma de  on e  gen e ra l ,  un a i med ,  c ha l l en g in g  s qu i r t  wi th  i t ,  h o ld i n g  i t  t o ward  

t he  who le  c o mpa n y”  (431 ) .  あまりの血色の悪さ故に、蝋人形のような

風貌をしている点も記されている。  “ […]  f l i t  k in g ,  wh o  l a y  on  t h e  

f l oo r  l o o ki n g  l i ke  a  g r e y  wax  c a r i ca tu re  o f  h i mse l f ,  wi t h  g r e y  wax  ha nd s  

and  a  gr e y  wax  f ac e  […]”  (43 3 ,  e mp ha s i s  mine ) .  肌の白さについて繰り

返し言及され、肺の弱さから軍隊を除隊したことがテクストには次

のように記されている。 “ I t  s e e ms  he  [ f l i t  k i n g ]  was  f e eb l e  o f  t he  ch es t .  

… He  fo u gh t  i n  t he  f i r s t  da ys  o f  t he  mo ve me nt .   T h e y  sa i d  he  fou gh t  i n  

t he  S i e r r a  bu t  h e  wa s  t o o  wea k  in  t he  c hes t  t o  co n t i nue .”  [ t h e  ma na ge r  

s a id ]  (4 34) . 男の肺が疾患によって弱っていたことが明示されてい

る。では、男の患っていた肺病とは具体的にどういったものだった

のだろうか。  

その可能性の一つとして、結核を指摘することができる。 1 944 年

に抗生物質ストレプトマイシンが発見されるまで、ほぼ不治に近い

病であった結核は、白さといった色のイメージと関連付けられるこ

とが多く、白い疫病（ whi t e  p l a gue）や白い腫れ（ whi t e  swe l l i n g）と

呼ばれ、患者の蒼白な肌の色は結核の目立った特徴の一つだとみな

されていた（福田  178 -7 9）。繰り返されるフリット・キングの不健

康な肌の白さ、さらに徐々に肺が衰弱していき除隊しなければなら

ないほど重症化する重篤な肺疾患であるという特徴からも、当時の

不治の病であった結核を疑う根拠の一つである。結核は咳や熱など

の症状に加えて、躁鬱の精神状態を揺れ動く病気であるとされ、熱

病的な快活さや情熱的な諦めなどが交互に現れ出ることがあり、そ

の治療としてはアヘンなどの麻薬が用いられることは珍しくなかっ

た（ S on t a g  1 3 -1 4）。店員は男の通常ではない精神的な高揚感と病を

関連付けており、「あれは、胸の弱い人間が酒に酔っ払った陽気さだ

ったのです」 “T h i s  i s  t h e  ga i e t y  o f  d r i n ki n g  wi t h  a  we a kness  o f  t h e  
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ches t ”  ( 43 5)  と説明している。肺病が一過性のものではなく、精神状

態にも影響を及ぼすほどの重篤な病であったことが窺え、さらに男

の素性をあまり知らない店員でさえも、男がひどい肺病を患ってい

ることが推測できるほどに、男の概観には深刻な肺病の影が刻みこ

まれていたと考えられる。こうしたことから、この男が結核を患っ

ていた可能性が高いと考察できるのだ。  

では、噴霧器を持つ男が結核に侵されている可能性を示唆するこ

とで、テクストにどういった効果がもたらされるのだろうか。そも

そも、結核という病は様々なメタファーを生み出してきた病であ

り、イギリスやフランスなどの北ヨーロッパでは結核がロマン化さ

れ、上流階級や才能ある者の病気といったイメージが流布してい

た。一方で、スペインやイタリアなどの南ヨーロッパでは十八世紀

末の早い時期から恐ろしい伝染病として忌み嫌われ、結核患者の衣

服や寝具は焼却処分とされ、肺病患者は公の機関に届け出なければ

ならず、結果として患者は厳しい差別の対象となっていた（福田  

93 -9 9）。また結核の蔓延に伴って、十九世紀半ばごろには結核は貧

しい衣服、痩せた身体、栄養不足、ひどい衛生設備など、貧困と零

落ゆえの病気というイメージもつきまとうようになっていた（ S on ta g  

16 -1 7）。  

噴霧器を持つ労働者の衣服には貧困や「階級差別」という負の記

号が刻み込まれており、そこに結核を暗示させる肺病由来の白さと

いう記号が書き加えられることによって、一市民が置かれている脆

弱な立場がより一層強調されると言えるだろう。スーザン・ソンタ

グ（ S usa n  So n ta g）によれば、古来、病気は社会が腐敗し不正を行っ

ていることを告発する隠喩として活用されてきたという。こうした

観点から、この結核に侵された貧しい労働者の身体は男個人の苦境

を示しているだけではなく、二年の内戦で傷ついたスペイン市民

や、腐敗や密告に満ちた病んだスペイン国家そのものを暗示してい

るとみなすことができる。さらに、王（ ki n g）と揶揄されるこの労働

者の病んだ身体とその唐突な死は、 1 931 年に共和派の自治体選挙勝
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利を受けて終焉を迎えたスペイン王政の末路をも暗示している。肺

病を患うフリット・キングの身体は苦境にあえぐ市民の存在を告発

すると同時に、支配体制や権力システムの変動により、半ば機能不

全の状態の疲弊したスペインの惨状を風刺的に描き出していると考

えられるのだ。  

 

 

死者の魂としての蝶  

 

これまでに、「蝶々の戦車」においては戦場下の不条理な空間とし

てバーが描き出されており、バーに乱入してきた男の身体には貧困

や病、「疲弊したスペイン国家」といった負の記号が記されているこ

とについて論じてきた。「蝶々と戦車」の解釈が難しいのは、フリッ

ト・キングの身体表象の特性は、記号が幾重にも重層的に組み込ま

れている点にある。スペイン内乱末期に互いが互いを監視するかの

ような検閲や密告が横行する中、左派を揶揄する政治的な作品を描

くことが困難であったことを考慮すると、テクストの解釈を阻むよ

うなフリット・キングの重層的な表象は一つにはテクストの政治性

を覆い隠し検閲を逃れることを目的としていたと考察することがで

きるだろう。敢えて作品解釈を阻むかのように、重層的に記号化さ

れて描き出されたフリット・キングの身体だが、物語の終盤では、

その身体表象には貧困や病、「疲弊したスペイン国家」といった負の

記号に加えて、キングが射殺された後、酒場のマネージャーによっ

て唐突に蝶という謎めいた記号が付加されるようになる。  

では、謎めいた蝶のモチーフにはどのような意味が込められてい

るのだろか。「蝶々と戦車」における蝶というメタファーが意味する

ところは大きく分けて二つの意味が込められていると考えられ、一

つには秩序を乱す境界侵犯性を包含する道化的な意味合い、もう一

つには亡くなった市民への鎮魂の意を汲み取ることができる。道化

としてのニュアンスは男の振る舞いから読みとることができ、噴霧
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器を手に持ちフワフワとテーブルからテーブルへとおどけながら歩

き回る男はさながら蝶のようであり、人々の冷笑を誘う様はまさに

道化そのものである。そもそも道化は秩序と混乱、正気と狂気の狭

間に位置し、その愚行によって祝祭空間を生み出す存在であり、社

会秩序を攪乱する境界越境／侵犯性を特性とする。  

こうした道化性はフリット・キングのジェンダー・パフォーマン

スにも影響を及ぼしており、女性性を暗示する蝶に例えられる道化

フリット・キングにはジェンダーの不安定性／越境性を見出すこと

ができる。この男の過度に白い肌は他のヘミングウェイ・テクスト

でも散見されるように、同性愛傾向を暗示するものだと考察でき

る。そもそも  “ f l i t ”  という表現は本作が執筆される少し前（ 1 935 年

頃）には俗語で女性っぽく振る舞う男性同性愛者（ an  e ff e min a t e  

ho mo sex ua l  ma le）という意味合いで使用され始めていた 2。こうした

観点から、男が性器を連想させる細長い噴霧器でコロンを軍人に吹

きかけて回るという行為は、男性同性愛者による射精を連想させる

悪ふざけであったと考察できる。女性性を内包する道化としてのフ

リット・キングだが、結婚式の余興という祝祭空間においては許容

される無礼講が戦時下という非常事態においては笑いとしては捉え

られることはなく、秩序を瓦解させる反体制的な行動としてみなさ

れ射殺される悲劇が生じたと考えられる。  

女性性やホモセクシュアリティを示唆する道化として表象されて

いる男の身体は、社会集団における異質なもの／逸脱したものとし

て描き出されている。この男が排除される経緯を考察する上で、ク

リステヴァの主張する「アブジェクト」や「アブジェクシオン」を

援用することができる（「アブジェクシオン」については序章参

照）。病に侵され、同性愛的な振る舞いをする男の身体は、その逸脱

性によって「おぞましきもの」として象徴されていると考えられ、

全体主義が流布する戦時下において、秩序を乱す存在として射殺／

棄却することで社会統制が図られようとしていることが読みとれる

だろう。  
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では、蝶のメタファーが内包する、もう一つ重要な意味合いとは

どういったものだろうか。ジェイムズ・ホール（ J a me s  Ha l l）による

と、古代ではさなぎから出てくる蝶のイメージは死者の身体から離

脱する魂を表すと考えられており、キリスト教芸術においては蝶は

復活した人間の魂（ r e su r r ec t e d  hu ma n  so u l）を意味し、芋虫の状態か

らさなぎになり蝶へと変化するライフサイクルは人間の人生と死と

復活を象徴している。こうした観点から本作を解釈すると、蝶とい

う表現は射殺されたフリット・キングの死体から離脱した魂、なら

びにスペイン内乱の犠牲となった多くの市民の魂を表すメタファー

であると考えられ、「蝶々と戦車」というタイトルは戦争によって無

残な死を遂げた人々への追悼の意味合いを包含すると考察できる。

「蝶々と戦車」は単に酔っぱらった市民がバーに乱入し、軍人の怒

りを買って射殺されたというシンプルな物語ではなく、不正の横行

する組織への批判、長引く内戦で心身ともに疲弊した貧しい労働者

の苦しみや怒り嘆きなどが暗示されている。ヘミングウェイはスペ

イン内乱の取材活動において、左派である共和派を支持しつつも、

その腐敗した組織に疑問を抱き、内戦の犠牲となった一般市民に心

を寄せて実状を描きだそうと試みたと読みとれる。  

本研究では、ヘミングウェイの政治スタンスに着目し、物語空間

と中心登場人物であるフリット・キングの表象分析を行った。チコ

ーテ・バーはかつて男同士の絆が築かれる非政治的な聖域であった

にも関わらず、厳しい戦時下において左派のイデオロギーを強化す

るかのような監視空間に変貌を遂げたことが記されている。不条理

なバー空間で描き出されるメディア関係者たちは一様に風変りであ

り、腐敗が進む警察組織はうまく機能しておらず、戦時下の混乱し

た不条理性が描き出されている。フリット・キングの身体表象につ

いては、長引く戦火で苦しむ市民の貧困や貧しさと差別の差異記号

としての病の記号を読みとることができ、そうした身体表象は内乱

によって疲弊したスペイン国家そのものを暗示している。さらに、

フリット・キングが死者から離脱した魂を象徴する蝶として表象さ
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れることで、その身体にはスペイン内乱で亡くなった市民の魂とい

う記号が書き込まれていると読みとれる。  

「蝶々と戦車」には、スペイン内乱に関するヘミングウェイの政

治スタンスが示唆されているが、そうした政治性は決してプロパガ

ンダ的なものではない。ライトが指摘しているとおり、ヘミングウ

ェイは共和派を支持しつつも、スペイン内乱をめぐる短編を執筆す

る上でどちらかの政権を擁護したり批判しようとしたりしたわけで

ない（ 6 6）。人々の絆や心地よい空間など、スペイン内乱によって破

壊されてしまったものを嘆き、腐敗の進む社会体制に嫌悪感を抱

き、それらの事実を読者に伝えようと試みたと考えられる。物言わ

ぬフリット・キングの逸脱した身体は、幾重にも記号が書き込まれ

ているが故にこれまでに読者の解釈を阻んできたが、作者ヘミング

ウェイの戦時下の全体主義的傾向への反抗意識や規範的なものへの

抵抗が秘められている。些細な悪ふざけをしたフリット・キングが

嫌悪／殺害された理由としては、反体制的な振る舞いだと受け止め

られたこと以外には、その病の身体が人々への伝染性を持つ可能性

があることや、フリット・キングが振り回していた噴霧器から出る

コロンに性的な意味合い（射精のイメージ）を見出す人々が同性愛

的振る舞いを示すフリット・キングに対するホモフォビアを抱いて

いたことを指摘できる。病や同性愛者として見られるかもしれない

という、自らに降りかかる可能性のある恐怖を打ち消すために「ア

ブジェクト」としてフリット・キングを射殺／棄却したと読み取る

ことができるのだ。  

  



108 

 

第 8 章  『エデンの園』における身体変容  

 

ヘミングウェイの遺作『エデンの園』は 19 86 年の出版直後から、

ジェンダーやセクシュアリティに関する多くの議論を巻き起こして

きた。フランスの小さな漁村ル・グロドゥ・ロワ（ Le  Gra u  du  Ro i）

を舞台とするこの物語では、女性主人公キャサリン・ボーンと作家

である夫デヴィッド・ボーン（ Da vi d  Bor ne）がひたすら快楽を求め

て酒を飲み、海で日焼けし、髪を染め、性行為では男女の役割交換

を行い、マリータを交えてバイセクシュアルな同性愛的戯れに興じ

ている 1。キャサリンは身体を変容させる行為に熱中しており、金色

に染めた髪をイートン校に通う男の子のように短く刈りあげ、「肌の

色を白人に見えないほど黒くするという行為、漁師のシャツや男性

用のスラックスなどの異装を身にまとう行為にのめり込んでいく。

ケネディ図書館に保管されている未発表原稿にはパリのロダン美術

館の「変身」（ meta mo rph os i s）像から、キャサリンがインスピレーシ

ョンを得て身体変容に着手したことが示されている。  

カムリとスコールズの解説によると「変身」像は抱擁し合う一組

のカップルを表したものだが、その二人の性別は明らかにされては

いない（ 2 15）。カップルの一人は少年でありながら女性らしい胸の

ふくらみを有し、まさに女性から男性へと変容する瞬間が示されて

いる。この身体変容のモチーフはギリシア神話に由来すると考えら

れており、「女」に生まれながら「男」として育ち、女性との同性愛

を経験した後に、その女性との結婚前夜に男性へと身体変容を遂げ

るアイフィス（ Ip h i s）だとみなされる。アイフィスは「男」でも

「女」でもなく、セックスの二元論を脱構築する存在であり、さら

に女性同士の恋愛という観点からは異性愛に収斂することのないセ

クシュアリティが示している 2。  つまり、属性や身振り、欲望の間

の首尾一貫しない中心点としてその身体が表現されている。  

ロダンの彫像に触発されたキャサリンは、自身の身体改造に着手

し始め、漁師のシャツと短パンを身につけ、日焼けを繰り返し、デ
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ィグィッドと同じ髪型にすることに固執し、髪を脱色するようにな

る。  キャサリンは「女」や「女らしさ」といった既存のジェンダ

ー・コードを侵犯することに取り憑かれており、デブラ・モデルモ

グが指摘している通り、その欲望は特に「性別」と「強制的異性

愛」そして「異人種混交」の法を犯すことに集中している（ 6 0）。   

長い髪や白い肌、スカートなどのいわゆる「女らしさ」は社会規

範を形作る作用として、ジェンダー関係を再生産する機能を果たし

ているのに対し、キャサリンは断髪、日焼け、異装などの当時の性

規範に反したパフォーマンスを行うことで、日常行為の中で、繰り

返し反復される「男」や「女」というジェンダーやセクシュアリテ

ィなどの了解された概念を脱自然化していくことになる。キャシ

ー・ウィリンガム（ Kat h y  Wi l l i n gha m）はキャサリンの身体変容につ

いて、次のように指摘している。   

 

T hrou gho u t  t he  n o ve l  Ca th e r ine  s t ru gg le s  he r o i c a l l y  t o  l e g i t i m ize  

he r  c r ea t i v i t y,  a nd  sh e  d oes  s o  b y  us i n g  h e r  p h ys i ca l  b od y… .   

Ca t he r i ne  c r ea t e s  a  t ex t ,  n o t  wi t h  l an gua g e ,  bu t  wi th  h e r  bo d y.  

(294 -9 5)  

 

つまり、デヴィッドが作家として「言語」や「文字」といった男根

中心的な血を自己表現の手段として用いる一方で、身体変容を繰り

返すことで、芸術性の表現の場を模索するキャサリンはエクリチュ

ール・フェミニンが提唱したように、テクスト化した自らの身体を

通して創造性の追求を行っている。  

 これまでの先行研究では、『エデンの園』のモデルとされたヘミン

グウェイと二番目の妻ポーリーンの結婚生活にまつわる伝記的視点

からの分析や、編者トム・ジェンクス（ To m J en ks）の編纂方法、す

でに削除されてしまった箇所（バーバラとニック夫妻の描写など）

についての分析に多くの労力が費やされてきた。特にジェンクスが

どのような意図で編集を行ったのかということが議論の的となって
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おり、モデルモグは白人異性愛者というヘミングウェイの商品イメ

ージに基づいて不適切な箇所が削除されたと主張し、エビイはアフ

リカに関する描写や人種性の大部分が削除されたと指摘している。

また、カムリとスコールズは大幅に原稿を削除することによって、

マリータをより異性愛規範に則って正常に描き出そうとしていたと

論じている。  

第 8 章においては、まず出版された『エデンの園』において身体

変容を繰り返し、最終的には「アブジェクト」として棄却されるキ

ャサリンの身体を分析することで編者の編集意図を探る。その後、

オリジナル原稿から削除されたプロットの内容から、削除した目的

や原稿を「アブジェクト」として削除することでもたらされる効果

について考察する。  

 

 

人種性とセクシュアリティ―プリミティヴへの憧憬  

 

 性規範を侵犯する行為を繰り返すキャサリンとデヴィッドを通し

て、彼らの身体変容が具体的にどういったものであり、その身体変

容が何を意味するのかという点から分析を進める。まず、キャサリ

ンの身体変容を分析する上で、「プリミティヴな存在への憧憬」が重

要なモチーフとなっている点に着目する。『エデンの園』では、夫デ

ヴィッドが幼いころ、アフリカで父親と原住民たちと象狩りを行っ

たイニシエーション物語がメタフィクションとして挿入されている

が、そうしたデヴィッドの過去の記憶に呼応するかのように、キャ

サリンはこれまでに目にしたことのない「プリミティヴ」な存在を

自らの理想に基づいてイメージ化し、憧れを抱き、失われた起源や

アイデンティティとしてそれらの模倣を試みる。  

 キャサリンの身体変容手段の一つである「日焼け」は自らの身体

を有色人種化する行為である。キャサリンは有色人種への執拗なこ

だわりを次のように口にしている。  “ I  l o ve  you  an d  when  we  go  t o  
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Afr i c a  I ’ l l  be  yo ur  Af r i can  g i r l  t oo  (2 9 ) . ”   “…  I  w i sh  I  ha d  so me  In d i a n  

b loo d .   I ’ m go in g  t o  be  d a r k  you  won ’t  b e  a b l e  t o  s t a nd  i t  ( 31 ) . ”   エビ

イは『エデンの園』の未発表原稿と出版されたテクストを比較し、

次のとおり論じている。  

 

T he  s k i l l f u l l y  b u t  r a d i ca l l y  ed i t ed  ve r s io n  o f  t he  no ve l  p ub l i s hed  

b y  Sc r ibe r ’s  i n  1 98 6  mut es  He min gwa y’s  con ce rn  wi th  r a ce  

cons ide r ab l y,  b u t  t he  co nce r n  i s  ha r d l y  s u b t l e  i n  t he  o r i g i na l .   

T hrou gho u t  t he  ma nu sc r ip t s ,  Ca th e r in e  s e e ms  d es pe ra t e l y  

con ce rn ed  wi th  be i n g  “d a r k  en ou gh  n o t  t o  be  wh i t e . ”   

(KL/E H 4 22  1 ,  4 3  1 )  (Eb y  10 1)  

 

削除された原稿では人種越境が『エデンの園』の主要なモチーフの

一つであったことが窺える。キャサリンはデヴィッドが滞在してい

たアフリカの大地とその土着の人々へ憧れをいだくと同時に、非西

洋の土地や人々をプリミティヴ化し、さらに他者化し続けている。  

フランスの小さな漁村ル・グロ・デュ・ロワやカンヌでは、過度

に日焼けし、有色人種を模倣するキャサリンの身体は異常な黒さと

いう異質性ゆえにプリミティヴなイメージを賦与されることにな

る。キャサリン自身は日焼けを繰り返すことであたかも洋服を着る

かのごとく、実際のコンテクストとは引き離された有色の人種性を

身に帯びようとしている。キャサリンの理想とする「ネイティヴ」

なるものは地理的にはどこにも存在しないイメージであり、白人で

あるキャサリンが生み出した虚像でしかない。レイ・チョウ（ Ra y  

Ch ow）は「ネイティヴ」や他者という概念の見直しを図り、「ネイテ

ィヴ」な存在が帝国主義や資本主義といった秩序のもと、歪められ

たイメージとして表象され続けていると指摘している。キャサリン

の身体変容はこうした創造されたイメージの模傲にすぎず、それら

は彼女自身の人種差別的なイデオロギーを反映したものである。   
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こうした起源なき模倣の裏には、いったいどのような意図が秘め

られているのだろうか。有色の人種性を帯びたいと願うキャサリン

の行動は最初のアフリカ人の恋人 3 の姿を追い求めて続けるデヴィッ

ドの欲望を反映したものである。キャサリンの黒い肌への固執は、

プリミティヴィズムに基づく性的官能性への強い憧僚を示してい

る。ヘミングウェイ・テクストにおいて、「肌の色」は登場人物のセ

クシュアリティを分析する上で重要な意味合いを持つ。『ニック・ア

ダムズ物語』に登場するインディアンの少女の浅黒い「脚」は局所

的にエロス化され、「最後の良き故郷」の兄に近親相姦的な思いを寄

せ、奇妙な官能性を示す短髪の日焼けした少女リトレスはボルネオ

の原住民のようだと記されている。  

他のヘミングウェイ・テクストでは日に焼けた肌が同性愛を暗示

する場合も多くみられる。「簡単な質問」（ “A S i mple  E nq u i r y, ”  19 27）

では、同性愛者である少佐が日焼けの時に執拗に油を塗り込む描写

がなされ、「海の変容」では、レズビアンの恋人のもとへ去る女性と

ホモセクシュアルな欲望に日覚めるフィル（ P hi l）が場違いなほどに

日焼けしている。ヘミングウェイ・テクストにおいては、肌の黒さ

は性的逸脱性のイメージを内包していると言える。キャサリンは日

焼けによって肌を変容させることで、自らの身体を異人種のイメー

ジに近づけ、倒錯的かつ官能的なイメージを増大させようと試みて

いる。  

『エデンの園』における人種性と同性愛に関する描写は、出版原

稿から削除されたニックの描写に顕著に表れている。ニックは髪を

妻のバーバラと同じように肩まで長く伸ばしており、その日焼けし

た風貌は「傭兵」 “ a  c ond o t t i e r e”  [KL 4 22]、「マレー人やインド人水

夫」 “ Las ca r”  [KL 42 2]、「居留地のアメリカ先住民」 “Rese r va t i o n  

In d i a n”  [KL 42 2]  に似ていると言及されている。長い髪に有色人種を

思わせるニックは女性化されて描かれており、自分がホモセクシュ

アルに見えるのではないかと周囲の目を気にしており、肌の黒さに
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表出される異人種性が性規範から逸脱したセクシュアリティを暗示

している。  

それでは、日焼けした黒い肌によって異人種性を身に帯びた身体

は、テクストでは具体的にどのように表象されているのだろうか。

ヘミングウェイ・テクストでは、有色女性と動物のイメージが交差

して描かれる場合が多く、『夜明けの真実』（ Tru e  a t  F i r s t  L i gh t ,  

199 9）では、登場人物のヘミングェイ（ He min gwa y）がケニアの草原

を横切る際に、マサイ族の女の手が冷たかったり、奇妙なことに体

のほかの部分がときたま冷たくなったりするのは蛇の血が流れてい

るせいではないかと述べている。また、「父と子」（ “F a t he r s  an d  

So ns , ”  19 33）では、白人少年ニックとネイティヴ・アメリカンの少

女トルーディー（ Trud y）の情事のあと、テンの毛皮のような甘酸っ

ぱい匂いが身体から消えることはなかったと記されている。『エデン

の園』では、色が浅黒いマリータはジャワ人  “ J a vane se ”（ 23 6）のよ

うだと形容され、あざらし  “ sea l s”（ 242）や小動物のイメージと似

ていると繰り返し言及されている。有色女性の身体を動物に喩える

これらの表象には皮膚の温度や匂いといったより感覚的かつ野生的

な官能性が描き出されている。   

プラド美術館で、キャサリンの姿を見かけたジョン・ボイル大佐

の次のような発言からは、動物と人間との異種混交性に特異な興味

を示すキャサリンの様相が示されている。  

 

“ I  s aw  you  [ Ca t he r i n e ]  i n  t he  P ra do  lo o ki n g  a t  t he  Grec o … .   Do  

you  a l wa ys  l o o k  a t  t he m as  t ho u gh  yo u  were  t he  youn g  ch i e f  o f  a  

war r i o r  t r i b e  wh o  ha d  go t t e n  l oo se  f ro m h i s  co unc i l o r s  a nd  was  

l oo k in g  a t  t h a t  ma rb l e  o f  Led a  a nd  th e  swa m?  … You’ r e  t he  

da r kes t  wh i t e  g i r l  I ’ ve  e ve r  s een .   Your  f a the r  was  ve r y  d a r k  

t hou gh .”   （ Garden ,  62 -63）   
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「レダと白鳥」で表されているレダ（ Led a）とはギリシア神話

で、スパルタ王テュンダレオス（ Tyn dare us）の妻であり、白鳥の姿

になったゼウス（ Z eus）と交わり、ディオスクロィ（ Di o scur i）兄弟

とヘレネ（ Helen）を産んだ女性のことである。カムリとスコールズ

も指摘しているとおり、この大理石の彫刻は鳥と女性の混交を示し

ており、異種混交を視覚化したものであることが窺える（ 9 6 -9 7）。

そもそも「レダと白鳥」というモチーフにおいては、白鳥の長い首

と丸い胴体が男性の生殖器を暗示し、その白鳥と女性が触れ合う様

相を描き出すことによって、暗喩的に男女の性交渉の場面が表現さ

れている。こうした極めて官能的な主題を表すグレコ（ Grec o）の

「レダと白鳥」を食い入るように眺めるキャサリンがロダン

（ Ro din）の「変身」像を見た時と同じように、性的逸脱性や官能性

へのインスピレーションを得たと読み解くことができる。  

プラド美術館で彫刻をしげしげと見つめるキャサリンの奇妙な様

相について、ボイル大佐はまるでお目付け役から逃れた若い部族の

長のようだったと喩えている。ボイル大佐の興味深い発言は、キャ

サリンの日焼けした肌から暗示される人種越境性や、キャサリンの

短髪から暗示されるジェンダー越境性などアイデンティティにまつ

わる様々な境界侵犯性の混在を示している。動物や鳥と人間との間

の異種混交のイメージは、境界侵犯に執拗に執着するキャサリンに

とっては、さらなる性的快楽の可能性を提示しており、エロティシ

ズムへの欲望をさらに増幅させている。これらのことから、キャサ

リンが身に帯びる異人種性は官能性を増大させる役割を果たしてい

ると明確に読みとることができる。キャサリンは有色人種のモチー

フを用いて、身体変容を繰り返し、自らをプリミティヴ化し、「エキ

ゾティックなもの・外部のもの」として、自身の身体を西洋の枠組

みの外側に位置づけ直していると言えるのだ。  
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性役割の交換  

 

 キャサリンは異人種性を身に帯びることで、官能性を増すと同時

に、サディスティックな性質を示すようになる。ヘミングウェイ・

テクストにおいては、有色人種が描かれる場合、多くの場合は言葉

を発しない無言の存在として描かれるが、暴力的な描写もしばしば

見受けられる。その例として、「インディアン・キャンプ」では、妻

の出産の場面において、白人医師による麻酔なしで行われた乱暴な

帝王切開に対して抗議するかのように、唐突に耳から耳へと首を掻

き切って自殺するネイティヴ・アメリカンの姿が描き出されてい

る。首がもげるほどに深くえぐられた傷跡や、血液がベッドに溜ま

る様相など、他の作品に類を見ないほど残虐な場面が繰り広げられ

ている。また、「拳闘家」（ “T he  Ba t t l e r, ”  19 25）では、白人の元拳闘

家アドを殴り倒す黒人バッグズの過剰なまでに乱暴な様相が描き出

されている。暴力性が自分に向けられるものであれ、他人に向けら

れるものであれ、有色人種の描写には白人を描く際には見られない

ような粗暴な一面が描き出されている。こうした他のテクストの人

種性に関わる描写と同様に、『エデンの園』においても黒さや異人種

性は官能性のみならず、破壊性を内包している。キャサリンとデヴ

ィッドの身体やジェンダー・アイデンティティの変容にまつわるパ

フォーマンスと、キャサリンの攻撃的、悪魔的側面の交差性に着目

してさらなる分析を進める。  

 男の子のようになりたいと望むキャサリンは、身体変容を推し進

め、髪を刈り上げ、男性的な服を身にまとい、徐々に男性の性役割

を引き受けるようになっていくが、一連の性規範に反する彼女のパ

フォーマンスは夫デヴィッドを巻き込んでエスカレートしていくこ

とになる。キャサリンは悪魔とデヴィッドに呼ばれるほどに、執拗

に自らの欲望を満たすべく、デヴィッドにジェンダー・アイデンテ

ィティの変容を要求する。キャサリンはデヴィッドに対し、日焼け

して肌を黒くし、自分と同じような髪型にすることを強要し、瓜二
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つになろうと試みる。その容姿は兄妹のようであり、ロバート・ B・

ジョーンズ（ Robe r t  B .  J o nes）はあたかも二人は男同士の恋人（ male  

l o ve r s）のようだと指摘している（ J o ne s ,  3）。さらに、外見や身体を

変容するだけでは飽き足らず、キャサリンは自らを男性器のスラン

グである「ピーター」（ Pe t e r）と名乗り、夫デヴィッドを「キャサリ

ン」と命名し、性交渉の場において性役割の交換を行うようにな

る。二人の性交渉の場面は次のとおり描写されている。  

 

He  ha d  sh u t  h i s  e yes  and  he  c ou l d  f ee l  t he  l o n g  l i gh t  we i gh t  o f  

he r  on  h i m a nd  he r  b r eas t s  p r e s s in g  a ga i n s t  h i m a nd  he r  l i p s  o n  

h i s .   He  l a y  t he r e  a n d  f e l t  s o me t h in g  a nd  then  h e r  han d  ho l d in g  

h i m a nd  se a rc h in g  l o wer  a nd  he  h e lpe d  wi th  h i s  ha nds  a nd  t he n  

l a y  bac k  i n  t he  d a r k  and  d i d  no t  t h i n k  a t  a l l  a nd  o n l y  f e l t  t h e  

we i gh t  an d  t he  s t r an gen ess  i n s ide  a nd  sh e  sa id ,  “ Now you  ca n ’t  

t e l l  wh o  i s  who  ca n  you ?”  （ 17）   

 

 この場面において、二人がいったいどのような行為を行っている

のかは、明確に描かれてはいないが、ファンティナなどの数多くの

批評家が指摘しているとおり、男役のキャサリンと女役のデヴィッ

ドの間で、ソドミーが行われていると読みとることができる 4。この

ソドミーの描写は異性愛カップルの間での多様な性交渉の一つとし

て、看過できない重要な意味合い含まれている。クリス・ L・ネスミ

ス（ Chr i s  L .  Nes mi t h）によると、チャールズ・スクリブナー・ J r.

（ Cha r l e s  S c r ib e r,  J r）は『エデンの園』が出版されるまでに作者の死

後 25 年近くも待たなければならなかった理由として、逸脱した性行

為と認識されるソドミーの描写や同性愛といった性的テーマが問題

であったことを吐露している（ 18）。『エデンの園』が執筆された

194 0－ 50 年代のアメリカでは、ジョゼフ・マッカーシー上院議員な

どによって共産主義者と同性愛者に対する迫害が激化していた時代

であった。『エデンの園』は未完のままヘミングウェイは亡くなった
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ことから、生前に出版を試みられることはなかったが、あたかも男

同士の恋人のような風貌をしたキャサリンとデヴィッドがソドミー

を行うこの場面は、明確に同性愛的な欲望を読みとることができ、

当時の社会規範で禁じられていた欲望がこのソドミーの場面で描出

されている。  

 ソドミーに関して、男性同性愛者をはじめ、レズビアン、異性愛

の男女の間で行われる性行為の一形態としてみなすことができるた

め、ソドミーの実践自体は男性同性愛と結びつけることはできな

い。しかし、『エデンの園』においては異性愛カップル間で行われる

ソドミーの描写の中に、同性愛的な欲望を読みとることができる。

モデルモグもまた性行為において女性の役割を演じているデヴィッ

ドはホモセクシュアルの位置にあると論じている。   

 

By  p l a yi n g  t he  wo ma n’s  r o l e  d u r in g  sex ua l  r e l a t i o ns ,  e s pe c i a l l y  b y  

be in g  t he  r ec i p i e n t  i n  a n  ac t  o f  so do my,  Da v id  a l i gns  h i ms e l f  w i th  

t he  co mmo n co nce p t i on  o f  t he  h o mos ex ua l  man .   ( 7 3 )   

 

つまり、キャサリンとデヴィッドは男性同性愛を模倣する形でソド

ミーを行っていると解釈できるのだ。  

 ここで着目すべき点は、デヴィッドが単にホモセクシュアルの位

置を占めているという点ではない。デヴィッドは身体変容や性役割

の交換といった行為を強要されるにつれ、女性化され男性性を喪失

していくという点である。削除された原稿では、かいがいしくキャ

サリンの身体にオイルを塗り込み、世話をするデヴィッドの姿が描

き出されている。キャサリンとデヴィッドの性行為や諸々のパフォ

ーマンスが変化していくにつれて、二人の関係性において、キャサ

リンが主導権を掌握するようになり、その一方でキャサリンの陰画

的な存在としてデヴィッドが従属的な性質を示すようになる。ジョ

ナサン・ゴールドバーグ（ J ohn a tha n  Gol db e rg）はデヴィッドとキャ
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サリンのソドミーの実践によって、彼らのジェンダーやセクシュア

リティの秩序の混乱が生じていると指摘している。  

 

t he  ac t  o f  so do my en ab le s  t h e  p ro du c t i ve  c onf us i ons  a nd  r i go r ous  

ques t i o n in g  o f  a  r a n ge  o f  p r e s u mpt i ons  a n d  c on ven t ion s  go ve r n in g  

gen de r,  s e xua l i t y  an d  r e l a t i on s  o f  f an t a s y  and  ac t s .   ( 10 1)  

 

 同性愛を模倣するという秘かな行為を成就したキャサリンは、デ

ヴィッドに対する悪魔的な性質をさらに増幅させていく。漁村から

旅に出たキャサリンとデヴィッドはフランスとスペインの国境地帯

に到達し、そこで性規範から明らかに逸脱した一組の夫婦に出会

う。画家であるニック・シェルダン（ Bar ba ra  S he l do n）はひどく日

焼けした肌に肩までの髪を伸ばしているが、その風貌は人々に何ら

かの違和感を与えるものである。また、妻のバーバラ・シェルダン

（ Bar ba ra  S he l do n）のまなざしや会話からは同性愛的な欲望が示さ

れている。 “You  kno w no  man  e ve r  l o o ke d  a t  h e r  [ Ca the r ine ]  t ha t  d id n ’t  

ha ve  a n  e r ec t i on ”  [K L4 22 . ] .  禁断の酒アブサンを飲み、退廃的雰囲気

を醸し出すニックとバーバラ夫妻の会話や振る舞いからは、彼らの

性的逸脱性がはっきりと読みとれる。その性的逸脱性を隠すことな

く公の場で露呈するシェルダン夫妻の姿に、キャサリンは圧倒的に

魅了されていく。興奮したキャサリンは次のように発言している。  

 

“Whe n  I  s a w  you  [ Ba rba ra ]  a nd  Nic k  I  wa s  f r i gh t e ne d  bec aus e  i t  

d id  so me th i n g  t o  me .   I  t h ou gh t  i t  wa s  s o met h in g  abn or ma l  a n d  

t ha t  I  l i ke d  i t .   T he n  I  s a w  tha t  i t  was n’t  ab nor ma l  bu t  j u s t  

peo p le  be i n g  b r a ve  e nou gh  to  d o  wha t  t he y  wa n ted ”  [KL 4 22 . ] .  

 

 シェルダン夫妻との出会いの直後、デヴィッドとの間に性的逸脱

性を公に暴露してしまいたいという衝動に駆られたキャサリンは、

デヴィッドの著書に関する書評が掲載されている新聞の切り抜きを
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めぐって、デヴィッドと口論になる。モデルモグも指摘していると

おり、新聞の切り抜きはデヴィッドにとって「社会的ペルソナ」 “ th e  

pub l i c  s e l f ”  ( 86 )  を示しており、デヴィッドはこれらを大切に保管し

ているのだった。しかし、キャサリンはこの「社会的なペルソナ」

である新聞の切り抜きを捨て去り、公の場で性的逸脱のパフォーマ

ンスを行うことをデヴィッドに強要し、マドリッドではついにボイ

ル大佐に二人の性的逸脱性を暴露してしまう。性的逸脱性が公にな

ったこの時点からデヴィッドは後悔に苛まれ始める。  

これらの後悔は私的空間を越えて公的空間で性的逸脱性が記され

た場合、その身体が逸脱した身体として構築されることへの不安を

示していると読みとれる。デヴィッドの不安は社会規範やイデオロ

ギーに基づく「ホモフォビア（ ho mo p hob i a）」を内面化したものだと

考えられる。ジョージ・ワインバーグ（ Geo rge  Wein be rg）の定義に

よれば、「ホモフォビア」とは「同性愛者と至近距離にいることへの

恐怖」であり、それは同性愛者に対する嫌悪を生み、さらに処罰や

報復を加えようとする欲望をも引き起こす。そうした同性愛に対す

る社会の非合理な拒絶は社会に浸透したイデオロギーの一形態とし

て、幼少期から教え込まれていくものである。また「ホモフォビ

ア」は同性愛者自身にも、慢性的な自己否定と罪悪感をもたらすと

されている。デヴィッドの不安は社会の「ホモフォビックな反応に

よって、自らの社会的存在としての生命が危機にさらされるかもし

れないという強迫観念と自身に対する自己否定を示している。  

キャサリンやバーバラが堂々とその性的倒錯性を暴露する一方

で、ニックは倒錯性を暗示する長い髪を恥じ、隠そうとしている。

こうした点について、エビイやファンティナはヘミングウェイ作品

における男性登場人物には、公の場で性的倒錯性を暴露することへ

の戸惑いや恥じらいが見受けられると指摘している。興味深いこと

に倒錯性が公になることで、男性登場人物は「ホモフォビア」に基

づく不安を感じると同時に、性行為の場面を読み返してみると、デ

ヴィッドとキャサリンの間には奇妙な主従関係を見出すことができ
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る。デヴィッドに女性役を担わせソドミーを行い、倒錯行為を公の

場で暴露するといったキャサリンの攻撃的で悪魔的な一面に対し

て、戸惑いながらもキャサリンを拒絶することのなく従うデヴィッ

ドの様子が見てとれる。  

『エデンの園』において、キャサリンとデヴィッドが幾度も鏡を

見つめる仕草が描き出されているが、鏡で身体変容のプロセスを確

認する行為は身体イメージやジエンダー・アイデンティティの統合

に影響を及ぼしていると思われる 5。キャサリンは、身体変容を介し

て女性化されていくデヴィッドの姿を鏡で視覚化し、その変化をデ

ヴィッド自身に認識させようと試みる。キャサリンは視覚化を巧み

に利用することで、デヴィッドの一層の女性化／去勢を試みてい

る。キャサリンが身体改造を試みる過程で鏡に見入る様相は次のよ

うに記されている。  

 

“ she  wo ke  an d  s mi l e d  a nd  go t  up  s l e ep i l y  an d  s lo uch ed  in  f ro n t  o f  

t he  mi r ro r  o f  t h e  a r moi r e  an d  b ru she d  he r  ha i r  an d  l oo ked  a t  t h e  

mi r r o r  un s mi l i n g…”   (20 )  

“Sh e  l oo ked  in  t he  h and  mi r ro r  a nd  wa tc h ed  t he  co mb  an d  s c i s so r s  

l i f t i n g  a nd  sn i pp i n g . ”   ( 79 -8 0)  

“Ca t he r i ne  s t ood  u p  and  lo o ke d  a t  he r se l f  ve r y  se r i ous l y  i n  t h e  

mi r r o r… .   S he  l oo k ed  i n  t he  mi r ro r  a s  t h ou gh  she  h ad  ne ve r  s een  

t he  g i r l  sh e  wa s  l oo k in g  a t . ”   ( 8 1 )  

 

あたかも、芸術作品を作り上げていくかのように、身体改造を繰り

返すキャサリンは鏡に映る自分自身の姿を見つめることで、その身

体変容が実現していく過程を確認している。一方で、デヴィッドが

変容した自分の身体を見る際にはキャサリンとは異なる反応を示し

ている  。  
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“Af t e r  she  [ Ca t he r i n e ]  was  a s l ee p  Da v id  go t  up  a nd  lo o ke d  a t  

h i mse l f  i n  t h e  ba t h ro o m mi r r o r… .  

‘So  th a t ’s  ho w i t  i s , ’ he  s a i d  t o  h i ms e l f .   ‘You’ ve  do ne  t h a t  t o  

your  h a i r  an d  had  i t  cu t  t he  s a me  a s  yo ur  g i r l ’s  an d  ho w d o  yo u  

f ee l ? ’  He  a s ke d  t he  mi r ro r. ”   ( 84 )   

 

鏡に向かつて、こっそりと自間自答するデヴィッドの姿からは、身

体変容ヘの戸惑いを読みとることができる。ロバート・ジョーンズ

（ Ro ber t  B .  J o nes）はキャサリンがデヴィッドに対する去勢の影響力

を示す際に、鏡のイメージを用いていると主張している（ 5）。  ジョ

ーンズの見解を補足すると、自分と瓜二つに似せようとするキャサ

リンの支配欲や独占欲によって、デヴィッドは半ば強制的にキャサ

リンと同じような髪形にさせられるが、性的な戯れの実験の結果、

女性化された自らの姿をあらためて鏡で見ることによって、キャサ

リンに服従していることに気づかされることになる。   

当初は鏡に見入っていたデヴィッドだが、次第に鏡を見ることが

苦痛になっていく様が見受けられる。 “ He  lo o ked  a t  h i s  f ace  i n  t he  

mi r r o r  wi t h  on e  s i de  sha ved ….   An d  t he n  he  n o t e d  wi t h  c a r e f u l  c r i t i ca l  

d i s t a s t e  t he  a l mo s t  s i l ve r y  whi t ene s s  o f  h i s  h a i r ”  (1 67 -6 8) .  デヴィッド

は鏡に映し出された去勢された自らの身体を眺めることで、「見られ

る客体」として自らの身体イメージを統合していくことを課せられ

る。デヴィッドの身体はキャサリンの欲望を投影しており、デヴィ

ッドが髪を銀髪に染め女性性を帯びた自分の姿を目の当たりにした

際には、戸惑いと嫌悪感といった反応を見出すことができる。   

バトラーによれば、ジェンダーの多種多様な行為こそが、ジェン

ダーの概念を作り出しており、ジェンダーそのものは構築物である

と言う（ Gen der）。『エデンの園』では、キャサリンの一連のパフォ

ーマンスにおいて、「男」になるという到達点が重要なのではなく、

むしろそのプロセス自体に意味があると言える。キャサリンの反規

範的なパフォーマンスによって、ジェンダー・アイデンティティと
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いう概念自体がパロデイー化されている。キャサリンとデヴィッド

に見られるような性役割を交換した関係性は「フィクション」とし

ての象徴的秩序の逆説をつきつけていると読み取れ、優劣を伴うよ

うな「男」や「女」、「男性性」、「女性性」といった概念自体を脱中

心化していくものだと言えるのだ。  

 

 

「アブジェクト」として削除されたニックとバーバラ  

 

『エデンの園』には、キャサリンとデヴィッド以外にもう一人マ

リータ（ Mar i t a）という主要登場人物が存在する。レズビアンの恋人

のいる離婚経験者であるマリータはボーン夫妻と出会い、キャサリ

ンヘの同性愛的な好意を示すようになる。ニックとバーバラ夫妻に

触発されて以降、同性愛的な欲望の実践を望んでいたキャサリンだ

が、実際にマリータと性交渉をもつことでデヴィッドとの関係に不

協和音が生じ、その精神が急速に不安定になり始める。キャサリン

の異変は次のように描写されている。  

 

When  s he  ca me  b ac k  t o  t he  roo m Da v id  was  no t  t he re  an d  s too d  a  

l on g  t i me  a nd  lo o ke d  a t  t he  b ed  an d  t he n  we n t  t o  t he  ba t h r oo m 

door  a nd  o pen ed  i t  a nd  s to od  an d  loo ke d  in  t he  l on g  mi r ro r.   Her  

f ace  ha d  no  e xpre s s i ons  an d  sh e  l oo ked  a t  he r se l f  f r o m he r  he ad  

do wn  to  h e r  f ee t  wi t h  n o  ex pres s io n  on  h e r  f a ce  a t  a l l .   T h e  l i gh t  

was  n ea r l y  go ne  whe n  s he  wen t  i n t o  t he  b a th ro o m an d  s hu t  t h e  

door  b eh i nd  h e r.  （ 1 27 ,  e mp ha s i s  mine .）   

 

これまでの意気揚揚と身体変容に挑むキャサリンとはうって変わ

り、キャサリンの顔からは一切の表情が消え去っている。身体を自

由に変容することで、自身のアイデンティティを再構築するという

キャサリンの試みに対し、テクストの後半部分ではキャサリンは際
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限のない空腹や制御できない衝動性など、コントロール不可能な身

体に翻弄されていくようになる。自身の身体をめぐって、自らの思

いとは裏腹に、制御不能な生理的要求に振り回され始め、キャサリ

ンはふたつの矛盾する欲求の間で板挟みの精神状態に追い込まれて

いく。ひどくはしゃいで興奮しているかと思えば、ふと放心状態に

陥り、すぐに強い眠気に襲われるといった具合にキャサリンは極度

に不安定な精神状態に陥っている。もはや、デヴィッドやマリータ

ともキャサリンはうまくコミュニケーションを図ることができず、

常に躁鬱のどちらかの症状が表れるようになる。ついには常軌を逸

したキャサリンは、新婚旅行先での夫婦の性的実験を旅行記に書い

て欲しいとデヴィッドにせがみ、その願いが聞き入れられずにいる

と業を煮やして、デヴィッドが執筆中の「アフリカ物語」の原稿を

燃やしてしまう。こうしたキャサリンのヒステリックな蛮行によっ

て、デヴィッドとキャサリンの関係は完全に崩壊することになる。  

一連のキャサリン病理化の描写をめぐって、異性愛の範疇内で夫

と性役割の交換を行うことと、実際に女性と同性愛的な関係を持つ

ことは大きく意味合いが異なる。キャサリンが性的逸脱性を暗示す

るニックとバーバラに夢中になっていることは、すでに記述したと

おりだが、バーバラがレズビアンの欲望を露呈し、キャサリンを誘

感する発言やまなざしを送ってきた際には、キャサリンは戸惑いや

恐れを感じている点を見逃すことはできない。キャサリンはバーバ

ラに魅了されているものの、レズビアンの欲望を抱くことに怯え、

自分は女の子に惹かれているわけではないとバーバラにきっぱりと

告げている。それ以降、キャサリンは禁じられた領域に踏み込むこ

とを危惧し、再びニックとバーバラに出会いたくないと感じるよう

になる。異性愛関係における性的逸脱性と実際にレズビアンとして

の欲望を抱き、女性と関係を持つことの間に大きな隔たりがあると

キャサリンが認識していることが窺える。女性と関係を持つことは

抑圧された同性愛的欲望の顕在化であり、異性愛規範から逸脱し、

自分自身が突如少数派になったことを意味する。リリアン・フェダ
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マン（ Li l l i an  Fad e r ma n）によると、この作品の描かれた 1 950 年代、

レズビアンは病であると定義され、女同士の愛は「治療」されなけ

ればならないという考えが流布していたという（ 13 0 -3 4）。キャサリ

ンの精神バランスの崩壊は罪悪感によるもので、同性愛は悪であり

異性愛は善であるという当時の社会規範の内面化に他ならない。そ

のことによる罪意識がキャサリンを苦しめることになる。性規範か

らの逸脱を実践しながらも、同性愛嫌悪を内面化しているキャサリ

ンの身体は罪と病を刻み込んだ身体へと表象されていくことにな

る。  

バトラーは明確に区分されたジェンダーは個人を強制的な文化内

で人間化するものの一つだと主張する。  

 

He nce ,  a s  a  s t r a t e gy  o f  s u r v i va l  wi th i n  co mp ul s o r y  s ys t e ms ,  

gen de r  i s  a  pe r f o r ma nce  wi th  c l e a r l y  p un i t i ve  co nse que nc es    

Di sc r e t e  gen de r s  a r e  pa r t  o f  wha t  “ hu ma ni zes”  i n d i v i du a l s  wi t h in  

con t e mpo ra r y,  cu l t u r e ;  i n de ed ,  we  r e gu la r l y  pun i sh  t h ose  wh o  f a i l  

t o  do  t he i r  gen de r  r i gh t .   Be ca use  t h e re  i s  n e i t h e r  an  “es sen c e”  

t ha t  ge nde r  e xpr es s e s  o r  e x t e r na l i zes  no r  an  ob j ec t i ve  i d ea l  t o  

wh i ch  ge nd e r  a sp i r e s ,  a nd  b eca use  ge nd e r  i s  no t  a  f a c t ,  t h e  

va r io us  ac t s  o f  ge nde r  c r e a t e  t he  i dea  o f  gend e r,  a nd  wi th ou t  

t hos e  a c t s ,  t he r e  wo u ld  be  no  gend e r  a t  a l l .   ( Gen der,  17 8)  

 

ジェンダーは懲罰的な結果を伴うパフォーマンスであり、ジェンダ

ーを正しく行えない者は罰せられるというバトラーの見解どおり、

キャサリンは病や正常な状態ではないと判断され、マリータやデヴ

ィッドから腫れものに触るような扱いを受けるようになる。最終的

にはキャサリンに代わって、マリータがデヴィッドの「妻」の役割

を果たし、一組の異性愛のカップルが誕生する。結局、キャサリン

は一人、異性愛規範からの逸脱という罪を背負い、汽車でビアリッ

ツヘと旅立っていく。  
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しかし、キャサリンが「アブジェクト」として棄却されるという

結末は問題含みのエンディングであって、作者ヘミングウェイの意

思に反して、編集者ジェンクスが社会のイデオロギーに即して、テ

クストを異性愛の一夫一婦制のモデルになるようにして作り上げた

ものである（松下 2 19 -3 9）。ジェンクスの筋書きでは、デヴィッドも

マリータも一度は興味を示した同性愛的欲望への興味を徐々に失っ

ていき、単なる束の間の好奇心として解決する。異人種混清の夢想

を抱き、同性愛的欲望を示唆するキャサリンの迫放は編者ジェンク

スが性規範や人種差別といったステレオタイプの枠組みに依拠して

いることを明示している。ジェンクスが編集した結末では、狂気に

陥ったキャサリンは「おぞましきもの／アブジェクト」として表象

されており、汚穢としての存在が排除されることで社会の秩序が維

持され、同一性が確立されるという社会システムを如実に反映して

いる（「アブジェクト」は序章参照）。  

一方で、ジェンクス版の『エデンの園』において削除されずに残

された重要な要素もあり、キャサリンは「男」や「女」という概念

を固定化するジェンダー化作用や様々な規範を不安定化し、これら

の「社会的身体」という概念の脆弱性や不安定性を象徴的に暴露し

ている。「女」という概念は核家族、経済的搾取、母性、強制的異性

愛といった制度によって形作られ、それらの制度はメディアや検

閲、宗教や立法によって強化されてきたとリッチは指摘している

（ 5 4）。キャサリンは両親を亡くした孤児であり、結婚生活ではマリ

ータを含む拡大家族で生活し核家族の枠組みから外れた存在であ

り、両親からの莫大な遺産によって経済的搾取からも無縁の存在で

ある。また、子供を持たない女として、母性という概念からも離れ

た存在であり、その異性愛に収斂することのない性的欲望は明確に

同性愛的なものを示している。これらのことから、いわゆる「女」

という概念の外側にキャサリンの身体は位置づけられている。ジェ

ンクスが編集した『エデンの園』においては、キャサリンは異性愛

イデオロギーに則して、病んだレズビアンの身体として表象されて
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いるものの、同時にセクシュアリティやジェンダー、さらに婚姻関

係や家族や人種という概念を脱自然化ならびに、アイデンティティ

や社会制度の変容可能性を示すものとなっている。  

編者によってオリジナル原稿が大きく改編された経緯を鑑みて、

もともとの原稿からどういう内容を、どういう意図をもって編者ジ

ェンクスが削除したのかという点も考察する必要があるだろう。フ

ェアバンクス香織の著書『ヘミングウェイの遺作』によれば、ジェ

ンクスの編集によって、最も顕著に編纂された箇所はニックとバー

バラ夫妻のプロットであり、キャサリンに先行して身体変容を繰り

返し、同性愛的な性行為を模索していた二人のより過激な性的欲望

がオリジナル原稿からばっさりと排除されている（ 113 -114）。  

オリジナル原稿においては、断髪のデヴィッドとは異なり、髪を

肩までのばしたニックは女装化されており、その浅黒い風貌はアメ

リカ先住民族に形容され異人種化され、より一層他者化された存在

として描かれている。ジェンクスがバーバラとニックのサブプロッ

トを削除したのは、この二人が原稿の前半部に登場しており、今後

発展しそうにないという理由であったが、ヘミングウェイが『エデ

ンの園』の執筆を一時中断する以前には、ニック、バーバラ、アン

ドルーの描写にかなりの部分を割いており、『エデンの園』の「仮の

最終章 ―別バージョン」においては、ニックの事故死を含む結末が

59 頁にわたって描かれるなど、作者の意図 6 としてはニック、バー

バラ、アンドルーが登場するサブプロットは展開するつもりだった

ことが窺える（フェアバンクス  8 8 -1 3 8）。  

作者ヘミングウェイならびにその作風を守るために、逸脱した性

表象や人種的な描写を削除したジェンクスだが、ジェンクスの編集

方針を鑑みれば、ヘミングウェイ作品を代表する作品群『ニック・

アダムズ物語』の主人公ニック・アダムズと同じファースト・ネー

ムを名乗り、何らかのつながりを連想させる人物ニック・シェルダ

ンが、女装して妻と逸脱的な性行為を行うといったプロットを「ア

ブジェクト」として可能な限り削除するという編集の方向性を読み
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取ることが可能だろう。しかし、作家ヘミングウェイのマッチョで

白人異性愛作家というイメージを保つために行ったジェンクスの大

幅な原稿削除は、ヘミングウェイ・テクストの解釈や批評におい

て、思わぬ副産物を生み出している。削除されたニックとバーバラ

のプロットはオリジナル原稿から直接引用することが著作権上禁止

されていることから、言語化できない「アブジェクト」な空虚な存

在として提示されている。象徴化することのできない空白であるが

ゆえに、批評の書き込みの場として様々な言説／解釈を生み出しつ

つある。  

その一例として、フェアバンクスは『エデンの園』の執筆が一時

中断されている際に執筆が開始された短編「最後のよき故郷」に

は、積極的に人種越境を行うニック・アダムズや、髪を短く切った

り、日焼けをしたりするニックの妹リトレスが登場するが、この二

人は『エデンの園』から削除されたニック・シェルドンを反転させ

た登場人物であると論じている（ 12 5）。つまり、一つの作品におい

て削除された人物像が他の作品に移行して展開されていると論じて

いる。こうした解釈の広がりはオリジナル原稿からジェンクスが大

幅な削除を行ったことによってもたらされた効果である。  

ジェンクスが原稿を大幅に削除して『エデンの園』を異性愛イデ

オロギーに則して都合のいいように作り上げたのは作家ヘミングウ

ェイのイメージを守るためであったが、結果としては原稿を削除し

空白を生み出したことで、その空白に人々の解釈への欲望が書き込

まれ、かえって多くの逸脱したセクシュアリティに関する評論を生

み出す結果をもたらしたと考えられるのだ。  
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結論  

 

本研究では、ヘミングウェイ・テクストにおける「アブジェク

ト」としての「逸脱した身体」に焦点を当てて分析を展開した。第 1

章では、『日はまた昇る』を取り上げ、ジェイクの視線を介して表象

される性的に奔放なフラッパー、ブレット・アシュレイの身体表象

とジェイクの語りの効果についての分析を行った。女性性を削ぎ落

した短髪に、体のラインを露にする衣服を着用するブレットの中性

的身体は、「女」というカテゴリーを超越した存在として提示されて

おり、 1 920 年代に流行していたバイセクシュアルな官能性が投影さ

れている。外面的には前衛的存在として表象されるブレットだが、

経済的依存性や主体性の欠如など、社会的位置づけに着目すれば、

極めて保守的でアンビバレントな側面をブレットは内包している。

視線という観点から考察すれば、ブレットは常に「見られる対象」

として客体化され、その身体は男性の欲望を投影するものとしてエ

ロス化されている。ブレットを「眺める対象」として物語るジェイ

クの眼差しには支配構造を生み出すヘテロセクシズムに貫かれた視

線を見出すことができる。生殖器に戦傷を受けたことから、主体性

の揺らぎに苦悩するジェイクだが、愛すべきブレットを性化された

魅力的な存在として描きつつも、自らの欠如を補填するかのよう

に、ファリックな要素を持つブレットを客体として描き出すこと

で、自身の主体性や男性性の再構築を試みていると指摘した。  

第 2 章では「キリマンジャロの雪」を取り上げ、トルコ／コンス

タンチノープルは暴力、汚穢、性的倒錯、去勢、死を象徴してお

り、金銭面で妻に全面的に依存し、足を壊疽に蝕まれ身動きが取れ

ない状態に陥っているハリーの心身ともに去勢された立場を表象す

る上で重要なメタファーとして用いられていると論じた。繰り返

し、トルコでの出来事を回想することで、ハリー自身の身体は不毛

なもの、去勢されたもの、死を暗示するものとして身体化／物質化

されていく。ハリーがトルコでの苦しい出来事を物語ることはカタ
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ルシスの効果を持ち、壊疽による痛みや死臭など耐え難い苦しみを

抱えつつも、切り離すことのできない自分の壊死していく「アブジ

ェクト」としての脚を、「おぞましい」トルコ表象に投影して棄却し

ていると読み解いた。  

第 3 章では、男性器を去勢した少年の身体とトルコ地域への言及

が交差的に描き出されることで、その逸脱した身体に「オリエンタ

リズム」に由来する去勢や男性同性愛のイメージを付与される点に

ついて論じた。「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」には、ヘミング

ウェイがトルコ、特にかつてのオスマン帝国の首都であるコンスタ

ンチノープルに抱くステレオタイプが色濃く反映されており、オス

マン帝国時代の宦官文化から派生する去勢やソドミーといったイメ

ージがトルコ表象を伴って物語内に内包されている。「神よ陽気に殿

方を憩わしめたまえ」においては、男性器を切除して去勢を行う少

年の身体とコンスタンチノープルの宦官文化が重ね合される場合

に、ソドミーや同性愛、不毛性、死や破滅といったイメージが少年

の身体に投影されている。瀕死の状態に陥る少年の身体はまさに

「おぞましきもの」として棄却／排除されかけており、少年の悲劇

的な死が 19 30 年前後のアメリカ社会におけるホモフォビア（同性愛

嫌悪）を象徴していると結論づけた。  

第 4 章では、難産で緊急帝王切開を受けるアメリカ先住民族妊婦

の身体表象を分析対象とした。ヘミングウェイの描く妊婦は生と死

の狭間に位置する恐怖の存在として描き出されているが、壮絶な難

産やグロテスクな帝王切開の場面、ならびに「アブジェクト」とし

ての妊婦の身体描写を通して、その配偶者やパートナーの男性性が

脅かされるというジェンダーのねじれ現象が見受けられる。アメリ

カ人先住民族妊婦表象の特異な点は、彼女の痛みに対する訴えが全

く考慮されない乱暴な手術が執り行われるなど、人種性が要因とな

って、彼女が自身の身体に対して全くの主体性を保持していない点

にある。「おぞましきもの」として表象されるアメリカ先住民妊婦の

身体は、その女性を描くために描き出されているわけではなく、虚
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ろな空っぽな書き込みの場として提示されている。その治療をめぐ

って、白人医師と先住民族の夫の権力闘争が描きこまれており、白

人少年ニックのアイデンティティ形成においても、その圧倒的な陰

画的存在をもって寄与するなど、その身体は圧倒的な他者性が刻み

込まれた存在として提示されている。この妊婦の表象は、第 6 章で

分析を進めた女性の損壊遺体の描写手法と極めて酷似しており、女

性の身体があたかも男性の所有物であるかのように描かれ、女性の

ためではなく、男性の社会的地位や性質を投影するために、女性の

傷ついた身体が描き出されている。  

第 5 章では、『武器よさらば』における妊婦の身体を分析対象と

し、権力や男性性の誇示としての医学が限界に直面した際に堅固で

あるはずの権威や男性の自我の揺らぎが読みとれる点を指摘した。

コントロール不可能な妊婦の身体は嫌悪や恐怖の対象として、つま

り「おぞましきもの」として提示されており、その身体表象には男

性の畏怖心が投影されている。結果として、「アブジェクト」として

の妊婦の身体表象を介して権威としての医学の限界が示され、その

堅固であるはずの男性の権威性や主体性の揺らぎが暴露されている

と論じた。  

第 6 章では、「アルプスの牧歌」における女性の損壊遺体と夫の社

会的アイデンティティの構築の関連性について論じた。凍てついた

まま保管されていた女性の遺体は、恐怖や不快感を喚起するほどに

顔が損壊しており、人々に恐怖を引き起こす「アブジェクト」とし

て描出されている。女性の損壊遺体をめぐって、周囲の人々によっ

て様々な不確かな言説が生み出され、言説の上書きによって夫の異

常なセクシュアリティがパフォーマティヴに構築されていく様が提

示されている。女性の遺体はスキャンダラスな言説を生み出す源泉

となっており、夫であるオルツはアブノーマルなセクシュアリティ

を持つ野獣として、不確かな言説に基づいて異常性が形作られてい

く。亡くなった妻の遺体は空虚なキャンバスとして、夫オルツの社

会的立場を投影し、オルツの虚像が形成されていく上で常に陰画と
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して機能している。このような男性の陰画として象徴的に表象され

る女性の損壊遺体は、言語社会における「現実界」や前＝対象的な

「アブジェクト」として表象されていると指摘した。  

 第 7 章では、傷病に苛まれた身体と切断された身体に着目し、

逸脱した男性の身体が性的逸脱性や去勢性と関連付けて表象されて

いる点について分析を進めた。作品としては、「蝶々と戦車」を取り

上げ、肺病に侵された男の身体が国家の惨状や、市民の苦境、秩序

への反乱、同性愛的欲望など、様々な記号を反映していることを読

み解いた。男性の身体が傷病（医学によってコントロール不可能な

症例）に侵されたものとして提示される場合、国家の衰退を暗示す

るというボディー・ポリティックス（ b od y  po l i t i c s）に関連付けるこ

とができ、キングという呼称を有する男の死はスペイン王政の崩壊

を示唆している。さらに、別の観点から男の身体を考察すれば、男

の酒場での振る舞いや、執筆時のフリットという俗語の内包する意

味から、男がホモセクシュアルである可能性も示唆されており、男

が射殺された背景にはホモフォビア（男性同性愛嫌悪／蔑視）が存

在する可能性も示されている。病に対するフォビアや同性愛嫌悪、

公序を乱す反体制的振る舞いへの弾圧に基づいて射殺（排除／棄

却）された男の身体はまさに「アブジェクト」として表象／棄却さ

れていると論じた。  

第 8 章では、『エデンの園』を分析対象とし、性役割の交換や、ジ

ェンダーを越境することに取り憑かれた女性主人公キャサリンの身

体表象分析、並びに編者によるオリジナル原稿削除の効果について

分析を進めた。キャサリンは身体をテクスト化し、身体変容してい

くことでアイデンティティの再構築を試み、過度に日焼けするな

ど、自身を他者化することに没頭するようになる。その試みは有色

人種に対するプリミティヴィズムや色の黒さに対する過度に性的な

イメージを投影するものであり、明らかに有色人種に対するステレ

オタイプに基づくものである。このように西欧から離れた土地を他

者化／ステレオタイプ化して表象し、登場人物の身体に投影すると
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いう描写手法は、第 2 章、第 3 章でトルコが去勢や同性愛、死や破

滅としてステレオタイプ化され、登場人物の逸脱した身体に投影さ

れていた手法と酷似している点を指摘した。身体変容を繰り返すキ

ャサリンだが、実際に同性愛的関係を持った後、体調に異変が生

じ、キャサリンは病や狂気として位置づけられ、最終的にはキャサ

リンは楽園から一人旅立っていくことになる。  

しかし、性規範を逸脱したキャサリンが「アブジェクト」として

追放されるという結末は編者ジェンクスによるもので、 1 94 0 -50 年代

アメリカ社会の同性愛嫌悪を内面化したものである。ジェンクスが

オリジナル原稿からそぎ落としたニックとバーバラのプロットで

は、少年ニック・アダムズを想起させるニック・シェルダンという

青年が髪を伸ばして女装化し、浅黒い風貌はアメリカ先住民に似て

人種化されており、キャサリンよりも先鋭的な性的実験を行ってい

る。ヘミングウェイならびにその作風を守りたいとする編者の意図

によって、「アブジェクト」として完全に削除されたニックとバーバ

ラのプロットだが、オリジナル原稿を文字化して公表してはいけな

いという規定があることから、削除された箇所は空白として提示さ

れることになり、様々な言説の書き込みの場となって、逸脱した性

についての言説／批評を生み出し続けている点を指摘した。  

本研究を通して、「蝶々と戦車」や「神よ陽気に殿方を憩わしめた

まえ」、「キリマンジャロの雪」といったヘミングウェイ・テクスト

に描出される男性の逸脱した身体を分析した結果、男性の傷病に蝕

まれた身体や切断された身体、つまり「逸脱した身体」が描出され

る際には去勢性や男性同性愛の可能性が示されていることが読み取

れた。去勢のイメージを「逸脱した身体」に投影する場合に、ステ

レオタイプ化されたトルコやコンスタンチノープル表象が死や不毛

性のイメージとして用いられている。  

 損壊された女性の遺体や「アブジェクト」としての妊婦の身体が

表象される場合においては、女性自身を描くというよりは男性を描

くために逸脱した女性の身体が提示されていると考えられる。そう
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した意味で女性の身体は男性の所有物とみなされていると考えら

れ、空っぽで虚ろなキャンバスや書き込みの場として表象されてい

る。女性の身体は圧倒的に客体化され、他者化された存在として描

き出されており、白人対アメリカ先住民族男性の間の権力闘争や、

男性登場人物のアイデンティティの構築ならびに男性性の喪失など

がその陰画的存在をもって提示されている。そうした意味では損壊

した女性の遺体や妊婦の身体は現前しながらも、あたかも存在して

いない存在だと解釈できる。  

本研究において分析対象としたヘミングウェイの描く逸脱した

様々な身体には、執筆当時のジェンダー配置やホモフォビアなど、

社会の性に関する価値観が如実に投影されており、それらの身体が

「アブジェクト」として表象／棄却されることで社会秩序がコード

化され、登場人物の象徴界への参入や主体性の構築、ならびに意味

や言説が生成されている。逸脱した身体に代表される「おぞましき

もの」としての存在（否定性の存在）こそが、テクストの物語を形

作る重要な要因となっていると結論付けることができるだろう。  
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註  

 

序章  

1 .  ヘミングウェイの描く有色人種や非西洋的文明に関する描写に

は、ある一定のステレオタイプを見出すことができ、アメリカ先

住民族の場合には時として、暴力性（「インディアン・キャンプ」

（ “ In d i an  Ca mp ,”  19 25）の首を掻き切って死ぬ男性の自殺の仕方）

や性的な乱れ（『ニック・アダムズ物語』（ Th e  Nic k  A da ms  S t or i e s ,  

197 2）に登場するプルーデンス（ Pr u den ce）の浮気）を示しつつ

も、おおむね物静かな第三者として描き出される場合が多い。例

えば「インディアン・キャンプ」に登場するアメリカ先住民たち

は最後まで一言も言葉を発することはない。また、黒人の場合も

同様に物静かな人物として描き出されており、『日はまた昇る』の

ドラマーなど周縁的人物として登場する黒人がほとんどである。

有色人種に関するステレオタイプの顕著な例としては、肌の黒さ

と過剰な性的逸脱性を例に挙げることができる。また、アメリカ

先住民族や黒人表象に共通する点として、原始的な存在への憧憬

や回帰願望を含むプリミティヴィズム（原始主義）を見出すこと

ができ、西欧文明に行き詰まりを感じるアングロ・サクソンの登

場人物が有色人種に憧れを抱き、同一化を試みるという傾向が見

受けられる。  

2 .  ヘミングウェイがトルコについて言及している作品としては、「キ

リマンジャロの雪」、「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」に加えて、

ギリシア・トルコ戦争を題材とした小短編「スミルナ桟橋にて」（ “ On  

the  Qua i  a t  S myrna ,”  192 5）がある。「キリマンジャロの雪」と「神よ

陽気に殿方を憩わしめたまえ」については、第 2 章と第 3 章で詳細

に取り上げるが、いずれも去勢や倒錯との関連性において、「おぞま

しきもの」としてトルコが表象されている。「スミルナ桟橋」におい

ては、特に、光と影、音、匂いなど、五感に訴え掛ける描写によっ

て戦場で悲惨な状況下におかれた難民を描き出している。死後、腐



135 

 

敗が進み、ひどい死臭が漂う赤子を抱き続ける母の姿や、突然死し

て急速に死後硬直を始める老婆の姿など、戦争と暴力性、そして死

のイメージと関連してトルコが「おどろおどろしいもの」として描

き出されている。  

 

第 1 章  

1 .  「ロスト・ジェネレーション」とは、第一次世界大戦の戦争体験

によって戦前に信じていた宗教や道徳観に失望を抱き、絶望や虚

無感を抱えたアメリカの戦後世代に名づけられた総称である。 2 0

歳前後で戦争を経験したアメリカの若者の多くが、退廃的な雰囲

気の中で再びヨーロッパへ赴き、芸術活動に従事すべくパリのサ

ロンに集っていた。とりわけ、ガートルード・スタイン（ Ger t r ude  

S t e i n）のサロンには多くのアメリカの若者が集い、スタインが彼

らを「ロスト・ジェネレーション」と呼んだことから、この言葉

が一般的に用いられるようになった。  

2 .  ボードリヤールは消費社会において消費者は単にモノを使用価値

や交換価値によってのみ消費しているのではなく、「記号」として

有形・無形のモノを消費することで、アイデンティティを確立し

ていくと論じている。さらに、消費はもはやモノの機能的な使用

や所有ではなく、コミュニケーションと交換システムとしてみな

すことができ、絶えず発せられ受け取られ再生される記号のコー

ドとして定義されている（ 11 6 -1 21）。ボードリヤールが論じている

とおり、『日はまた昇る』において登場人物たちは単にモノを消費

し、使用するだけではなく、 19 20 年代に出現した新たな価値観に

基づいて消費活動をおこなうことで、自身のアイデンティティや

ポジションを形成している様が読みとれる。  

3 .  夫の家庭内暴力が原因で離婚調停中であり、息子が一人いるため

に離婚が長引いているといったブレットの婚姻関係に関わる箇所

は出版原稿からは削除されている。詳細は『日はまた昇る』のオ

リジナル原稿を分析したフルトンの次の論考を参照。 L or i e  Wat k ins  
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Ful t on .  “ Read i n g  a r o und  J a ke ’s  Nar r a t i o n :  B re t t  Ash l e y  an d  T he  Su n  

A l so  R i se s . ”  The  He min g way  R ev i e w.  24 . 1  ( Fa l l  2 00 4)  61 -8 0 .  P r in t .   

4 .  「クイア」とは、ゲイやレズビアンというアイデンティティを引き

受けることなく、性的マイノリティのアイデンティティ・ポリティ

ックスを乗り越えるものとしてとして提唱されたものである。クイ

ア・セオリーは 1 99 0 年 2 月にカリフォルニア大学サンタ・クルス

校で開催された レズビアンとゲイセクシュアリティの理論をめぐ

る研究会で提起された。レズビアンとゲイセクシュアリティは「従

来とは別の主体形成を提示することで支配的な言説に対抗し、文化

の均質化に抵抗するものでありうる」(La ure t i s ,  6 7 )  と位置づけられ、

セクシュアリティ、ジェンダーや人種、階級などさまざまな概念と

関連付けて性をめぐる表象を再検討する試みの一つである。  

5 .  ウェブレンは 18 世紀の女性のファッショについて、次のようにさ

らに詳しく説明している。歩きにくいハイヒールや婦人服の特徴

であるスカート、ドレープ、さらには髪を長くたらすという女性

の習慣は、あらゆる仕事への従事を困難なものとし労働に不適切

なものであった。さらに、女性の身体を締め付けるコルセットは

女性の身体の活力を低下させ、女性を永久に仕事に適さないよう

にする障害となっていた。女性が男性の所有財産としてみなされ

ていた状況下で、女性がその装いによって、いかに労働に従事せ

ずに優雅に暮らしているかを示すことは男性の名誉に跳ね返って

くる問題であったと解説している（ Veble n ,  1 88 -2 11）。  

6 .  痩身や摂食障害についての研究を行っているスーザン・ボルド

（ Su zan  Bord o）は、母性的な女性性を強調する身体は鉢のように

細いウェストに盛り上がった胸とヒップを強調するいわゆる「砂

時計型」の体型であると指摘し、 19 2 0 年代に流行した細身の「ボ

ーイッシュな身体」は新しい自由や家庭あるいは生殖といった女

らしさの重荷からの解放を象徴すると主張している。ブレットが

管理／統制した細身の身体を中性的なものとして提示すること

で、いわゆる「女性らしさ」からの解放を図っており、そうした
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観点からは既存の価値体系からの解放手段とみなすことができ

る。ただし、痩身については過度なダイエットや女性の身体をめ

ぐる新たな抑圧という側面も問題視されている。詳細はボルドの

「痩身を読む」（ “ Read i n g  t he  S l en de r  Bod y .”  B od y  /  P o l i t i c s :  Wo men  

and  th e  Di s co urs es  o f  Sc i en ce .  E d.  Ma r y  J aco bus ,  E ve l yn  Fo x  Ke l l e r,  

Sa l l y  Sh u t t l e wo r th .  Ne w Yor k :  Rou t l ed ge ,  199 0 .）を参照。  

7 .  20 世紀初頭に、ポール・ポワレ（ P au l  Po i r e t）が斬新なミニマリ

スト・ファッション（ min i ma l i s t  f a s h i on）を生み出し、シャネルが

ポワレのスタイルをより簡潔化し、女性向けのスポーティーかつ

カジュアルなモードを創出した。シャネルが考案した洋服は身体

を自由に動かすことを第一義としており、これまでに男性の下着

やスポーツ着にしか使用されていなかった伸縮性のあるジャージ

ー素材を用いた装飾のほとんどないシンプルなデザインを特徴と

していた。既製服産業と大量生産システムの確立によって、こう

したデザインに基づくフラッパー・スタイルが 19 20 年代の若い世

代の間で瞬く間に広まっていった。時代の最先端をいくブレット

のフラッパー・ファッションは、非労働制が刻み込まれた「有閑

階級の女性」の装いに悉く抗うものであり、性差や階級に関連付

けられていた服飾や髪型の既成概念を打ち破るものであった。  

8 .  ロバーツは女性のファッションと社会変化の関連性について次の

ように説明している。  “on e  o f  t he  mo s t  c o mment ed  o n  o f  t he  wa r ’s  

e ff e c t  wa s  i t s  b lu r r i n g  o f  s ex ua l  d i f f e r e nc e .  […]  ma n y  h i s to r i a ns  

i n t e r p re t  t he  c han ge  i n  f e ma le  f a s h io ns  d u r in g  t hes e  yea r s  a s  no th in g  

mo re  t ha n  a  d e r i va t i ve  exp res s io n  o f  s o c i a l  c han ges  a l r ea d y  u nde r  wa y  

(Ro ber t s  66 1 -6 2) . ”  

9 . バイセクシュアリティは固定化されたカテゴリーではなく、その

定義については未だ議論が続けられている。マージョリー・ガー

バー  ( Mar j o r i e  Garb e r )  によれば「バイセクシュアル」 ( b i s exu a l )  

は次のように解説している。  
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[…]  “ b i s exu a l ”  t u r ns  ou t  t o  be ,  l i ke  b i s ex ua l s  t he ms e l ves ,  

e ve r ywher e  and  n o where .   T he re  i s ,  i n  s hor t ,  no  “ r e a l l y”  a bo u t  

i t .   T he  qu es t i on  o f  wh e the r  s o meo ne  wa s  “ r ea l l y”  s t r a i gh t  o r  

“ r ea l l y”  ga y  mi s r ec o gn i zed  t he  n a tu r e  o f  s exu a l i t y,  wh ic h  i s  f l u id ,  

no t  f i xe d ,  a  n a r r a t i ve  t ha t  c han ge s  o ve r  t i me  r a t he r  t h an  a  f i xe d  

i den t i t y,  ho we ver  co mpl ex .   T he  e ro t i c  d i sco ve r y  o f  b i se xua l i t y  

i s  t h e  f ac t  t ha t  i t  r e v ea l s  s e xua l i t y  t o  be  a  p r oces s  o f  g ro wt h ,  

t r ans f o r ma t i on ,  an d  s u rp r i s e ,  n o t  a  s t ab l e  and  kno wa b le  s t a t e  o f  

be in g  ( 66) .     

 

ガーバーが論じているとおり、本研究では「バイセクシュアル」

という用語は流動的かつ可変的な性だとみなして用いている。   

10 .  詳しくは次の参考文献を参照。 Be rge r ,  J oh n .  Way s  o f  Se e ing .  

Lo ndo n :  Br i t i sh  Bro a dcas t i n g  a nd  P en gu in ,  197 2 .『イメージ ―視覚

とメディア』伊藤俊治訳（筑摩書房、 2 013 年）  

11 .  ブレットは自らの細身の身体を効果的に美しく見せる術を心得て

おり、性の解放を体現するかのように身体をエロス化してい

る。ではこの細身の身体のエロスとはどういったものだったの

か。時代の変容と共に、「エロス」自体もまた変容するが、ブレ

ットの細身の身体は 1 920 年代に流行した「ジェンダー越境性」

を象徴したエロスであることが窺える。競走用のヨットの船体

と形容される細身のブレットの身体は女性らしさを削ぎ落した

「ボーイッシュな身体」であり、いわゆる女らしさを脱構築し

た身体だとみなすことができる。ブレットは「女」と「男」と

いうカテゴリーの中間に位置する美しさを体現することで都会

的なエロスを演出し、周囲の人々の注目を集めていたと解釈で

きる。  

12 .  詳しくは次の参考文献を参照。 Be rge r ,  J oh n .  Way s  o f  Se e ing .  

Lo ndo n :  Br i t i sh  Bro a dcas t i n g  a nd  P en gu in ,  197 2 .『イメージ ―視覚

とメディア』伊藤俊治訳（筑摩書房、 2 013 年）  
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第 2 章  

1 .「キリマンジャロの雪」の象徴性に関しては、次の文献を参照。  

Ea r l  Ro vi t .  Er ne s t  Hemi ng wa y.  Ne w Yor k :  Twa yne ’s  S t a t e s  Au thor s  

Se r i e s ,  1 96 3 .   Sco t t  Macd ona l d .  “ He mi n gwa y’s  ‘T he  S no ws  o f  

K i l i ma n j a ro ’ :  T hre e  Cr i t i c a l  P r ob l e ms .”  S tud i e s  i n  Sh or t  F i c t i o n .  11 .1  

(Win t e r  19 74)  6 7 -7 4 .   

2 .  ヘミングウェイは私生活でも、トルコに関連して、心身ともに苦

しい体験を強いられていた。危険なギリシア・トルコ戦争取材に

反対する最初の妻ハドレー（ Hadle y）とケンカが絶えず、トルコ

での取材活動は、後に離婚へと発展していく夫婦間の不和の一因

にもなったと言われている（ Lynn  1 79 -8 2）。多数の戦死者を目の当

たりにし、自身もマラリアなどの感染症に罹患し、さらに離婚問

題に著悪面するなどの辛酸な体験が、少なからずトルコ表象に投

影されているとみなされ、トルコは混沌としたおどろおどろしい

異質の空間として表象されている。  

3 .  詳細は次の文献を参照。 Mel  Ken ne .  “ Di r t y,  Wh i t e  Cand l es :  Ern es t  

He mi n gwa y’s  E nco un te r  wi th  t he  Ea s t . ”  T he  S tu d i e s  i n  L i t e r a t ure  an d  

La ngu ag e .  5 4 . 4  ( wi n t e r  2 01 2)  49 4 -5 04 .   

4 .  ギリシャの近衛兵の軍服については次の写真を参照。  

出典   h t t p : / / www. gree ce -g r eec e . i n fo / t s o l i a s /  

 

5 .  「カタルシス」については次の文献を参照。アリストテレース、

ホラーティウス  『アリストテレース詩学／ホラーティウス詩論』

http://www.greece-greece.info/tsolias/
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松本仁助、岡道男訳  （岩波文庫、 1 9 97 年）  内田克孝『哲学とカ

タルシス ―イデアへの論理と直観』（昭和堂、 1 98 2）  

 

第 3 章  

1 .  ロバート・ポール・ラム  ( Ro ber t  P au l  La mb )  はこの語り手の職業

について慎重な態度を取っており、大方の評論家は記者だとみな

しているものの、病院関係者や救急車の運転手である可能性が捨

てきれない点を指摘している（ 26）。また、語り手のホレスという

名前自体も実際に彼の名前かどうか怪しいと指摘している（ 2 7）。  

2 .  「殺し屋」においては、殺し屋が潜伏する食堂内部の奇妙な雰囲

気がニックの語りによって物語られている。たとえば、食堂では

時計の針が二十分進んだまま放置され、十八時までは提供できな

いメニューが十七時に示され、提供できないと断っている食事を

殺し屋が注文したかと思えば、注文していない食事を殺し屋が思

い違いで食べるなど、すべてがチグハグに描き出されている。奇

妙な描写が繰り返されることで不可思議な物語空間が生み出さ

れ、殺し屋が暗躍する裏社会の歪んだ価値観や逸脱性、異常性が

提示されている。こうした描写手法はヘミングウェイの短編にお

いて異質かつ逸脱的な物語空間を生み出す手法の一つである。  

3 .  コンスタンチノープルのイスラム文化において、宦官の去勢手術

はユダヤ教徒かカトリック教徒が執り行うという決まりになって

いたことから、ドク・フィッシャーがユダヤ教徒で、ドクター・

ウィルコックスがキリスト教徒であることに、関連性を見出すこ

とも可能である。  

4 .  オスマン帝国時代の宦官文化については次の文献を参照。設樂國

廣監修『オスマン帝国六〇〇年史 ―三大陸に君臨したイスラムの

守護者』（中経出版、 2 01 4）  

5 .  「神よ陽気に殿方を憩わしめたまえ」と『荒地』（ T h e  Was t e  

La nd , 19 22）との関連性について、カムリとスコールズは作品にシ

ンボルを見出そうとする人々が、フィッシャー医師がカンザス・
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シティーという荒地に住まうフィッシャー・キングなのではない

かと論じられる傾向があると指摘している（ 8 0）。  

 

第 4 章  

1 .  マイヤーズの解釈によれば、アメリカ先住民族の夫は「偽娩」と

呼ばれる儀式的な慣習に従事しており、壮絶な難産の場面で、妊

娠の諸症状と出産時の苦しみを模倣するために妊婦と同室にいた

と考えられる。この慣習は父親になることを受け入れ、子を守

り、邪悪なものを妻から追い払うために執り行われるものであ

る。アメリカ先住民の夫は手術の間、白人医師が妻に対する尊厳

（タブー）を侵害し、妻の悲鳴以上に妻の清らかさが汚されるこ

とに耐え難いほど苦悩しているとマイヤーズは指摘する  ( “ In d i a n”  

Ca mp ”  21 7 -2 19)。先住民族の夫は自分が首を掻き切った際に流れ出

した血液と妻の出産時の血液を関連付けて、邪悪なものを自分に

引き付けようとしているとマイヤーズは論じている（ 2 19）。  

2 .  女性の身体表象に関しては、次の文献を参照。アドリエンヌ・リ

ッチ  『アドリエンヌ・リッチ女性論：血、パン、詩』  大島かお

り訳  （晶文社、 1 9 89）  

 

第 5 章  

1 .  兵士の身体からの逸脱に関しては、フレデリックの同姓愛的欲望

も指摘することはできる。ピーター・ F・コーヘン（ Pe t e r  F.  

Co hen）はリナルディがフレデリックを  “ba b y”  と呼びかけている

ことに着目し、二人の間にホモエロティックな関係性を読み解い

ている（ 4 3 -4 4）。コーヘンが論じている通り、リナルディとフレ

デリックの会話からは、二人の親密な関係性を読みとることがで

きる。キャサリンとの結婚を示唆するフレデリックに対し、リナ

ルディは次のように発言している。 “ I  a m j ea l ous  ma ybe .  … I  h a ve n’t  

[ an y  mar r i ed  f r i e nd s ] .  …  T h e y  do n’t  l i ke  me .  … I  a m t he  sna ke .   I  a m 

the  sna ke  o f  r e aso n”  ( AF TA ,  1 70) .  また、フレデリックにしばしばキ
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スを迫るリナルディの過剰な親密さから、二人の間にホモエロテ

ィックな関係性を見出すことができる。  

2 .  谷本はヘミングウェイ・テクストにおける出産する女性の描かれ

方に着目し、『武器よさらば』はいわばキャサリンを中心とするロ

マンティックな女性プロットと、フレデリックを中心とするハー

ドボイルドな男性的プロットとの綱引きによって成り立ってい

る」（『英語青年』 1 5）と論じている。さらに、キャサリンに死が

もたらされる理由は、「むしろ、出産という戦い果敢に挑む彼女

が、フレデリックの戦争のプロットを横取りしてしまったことに

対する報復である」と指摘している。男性中心のアメリカ文学に

おいては、出産という女の戦いの場から当事者である女性が疎外

され、男性の勇気や自尊心といった主題へと話題が移っていくと

いう特徴があると谷本は主張している（『英語青年』  1 4 -16）。  

 

第 6 章  

1 .  クィア・リーディングにおいて、仮説を積み上げた上に議論を展

開させていくことで、仮説があたかも「真実」のように構築され

ていく可能性があることついて、松下は次のように指摘してい

る。バトラーが唱えるジェンダーのパフォーマティヴィティとい

う概念は、「ジェンダーというパフォーマンスの繰り返しによっ

て、セックスが、ジェンダーの起源として、つねにすでにそこに

あるものとして構築されていく」ものであるが、イヴ・コゾフス

キー・セジウィック（ E ve  Kos of s ky  S ed gwic k）の「密林の獣」

（ “T h e  Bea s t  i n  t he  J un gle , ”  19 47）論は、「 [主人公 ]マーチャのセク

シュアリティに関する仮説をもとに、それを前提とした読みを二

重に三重に重ねていくことによって、仮説自体を証明することが

ないままに、仮説を『真実』として捻出していくような、まさし

くパフォーマティヴな読み」となっている（『クイア物語論』  

54）。本研究では、こうした語り手の仮説が繰り返し上書きされる

ことによって、不確かなことがあたかも「真実」であるかのよう
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に構築されていく可能性があるという分析視点を援用している。  

2 .  ヘミングウェイの氷山の理論（ i ceb e rg  t h eor y）に関しては、『ヘミ

ングウェイ大事典』参照。  

 

第 7 章  

1 .ヘミングウェイ・テクストではカフェや酒場では、人生の岐路に立

たされた登場人物が自身の内面に直面する場として描き出される場

合が多い。次の作品を参照。「海の変容」 “T he  Sea  Cha n ge  (1 93 3)”  

では、恋人である女性のレズビアン存在を知ると同時に、男性自身

の同性愛的欲望が示唆されており、秘められた欲望の目覚めが暗示

されている。「クロス・カントリー・スノー」 “ Cro ss  Cou n t r y  S no w 

(192 5)”  では恋人の妊娠によってこれまでの男友達とのホモソーシ

ャルな関係性を断絶しなければならないことに抵抗を示すニックが

描かれており、少年ニックの大人への転換点とそれに戸惑う様が描

き出されている。「清潔で、とても明るいところ」 “A Cle an ,  Wel l -

L i gh t ed  P l ac e  ( 19 33) ”  では、前日に自殺未遂をした老人が夜更けま

で一人酒を飲みつつ漠然とした虚無感や死に向き合う場として提示

されている。  

2 .詳細はジェームズ・プラス（ J a me s  P l a th）とトム・ダルゼル &テリ

ー・ビクター（ To me Da l ze l l  &  Ter r y  Vi c to r）を参照。  

 

第 8 章  

1 .  キャサリンは身体変容にのめり込んでいくようになるが、その一

例として髪への異常な執着に着目することができる。ヘミングウ

ェイ・テクストにおいては、登場人物の髪型の変貌が描かれる場

合、その人物のジェンダー・アイデンティティの揺らぎを読みと

ることができる。ヘミングウェイの描く短編の女性には、『日はま

た昇る』の中性的な魅力を秘めたブレット、『誰がために鐘は鳴

る』（ Fo r  Wh o m t he  Be l l  To l l s ,  1 94 0）に登場するレイプ被害のトラ

ウマを抱えたマリア（ Mar i a）、「最後の良き故郷」（ “T h e  Las t  Go od  
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Co unt r y, ”  19 72）の近親姦的な欲望を示すリトレス（ Li t t l e s s）、「雨

の中の猫」（ “ Ca t  i n  t he  Ra in , ”  19 25）の夫婦関係にフラストレーシ

ョンを抱くアメリカ人の女性、「海の変容」の同性愛に目覚めた女

性などを例に挙げることができる。いずれの場合においても、髪

がセクシュアリティやジェンダーの記号となっており、髪型の変

容」はジェンダー・アイデンティティを不安定化させるモチーフ

として頻繁に用いられている。  

  ヘミングウェイの描く髪について著名な研究としては、今村楯

夫の『ヘミングウェイと猫と女たち』を挙げることができ、髪と

両性具有論とを関連付けて論じている。また、エビイは髪に代表

されるフェティシズムは抑圧的な母親からもたらされた去勢不安

がその根源にあると指摘している。高野はヘミングウェイ・テク

ストに描かれる髪の長さは女性の妊娠能力を示す指標として機能

していると指摘し、さらに 19 30 年代までのヘミングウェイ・テク

ストにおいて、「女性の髪を短く切ることで女性を『去勢』使用と

する傾向がある」とし、 1 930 年代以降では、「むしろ女性性と女性

性の持つ創造力に惹かれ、男性の髪を長くすることで女性性を獲

得しようとしていた」と論じている ( x xx i )。  

2 .  キャサリンが影響を受けた変身像が表現するアイフィスとはギリ

シア神話の登場人物で、女性として生まれながらも男性として育

てられたという経緯を持つジェンダー越境性を具現化する人物で

ある。アイフィスが母親の胎内にいる際に経済的な事情により、

もし生まれてくる子供が女の子なら殺害するとその父親が決めて

いたことから、アイフィスの母親は彼女の本当の性別を偽り、男

子として成人まで育て上げることを決意する。結婚適齢期に達し

たアイフィスは太陽神の美しい娘アイアンシー（ Ian t he）と女性同

士ながら恋に落ちる。二人の結婚前夜、アイフィスは母と共に神

に祈りを捧げ、男性へ変身を遂げ、アイアンシーと結婚生活を送

ることになる。このように特異な経緯をたどるアイフィスは、ジ
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ェンダーレスやジェンダー越境、レズビアニズムを体現してお

り、様々な芸術作品のモチーフとなっている。  

3 .  遺作『キリマンジャロの麓で』（ Un der  Ki l iman j aro ,  20 0 5）では、

登場人物のヘミングウェイが若いアフリカ人女性デッバ（ Deb ba）

との関係性が言及されているが、特に老年期に入ったヘミングウ

ェイは再生や若さへの渇望から、エンパワメントとしての人種越

境性に強い興味を抱いていたと思われる。晩年に執筆された『エ

デンの園』においても、白人種が人種越境性を身に帯びることで

過度の性的逸脱性を取得できるといった、有色人種を性化するス

テレオタイプが見受けられる。  

4 .  キャサリンとデヴィッドの性交渉の場面について、モデルモグと

ローズ・マリー・バーウェル（ Rose  Mar y  Bur we l l）はソドミーを

行っていると断定している。  

 

“Al t ho u gh  r e vi e we r s  o f  t he  no ve l  …  [ wan t s ]  s pec i f i c s  ab ou t  t h e  

cou p le ’s  a c t i o ns ,  c l e a r l y  Ca the r ine  h as  so do mi zed  Da vi d .   T h i s  i s  

wh a t  i s  me an t  b y  ‘ s t r an g ene ss  i n s i de ’ a nd  b y  Ca the r ine ’s  r eq ue s t  

t o  ‘ l e t  me  t a ke  you’”  (Mo dde l mo g ,  69 ) .    

“ [ t he  mys t e r i ous  ac t  i s ]  d i g i t a l  a na l  p ene t r a t i o n”  [ Bur we l l ,  11 2] .  

 

一方で、カムリとスコールズ、ピーター・メッセント（ Pe te r  

Messe n t）は曖昧な表現しかなされていないとしてソドミーである

との断定は避けている。  

 

“ i t  i s  d i f f i c u l t  t o  kno w pre c i se l y  wha t  ph y s i ca l l y  hap pe ns  he r e  ….  

[An d]  i t  l ead s  t o  a  c e r t a in  co nfu s io n  and  va gu ene ss  a t  a  c ruc i a l  

mo me nt  i n  t h e  t e x t ”  (Messe n t ,  116) .    

“ [He min gwa y  do es  n o t ]  p ro v id e  r ead e r s  g r aph i c  des c r ip t i on s  o f  

t he  l o gi s t i c s  o f  t hes e  se xua l  c han g in gs ,  l e a vin g  one  b e fu dd l ed  
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c r i t i c  t o  su gge s t  t ha t  ‘ so me h ow,  [Ca th e r in e ]  s od o mi ze s  [ Da v id ] ’ ”  

(Co me l y  an d  Sc ho l es ,  60 ) .   

 

カムリとスコールズ、メッセントによる慎重な見解も見られる

が、他のヘミングウェイ・テクストとの相関関係からも、この場

面においてはキャサリンとデヴィッドがソドミーを行っていると

多くの批評家によって解釈されている。  

5 .  身体変容と鏡のモチーフについては、これまでに様々に論じられ

てきたが、代表的なものとして、比嘉美代子は大別すると鏡の効

用は二つあるとし、「ひとつにはジェンダーの推移を移すもの」で

あるとし、ふたつめには「登場人物の心身の変化（表層面と深層

面）を映すものであると論じている（ 1 55）。比嘉はキャサリンが

性的な実験や性的創造性を「鏡という媒体を通して鑑賞し客観視

していることを考慮に入れると、芸術指向型の女性」として、ま

たフェミニストの先駆者的存在として解釈できると指摘している

(168 -6 9)。  

  また、小笠原は物語の後半部分では、身体変容による変身が複

雑化し、キャサリンとデヴィッド、マリータの三人が、彼らが頻

繁に集うバーに取り付けられた鏡によって、互いの姿を「見る」

と同時に「見られる」ことになることから、「見る男／見られる

女」という視覚性が機能せず、男／女や同性愛／異性愛の境界が

曖昧になり、ジェンダーとセクシュアリティの二極構造も崩壊し

たかのように見えると指摘している（「まなざしの欲望」  26 -

27）。  

6 .  ジェンクスがニックとバーバラのシェルダン夫妻のサブプロット

を削除した経緯については、次の文献を参照。 Mat t he w J .  Br ucc o l i .  

ed .  Con ver sa t i ons  wi th  Ern es t  He min gway.  J ac kso n :  UP o f  Mis s i s s ip p i ,  

198 6 .  p 84 .  
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197 3 .  Tran s .  b y  Br uc e  F in k .  New Yor k:  Nor to n ,  1 998 .  P r i n t .  
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Ga l l e ys . ”  T he  He min gway  Re v i e w.  20 .2  (S pr in g  200 1) :  1 6 -3 6 .  

P r in t .  
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Wi l l i n gha m,  K a th y.  “ He mi n gwa y’s  T he  Ga rden  o f  E de n :  Wr i t i n g  wi th  t h e  

Bo d y.”  Er nes t  He mi n gway:  Se ven  Dec ad es  o f  Cr i t i c i sm .  E d.  L i nda  

Wa gne r -Mar t i n .  Eas t  Lan s in g :  Mi ch i ga n  S t a t e  UP,  1 998 .  P r i n t .   

Yo un g ,  P h i l i p .  Er nes t  He min gway:  A Re co ns id era t i on .  Un i ve r s i t y  Pa r k :  

Pen ns y l va n i a  S t a t e  UP,  19 66 .  P r i n t .   

Ž i že k ,  S l a vo j .  L oo k i ng  Awr y :  An  I n t rod u c t ion  t o  J acq ue s  Lac an  thro ug h  
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